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(西から)伊勢堂岱遺跡(手前)と大館能代空港
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(上方が北)環状列石A
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(NJ 74付近;上方が西)大型不整形の土墳墓上の現状列石A
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秋田県の歴史は豊かな自然のもとに先人たちが築きあげたものであり、

埋蔵文化財はその基盤をなす大いなる遺産の一つであります。そしてそ

れをそこなうことなく未来へ伝えることが、現代に生きる私たちに負託

されたものであります。

このたびの大館能代空港開設にともなうアクセス道路整備を目的とし

た県道木戸石鷹巣線建設事業で、路線の一部が伊勢堂岱遺跡を通過する

ことになったことから、県教育委員会は遺跡を記録保存することとし、

工事に先立つて発掘調査を実施してまいりました。

2年にわたる調査が進むにつれて、三つの環状列石をはじめとする遺

構群が発見され、縄文時代後期における葬祭杷のあり方が明らかとなり、

この遺跡の重要性が再認識されることになりました。そのため県ではア

クセス道路の路線変更を決定し、これら大地に刻まれた遺産を現地に保

存することにしました。

本書はこの経緯と発掘調査の成果をまとめたものでありますが、文化

財に対する理解と歴史研究の上で少しでも役立てば幸いに存じます。

最後に、発掘調査から本書の刊行に至るまで御指導、御協力下さった

秋田県土木部北秋田土木事務所、鷹巣町教育委員会ならびに関係各位に

対し厚く御礼申し上げます。

平成 11年9月

秋田県教育委員会

教育長小野寺 清



例日

l 本書は秋田県北秋田郡鷹巣町脇神地内に所在する伊勢堂岱遺跡の発掘調査報告書である。同町七

日市地内に同名の遺跡(周知の遺跡:ぬ 11-28)が所在するが、それとは別個の遺跡である。すで

に平成 7年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料・秋田県埋蔵文化財センタ一年報 14(平成 7年

度)・現地説明会資料(平成 8年 10月 12日)・平成 8年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料・

秋田県埋蔵文化財センタ一年報 15(平成 8年度)・米代川流域の縄文文化-伊勢堂岱遺跡を中心に

-(平成 11年 4月、鷹巣町教委との共催展の図録)において調査成果の一部が公表されているが、

本報告書の記載内容がすべてそれらに優先する。

2 秋田県教育委員会による伊勢堂岱遺跡の発掘調査は、平成 7 年 5 丹 10 日~ 11月 29日、平成 8

年 4 月 10 日~ 12月 12日まで実施した。

3 平成 8年 11月 18日に秋田県当局が遺跡の現地保存を決定し、発摺調査現場では向日から遺構の

埋め戻し保護に係る作業を開始した。そのため東側調査区西半部・中央調査区南辺部(斜面肩部)・

西側調査区中央部(環状列石A周辺部)については、調査未了のまま埋め戻している。

4 平成 7年度の発掘調査には、秋田県と友好省県となっている中華人民共和国甘粛省からの研修生

として秋田県埋蔵文化財センターで研修中の、甘粛省博物館文物科事保護部 張建全氏も参加した。

5 本遺跡は県道木戸石鷹巣線(大館能代空港アクセス道路東西線)建設事業に伴い発掘調査に着手

したものであるが、現地保存決定による事業計画の変更等に伴い、平成 10年度以降は秋田県教育

委員会の単独予算により整理作業を実施した。

6 第 2章 第 I節「鷹巣盆地、伊勢堂岱遺跡の立地に関わる地形jは、秋田県立能代工業高等学校

教諭 栗山知士氏より玉稿を賜った。

7 第 5章 第 12節「伊勢堂岱遺跡出土アスフアルトの産地同定Jは、北海道大学高等教育機能開

発総合センター教授小笠原正明氏より玉稿を賜った。

8 第 5章 自然科学分析には、株式会社古環境研究所・株式会社パレオ・ラボ・株式会社ズコー

シャに業務委託した分析報告書の一部を収載した。

9 石器実測図の一部は株式会社アルカに、遺構実測図の一部は三航光測に業務委託した図面を使用

した。

10 付図 5に使用した「伊勢堂岱遺跡 環状列石A 詳細図Jは、株式会社シン技術コンサルに業務

委託した空中写真測量図面を使用した。

11 本報告書挿図中に使用した土層表記法は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日

本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖 1989年版jを使用した。

12 本報告書に使用した地形図は、建設省国土地理院発行 25，000分の 1I鷹巣東部JI鷹巣西部J. 

50，000分の 1I鷹巣j、秋田県土木部北秋田土木事務所作製 1，000分の l工事計画図である。

13 本遺跡の調査ならびに報告書刊行にあたり、次の方々よりご指導、ご教示をいただいた。記して

を表する。

栗山知士、小笠原正明、加納博、藤本幸雄、林謙作、小杉康、遠藤正夫、児玉大成、葛西働、



高檎j関、青木誠、嶋井康夫、浅野敏昭、高橋和樹、阿部明義、石井淳平、秋元信夫、藤井安正、

花海義人、佐藤智雄、福田裕二、鎌田祐二、竹下将夫、高橋憲太郎 (順不同)

14 本書の執筆・編集は五十嵐一治がおこなった。

凡 例

l 本報告書に収載した遺跡実測図に付した方位は国家座標第X系による座標北を示す。伊勢裳岱遺

跡、のグリッド杭座標原点M A50 ( X = 22300.000， Y = 41000.000 )とした位量における座

標北と磁北との偏角は商偏 8
0

37' である。

2 基本層位の土層註記にはローマ数字を用いた。

3 本文中記載の遺構番号で遺構種別を表す記号表記が合致しない場合がある (SKF10とSK10等)が、

「検出遺構一覧表Jに記載した遺構種別・番号がすべて優先する。

4 基本的に遺構実測図は 1/40及び 1/20、遺物実測図は 1/2及ぴ 1/3の縮尺で掲載した。

しかし挿図割付の関係上、さらに若干の縮小を施した挿図がある。各頁に付したスケールを参照さ

れたい。

5 基本層位Nb層として取り上げ・記載した遺物のうち、沢B周辺部の出土遺物についての記載が

若干異なる場合がある。これは 1995年度に広義のNb層として取り上げた部分を 1996年度に層位

を再検討し、細分したためである。つまり 1996年度において『沢Bベルト曾A層』と細分層位で

取り上げ・記載した遺物の出土層準は、 1995年度に rNb層Jとした層準に含まれるものである。

6 発掘調査時における遺構平面・断面図の記録および土層註記に際し、精査を担当した職員の不注

意により、掲載図面への不備が生じたものが多数ある。これらの不備により、掲載した図面および

註記による遺構記述そのものが完結していないものも存在する。

7 発掘調査において検出した遺構のうち、一部の小ピット類については図面および遺構一覧表を省

略し、平面配置のみを掲載した。

8 挿図中に使用したスクリーントーンは以下のとおりであり、それ以外については個々に挿図中に

示しである。

j斬移層 (V層) 内面黒色処理 磨り

地山VI層 にユ朱彩彩文 程調擦り

地山VII層
タール付着部分

凹み・厳打痕跡(灯明皿

焼土 厚手土器欠損部 石器被熱痕跡

アスフアルト付着部分
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第 l章はじめに

第 I節調査に至る経過

県道木戸石鷹巣線は合川町木戸石かち鷹巣町鷹巣に至る県道であるが、県内第二の空港として整備

されることになった大館能代空港の開港にあわせ、国道 7号から国道 285号へ至る空港アクセス道路

の東西線として改良整備が進められることになった(第 2図)。

本県道の計画路線上には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、県土木部北秋田土木

事務所は文化財保護法に基づきこの事実確認と今後の対応について秋田県教育委員会に調査と指導の

依頼をした。秋田県教育委員会はこれを受けて関係市町村-とともに平成 4年度に計画路線内の遺跡分

布調査を実施し、路線内に係る埋蔵文化財包蔵地および包蔵地と推測される地区については今後範囲

確認識査が必要であることと、範囲確認調査の結果記録保存の必要なものについては発掘調査を実施

すべきことを回答した。

平成 6年度には伊勢堂岱遺跡の範函確認調査を実施し、 2ヶ年にわたる本調査の計画が策定された。

平成 7年度には伊勢堂岱遺跡の l年目の発搬調査を実施し、同じく空港アクセス道路東西線に係る

脇神館跡の範囲確認調査を実施した。

平成 8年度には伊勢堂岱遺跡の 2年目の発掘調査、および脇神館跡、の発掘調査を実施した。

調査が進展するにつれ、連日のように報道関係者が取材に訪れるようになり、その都度最新の調査

成果を提供した。その結果、地域住民をはじめとする多くの県民から遺跡保存の声が高まり、同年 11

月18日、秋田県当局が2ヶ年にわたる調査成果を踏まえてアクセス道路の迂回・遺跡の現地保存・

発掘調査の中止を決定した。

第 2節調査要項

遺跡名称 伊勢堂岱遺跡 ※遺跡略号 2ISDT

所 在 地 秋田県北秋田郡鷹巣町脇神字伊勢堂岱 5-1外

(北緯 400 12' 00" ，東経 1400 21' 00庁)

※同町七日市地内に所在する伊勢堂岱遺跡とは別個の遺跡である

調査期間 平成 7 年 5 月 10 日~ 11月29日

平成 8 年 4 月 10 日~ 12月 12日

調査対象面積 9，817m
2 

調査面積 7，047ぱ(調査終了面積 5，365m2
;第 9図)

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 秋田県埋蔵文化財センター

発掘担当者

平成 7年度

1 



第 1章はじめに

武藤祐浩(学芸主事;現教育庁文化諜学芸主事)

五十嵐一治(学芸主事)

庄内 昭男(調査課長補佐兼調査第ニ科長)

小林 克(文化財主査)

本田 嘉之(学芸主事;現湯沢北高等学校教諭)

磯村 亨(学芸主事)

松尾睦子(非常勤職員)

平成 8年度

小林 克(文化財主査;現文化庁記念物課文化財調査官)

五十嵐一治(学芸主事)

庄内 昭男(調査課長補佐;現博物館学芸課長補佐)

古川 孝(学芸主事)

磯村 亨(学芸主事)

栄 一郎(学芸主事)

高橋 学(学芸主事;現教育庁払田柵跡調査事務所学芸主事)

松尾陸子(非常勤職員)

村上 義直(非常勤職員;現文化財主事)

整理担当者

平成 9年度・ 10年度・ 11年度

五十嵐一治(学芸主事)

総務担当者

平成 7年度

藤肥良清(主査)

佐藤広文(主任;現県民会館主査)

須田輝樹(主事)

平成8年度

藤肥良清(主査)

佐藤幸嗣(主事)

須田輝樹(主事)

平成 9年度

藤肥 良清(主査;現教育庁福利課長補佐)

佐藤幸嗣(主事)

須田 輝樹(主事;現図書館総務課主事)

平成 10年度

菅原 晃(主査)

佐藤幸嗣(主事;現教育庁福利課主事)

八文字隆(主事)
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第2節調査要項

平成 11年度

菅原 晃(主査)

佐々木敬隆(主事)

八文字隆

40" 

@ 
140" 

調査協力機関

秋田県土木部北秋田土木事務所

鷹巣町教育委員会生涯学官振興課

o 30km 

第 1図遺跡位置殴白鷹巣町

@ 伊勢堂岱遺跡

つ‘U



第 2章遺跡の立地と環境

第 l節遺跡の位置と立地

鷹巣盆地、伊勢堂岱遺跡の立地に関わる地形

栗山知士

1 .はじめに

大館・能代空港のアクセス道路(予定)上に位置する伊勢堂岱遺跡は、米代)11流域左岸小ヶ田付近

の河成段丘面上に立地している縄文時代後期の遺跡であると考えられている(秋田県埋蔵文化財セン

ター， 1997;岩越， 1998)。

伊勢堂岱遺跡の北方を流れる米代川は、奥羽脊梁山脈の田山に発し、湯瀬渓谷を西に貫流して、花

輪盆地で北に流路を変える。そして、盆地の出口付近で西に流路を変え、大館盆地、鷹巣盆地、能代

平野を貫流し日本海にそそいでいる。流路は全長4，100kmに及び、秋田県北部の主要河川である。

米代)11流域には能代平野から花輪盆地まで段丘地形が連続的に発達している。これらのうち花輪盆

地と大館盆地の段丘地形の大部分は、十和田火山由来の火砕流台地で占められている(藤原， 1960; 

内藤， 1963， 1966， 1970;平山・市)11，1966;白井， 1966;栗山， 1998)。しかし、鷹巣盆地では、

米代川やその支流の阿仁川と小猿部)11の河成段丘が大部分であり、十和田火山由来の火砕流台地は、

限られた地域にしか分布していない(内藤， 1963， 1966;豊島， 1987)。

伊勢堂岱遺跡が立地する段丘面は、米代川流域の標高 40~ 50 mの河成段丘面で、石巻岱面とよば

れている(内藤， 1966)。石巻岱面は、米代川左岸の蟹沢付近から石巻岱付近まで連続的に発達する。

しかし、鷹巣中央公園付近でより新期の、したがってより低位の段丘と考えられている高市火砕流台

地*1 と同一高度に発達して漸移するようにみえ、段丘崖のような明瞭な地形境界はみられない。

本稿では、伊勢堂岱遺跡が立地する石巻岱面と高市火砕流台地の関係、ならびにそれらの地形的特

性を明らかにする。

日.鷹巣盆地周辺地域の地形概観

鷹巣盆地は、出羽丘陵北部に位置する盆地である(第3図)。盆地内の北半を米代川が東から西に

流れ、これに蟹沢付近で阿仁川と小猿部)11が合流している。

盆地北方には、白神山地が東西方向にのびている。この山地は、新第三紀中新世の堆積岩類や火山

岩類で構成され、壮年期の地形を形成している。山稜には平坦面はみられないが、標高は 800~ 1，000 

mでほぼ一定の伎を示している(角ほか， 1962)。白神山地には、第四紀火山である田代岳(標高

1，178 m) と太良駒ヶ岳(標高 1，158m)が発達している。両火山とも山体の開析はかなり進んでい

る(角ほか， 1962)。宝田 (1991) は、団代岳火山を第四紀の成層火山であるとし、その噴出物中に

十和田火山起源の高市火砕流堆積物 (14C年代はお，000y. B. P.円一色ほか， 1965)が介在している

ことを確認して、第四紀更新世後期にも活動していたことを明らかにした。また、太良駒ヶ岳火山も
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第 2章遺跡の立地と環境

第四紀の成層火山であると考えられている(阿部， 1991)。

鷹巣盆地の周囲には丘陵地帯が分布している。白神山地と鷹巣盆地間にある北部丘陵地帯は、標高

100 --._ 300 mで、主に新第三紀中新世の堆積岩類や火山岩類で構成されている。丘陵縁付近の標高 50

--._ 200 mの地域は、湯車層(湖成層)およびこれと同時異相の非常に厚い河成l深層で構成されている。

また、断片的ではあるが、 LLI稜に平坦面が確認されている(内藤， 1963;大月， 1991)。南部の丘陵

は、阿仁川と小阿仁川の間のNW-SE方向と三木田付近、小阿仁川左岸の標高 60--._ 200 mに分布し、

新第三系海成上部鮮新統前山JII層で構成されている(角・盛谷， 1973)。

盆地東部の丘陵は仁井田丘陵(摩当山地)とよばれている。摩当山(標高 444m) を最高峰とする

標高 400m 内外の定高性のある丘陵性山地で、鷹巣盆地とは断層で限られている。本丘陵はグリーン

タフを主とする地域で地質構造上の複背斜に相当する(平山・角， 1963;東北地方第四紀研究グルー

プ， 1977)。盆地西部の丘陵性山地は七座丘陵とよばれている。七座背斜に一致し、秋田市北方の組

山周辺の山地にN-S方向に連続し、差別的削剥地形であるケスタ地形が発達している(平山・角， 1963; 

SUZUKI et al.， 1985)。これは丘陵を構成する上部七座凝灰岩と下位の黒色泥岩との岩質の硬軟の差

に対応したものである。また、七座丘陵を横断する米代川は二ツ井付近で穿入蛇行し、顕著な峡谷状

の地形を示しており、付近一帯における新期の大きな隆起量の存在を示している(平山・市JII，1966; 
白石ほか， 1977)。

国.鷹巣盆地の河岸段丘

鷹巣盆地には、米代川とその支流の阿仁川・小猿部JII流域に河岸段正が発達している(第4図)。

特に阿仁川右岸の大野台地域には標高 30--._ 100 mの広大な段丘地形が階段状に発達している。これ

らの段丘は左岸には分布せず、段Eの分布は非対称的配置をしている。このことは、東側が隆起傾向

にあることを示しているものと考えられる。

本地域の河岸段丘は、高位から大野台 I面・同 E面・同盟面・同N面・石巻岱面・高市火砕流台地

(高市火砕流の堆積面)・米内沢面・浦田面・毛馬内火砕流台地(毛馬内火砕流の堆積面)に区分さ

れる。大野台 I. n・m'N面と米内沢面は大野合地域に広く発達している。しかし、米内沢より上

流域では大野台 I.立 .m面は断片的にしか発達せず、大野台N面、米内沢面とそれより下位の浦田

面と思われる河成段正面が現河床より比高を上げて上流域に連続している。

阿仁川・小阿仁川流域の河成段丘の段丘堆積物中には大量の花商岩磯が合まれているが、米代川流

域の河成段丘堆積物中にはみられないことが報告されている(内藤， 1963)。これは、阿仁川1.小阿

仁川上流域の太平山地に先新第三紀の花筒岩類が広範囲に分布している(斎藤・大沢， 1956;大沢・

須田， 1980;大沢ほか， 1981) からである(第 5図)。

大野台 I面を構成している河成機層は鷹巣盆地の段丘構成層の基盤を構成している湯車層(古鷹巣

湖を形成した湖成層)とは明瞭な不整合面を持たないことから、大野台 I面は湯車層の堆積面と考え

られている(東北地方第四紀研究グループ， 1977;大月， 1991)。

大月 (1991) は、大野台 I.立 .m屈を被覆している風化火山灰層*3中に洞爺カルデラ起源の洞爺

火山灰 (Toya，9万--._10万年前) (町田ほか， 1992)判が挟まれていることを発見し、これに基づい

て大野台 I面は 33万--._44万年前に、同五面は 20万年前に、同盟面は 17万--._19万年前に形成され
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第 l節遺跡の位置と立地

たことを明らかにした。

高市火砕流台地と毛馬内火砕流台地*5は、十和田火山由来の火砕流堆積物の初生的堆積商とその二

次堆積物(水を混じえた火山泥流、ラハール)の堆積面である(第 6図)。前者は後述する伊勢堂岱

遺跡をのせる石巻岱面と関わりをもっている。後者は米代川流域の最低位段丘を形成しており、阿仁

) 11 .小阿仁川流域では確認されていない。しかし、小猿部川流域では高市火砕流と鳥越火砕流の堆積

面が確認されている(豊島， 1987)。

鷹巣盆地の最低位段丘を形成している毛馬内火砕流台地の多くはラハールの堆積面であり、鷹巣盆

地のラハールには胡桃館遺跡が埋没している。毛馬内火砕流台地を構成する軽石層に含まれている炭

化度の低い樹根の l<lC年代は 1，280土90y.B.P.であり(一色ほか， 1965)、1，000年前のシラス洪水に

よって形成されたものと考えられている(平山・市)11，1966)。米代)11下流域の能代平野にも、毛馬

内火砕流台地が分布していることが報告されていた(白井， 1966;平山・市JII，'1966;内藤， 1977; 

大沢ほか， 1984)。日本海中部地震災害 (1983年)秋田大学地質調査班 (1986) は、能代平野の沖積

平野をFーし F-II"F-車の三段の地形面に区分し、 F-Iを縄文海進時 (6，000年前)に、 F-立

を“縄文中期の小海退"後の海進期 (3，000~ 4，000年前)に、 F一国を“4~ 12世紀の海面小上昇"

に対比し、この期間内に毛馬内火砕流堆積物 (Kmpfl) 由来のシラス洪水が流下して、 F-I上に薄

く広がったと考えている。なお、町田ほか (1981)・HAYAKAWA (1985)は、は西暦 915年に十和田火

山が噴火し、毛馬内火砕流が米代川を流下したとしている。また、早川・小山 (1998) は、その噴火

のクライマックスを西暦 915年8月 17日としている。

N.伊勢堂岱遺跡の立地に関わる段丘地形

(1)石巻岱面の地形と構成層

伊勢堂岱遺跡が立地する河成段丘は、石巻岱面とよばれている(内藤， 1966)。石巻岱面は、標高

40 ~ 50 mで、米代川左岸の蟹沢、大野尻、石巻岱に分布する米代川水系の河成段丘である。大野尻の

大露頭(第 7図的では、下部は最大磯径 20cmの安山岩・流紋岩・泥岩の円擦を主体とした厚さ 5m

以上の河成磯層である(下限不明)。花筒岩礁が検出されないので、米代J11によって形成された河成

段丘面と考えられる。磯層上部には厚さ 1mの粘土層ないしは泥炭層がみられるが、側方へは薄く

なって尖滅する。その上部に 3枚の火山灰層が存在する。それらは下位より厚さ 4mの小ヶ田石質火

山灰層 (Ogl)、厚さ 4mの高市火砕流堆積物 (Tkpfl)、厚さ 1mの鳥越火砕流堆積物 (Trpfl)であ

る。 Oglは石質岩片を多く含む火山灰層で鷹巣盆地でみられる最も古い火砕流堆積物と考えられてい

る(一色ほか， 1965)。大野尻の大露頭(第 7図3)では上位のTkpflとの境界は波状を呈し明瞭であ

る。しかし、石巻岱付近(第 7図4)ではOglとTkpflの境界は不明瞭で、あり、蟹沢付近(第 7図2)

で、はOglは消失している。大野尻の露頭で、は最上部のTrpflとTkpflとの境界には最大層厚 50cmの泥炭

層が挟まれている。 TkpflとTrpflは塊状・乳白色で多量の軽石に石質岩片を多く含んでいる。両層は

層相が類似しており肉眼での識別は困難である。露頭で両層の境界に泥炭層や粘土層などが明瞭に認

められる場合に限り、その上下関係などから識別は可能である。しかし、露頭で両層が明瞭な境界を

なさない場合や単独で、みられる場合は、段丘面との関係、あるいは重鉱物分析をおこなって識別する

必要がある。
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内藤(1966) は米代川流域の段丘地形を構成する十和田火山起源と思われる火山噴出物、あるいは

それを覆う火山灰の重鉱物分析をおこない、 下位より小坂軽石質火山灰層、小ヶ田石質火山灰層、高

市軽石質火山灰層、鳥越軽石質火山灰層、申ヶ野軽石質火山灰層、大湯軽石質火山線層、毛馬内軽石

質火山灰層に細分したぺ細分の根拠は角関石の有無や段丘面の上下関係である。角関石を含まない

火山灰層は、 Ogl、Tkpfl、大湯軽石質火山際層、 Kmpflで、ある。角閃石を含む火山灰層は小坂軽石質

火山灰層、 Trpfl、申ヶ野火山灰層である。 以上の火山灰層のうち鷹巣盆地でみられるのはOgl、Tkpfl、

Trpfl、Kmpflで、あり、問題となる火山灰はOglとTkpflならびに両層の関係である。

Oglは鷹巣盆地の米代J11流域左岸のみに分布する火山灰層で、層相も他の火山灰層と異なっている o

Tkpflと共通するところは角肉石を含有していないことである。しかし、前述したように大野尻の大

露頭(第 7鴎 3)ではOglとTkpflの境界は明瞭で、あるのに対し、摩当の露頭(第 7図4)では両層の

境界は不明瞭であるへまた、蟹沢山付近の露頭(第 7図2)で、はOglは消滅してしまう。この事実に

関し、花輪盆地の北部ではTkpflの基底部に存在する軽石混じりで石質岩片の多い層相は、重鉱物組

成も上下変わらないことから、 Tkpflの基底棺の可能性が指摘されているぺ

(2) 高市火砕流台地の地形と構成層

高市火砕流台地は、 Tkpflとその二次堆積物(二次シラス、含軽石質段丘堆積物、ラハール)の堆

積面である。 Tkpflの初生的堆積物の堆積面を確認できるのは今泉(第 7図 1)と合川などである。小

猿部川流域の七日市から鷹巣中央公園までラハールの堆積面が連続して発達する。七日市の空港アク

セス道路上の露頭(第 7図のでは基盤の湯車層上に厚さ 3mの河成機層 (Nnbtd)が重なっている。

この河成機層は、 Tkpflが流下する以前の河成段丘堆積物であり、現在はTkpflに覆われた埋没段丘堆

積物と考えられる。この埋没段丘堆積物の堆積面を七日市埋没面と名づける。その上位に下位からJII買

に厚さ 3mの乳白色のTkpfl、厚さ 2.5mのラハール (Tkpf12)、そして最上部に厚さ 1mのTrpflが重

なっている。ラハールは、平行ラミナや斜行ラミナの発達した合軽石質段丘磯層である。同様の堆積

物は鷹巣中央公園の関析谷沿いの露頭(第 7図6) でも観察された。

(3) 石巻岱面と高市火砕流台地との関係

以上の記載を基にして石巻岱面と高市火砕流台地との関係を述べる。高市火砕流台地は高市火砕流

の初生的堆積物の堆積面とその二次堆積物(二次シラス、火山泥流、ラハール)の堆積面であり、両

者の地形境界は不明瞭である。このような火砕流台地の地形特性は、上流の花輪盆地、大館盆地でも

確認されている(内藤， 1966; 1970 ;栗山， 1998)。このような火砕流台地の成因について、横山

(1984ab， 1985)は、南九州に広く分布する入戸火砕流 (22，000年前)で構成される火砕流台地を例

にして論じている。それによれば、火砕流は突発的な事変であり、火砕流堆積後は砂漠に類似した状

況になる。その結果、砂漠河川類似の豪雨に伴う間欠河川による布状洪水、あるいは類似の水流に

よって二次シラスの堆積がおこなわれ、その堆積聞が形成されたとしている。

鷹巣盆地のラハールの堆積面は、小猿部J11流域に限られている。それ以外の地域、米代川流域の今

泉、阿仁川流域の合J11、J11井ーなどは高市火砕流堆積物の初生的堆積面である。小猿部川流域にラハー

ルの堆積国が広く発達するのは、横山(1984ab，1985)の説から推定すると次のようになる。すなわ

ち、 Tkpfl(25， 000年前)の初生的堆積物は、鷹巣盆地全体を覆い、大野台W商以下の七日市面を樫

没させ、石巻岱面を薄く覆い(? )、その後、数年間は砂漠に類似した環境になったものと考えられ
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第 7関 鷹巣盆地の石巻岱雷と高市火砕流台地の地質柱状図

1~7 はLoc. No. (第 4図参照)

1.クロボク， 2. クラック帯， 3.軽石， 4. 石質岩片， 5. シルト， 6.粘土，

7. 泥炭， 8. ラミナの発達した砂際層， 9.磯層， 10.基盤岩(湯車層)

Trpfl :鳥越火砕流堆積物， Tkpf12 高市火砕流堆積物の二次堆積物(軽石質段丘堆積物，

ラハール)， Tkpfl:高市火砕流堆積物， Ogl:小ヶ田石質火山灰， Nnbtd:七日市埋没

面構成層， Istd:石巻岱面構成層

5 

巴~4
E5E野

明 6 ~日10

守

Irmml1 

IIstd ITTIJ 2 
-lEヨ3

11 -



第 2章遺跡の立地と環境

る。その結果、小猿部川は一種の間欠河川になり、豪雨のたびごとに水分を含んだ泥流を発生させて

布状洪水となり、ラハールの堆積面を形成したと考えられるへつまり、鷹巣盆地ではラハールの堆

積面形成期には小猿部川は下刻作用はおこなわなかったために、火砕流台地が段丘崖を境として二段

に区分されることはなかったと考えられる。米代)11流域左岸に発達する石巻岱面もTkpflに覆われ埋

没し、石巻岱付近で高市火砕流台地と明瞭な地形境界がみられなくなったと考えられる。したがって、

石巻岱面は埋没段正の可能性を考えざるを得ないのである。また、このことは、大野尻付近の石巻岱

面と米代川右岸の今泉に発達するTkpflの初生的堆積物の堆積面の高度が45mとほぼ同高度であるこ

とからも裏づけられる。

v.おわりに

縄文時代後期の伊勢堂岱遺跡の立地する地形(石巻岱面)と高市火砕流台地との関係を論じたが、

地形学的に大きな問題が残された。それは、 Tkpflが流下した時、大野台N面以上の段丘函は原地形

を保存していたが、石巻岱面以下の段丘聞はTkpflによって埋没してしまったものと考えられる。し

たがって、石巻岱面は埋没段丘面ということになるが、この問題に関しては調査を継続して明らかに

していきたいと考えている。

なお、伊勢堂岱遺跡が立地していた当時、毛馬内火砕流台地はまだ形成されておらず、縄文人は鷹

巣盆地の中心のKmpflに理没される以前の地形景観を眺めながら生活をしていたのであろう。

注釈

*1 内藤(1966)によれば、岩瀬面(高市火砕流の二次堆積物の堆積面)、高市火砕流の初生的堆積物の堆積面を
合川面としている。

*? 高市火砕流堆積物中の炭化木の14C年代は、 25，700土 900y. B. P. (GaK -549) という値が得られている。ま

た、高市火砕流の下位の草炭の 14C年代は、 28，300土 1，500y. B. P. (GaK -551)という値が得られている(一
色ほか， 1965)。

吋 風化火山灰:風化火山灰質細粒土は、特定火山の噴火活動とは寵接的に関連しない物質を主体とする可能性
がきわめて高いと指摘している(大月， 1998) 0 

*4 最近、町田・新井(1992) は、 Toyaの降下年代を 10 万~ 12万年前と訂正している。

*5 内藤(1966)によれば、毛馬内面(毛馬内火砕流の二次堆積物の堆積面)、毛馬内火砕流の初生的堆積物の堆
積面を川口面としている。

*6 小ヶ田石質火山灰層、高市軽石質火山灰層、鳥越軽石質火山灰層、毛馬内軽石質火山灰層は筆者のOgl、Tkp
fl、Trpfl、Kmpflに相当する口

*7 内藤(1966)は、石巻岱の露頭で、OglとTkpflの間に泥炭層を確認している。
叫藤本幸雄氏の談

判 町田・白尾(1998)は、これに類似したラハールを 1991年のフィリピン・ピナツボ火山の噴火後の際に確認
している。

文献
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内藤博夫 「秋田県能代平野の段丘地形Jr第由紀研究 第 16巻j57 -70 1977 (昭和 52)

日本海中部地震(1983年)秋田大学地質調査班 「秋田臨海平野の形成史Jr地質学論集 第 27号j213 -235 

1986 (昭和 61)年

HAYAKAWA， Y.，‘Pyroclastic Geology of Towada Volcano' “Bulletin of the Earthquake Reserch Institute 

University of Tokyo vol. 60" 507 -592 1985 

早川由紀夫・小山真人 「日本海をはさんで 10世紀に相次いで起こった二つの大噴火の月日ー十和田湖と白頭山

-J r火山第43巻j403 407 1998 (平成 10)年

平山次郎・角 清愛 r5万分の l地質問国「鷹巣J及び説明書J 地質調査所 61 p 1963 (昭和 38)年

平山次郎・市川賢一 11000年前のシラス洪水一発掘された十和田湖伝説-Jr地質ニュース 第 140号J10-

28 1966 (昭和 41)年

藤原健蔵 「米代J11流域の河岸段丘と十和田火山噴出物との関係Jr東北地理 第 12巻j33 -40 1960 (昭和

35) 
町田 洋・新井房夫・森脇広 「日本海を渡ってきたテフラJr科学 第 51巻j562 -569 1981 (昭和田)年

町田 洋・新井房夫-宮内崇裕・奥村晃司 「北日本を広くおおう洞爺火山灰Jr第四紀研究 第26巻j129-

146 1987 (昭和 62)年

町田 洋・新井房夫 『火山灰アトラス[日本列島とその周辺Jj276 p 東京大学出版会 1992 (平成 4)年

町田 洋-白尾元理 「十和田カルデラと八甲田カルデラーマグマ水蒸気噴火の産物町田 洋-白尾元理

f写真でみる火山の自然史j73 -86 東京大学出版会 1998 (平成 10)

横山勝三 「シラス地域の河成段丘と二次シラス腫(要旨)Jr火山 第2集 第 29巻j150 151 1984 a (昭和

59)年

横山勝三 「シラス地域の河成段丘(予報) (要旨)Jr地形 第 5巻j354 1984 b (昭和 59)年

横山勝三 「大規模火砕流堆積物の地形ーその特性と問題点-J r地形 第6巻J131 -152 1985 (昭和 60)

年

日-



第 2章遺跡の立地と環境

8図 伊勢堂岱遺跡と腐辺遺跡位置図 大館能代空港
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伊勢堂岱遺跡が所在する鷹巣町には、縄文時代から近世にかけての遺跡が多数確認されており、米

代川とこれに合流する諸河J11 などによって形成された河岸段丘や、丘陵地に多く分布している。これ

らの遺跡は昭和 51(1976)年に発行した f秋田県遺跡地問jと、昭和 56(1981)年発行の『秋田県

の中世城館j、平成 3(1991)年発行の『秋田県遺跡地図(県北版)jに収載された外、後に新たに発

された遺跡もある。

平成 4年度に大館能代空港及びアクセス道路建設予定地を中心に、鷹巣町・森吉町・合川町区域の

大野台地域約 5，300ヘクタールを対象に、県教委および大館市・能代市・鷹巣町・森吉町・二ツ井

町・合川町の教育委員会が合同で遺跡詳細分布調査を実施した。この調査では、まず踏査により遺跡

所在の有無の確認を行い、その後、地権者の用意が得られた笛所において試掘調査を実施した。

調査の結果、調査対象毘域内において新たに 15遺跡が所在することを確認した(その後2遺跡が

確認され、合計 17遺跡となった)。

第 8図には従来確認されていた周知の遺跡の外に、この調査で確認された遺跡も書き入れ、また各

一覧表には遺跡の内容についての調査担当者による記載を転載した。なお、この区域では、 1976年発

行の『秋田県遺跡地図j(以下、旧分布図と記す)と、 1991年発行の『秋田県遺跡地図(県北版)j 

(問、新分布図)の記載に相違があることを認めざるを得ない。今回はそれら記載内容の正誤の検証

を十分できなかったため、新分布図には収載されていないが!日分布図に収載されていた遺跡も図上に

示し、表中にその旨を記した。本来遺跡分布図は埋蔵文化財保護のための基本台帳とも言うべきもの

であり、その記載に誤り等があってはならず、早急な是正を要するものである。今後その分布調査の

精度を高めながら、正確・最新の埋蔵文化財情報として提供していく必要があることは言うまでもな

し'0

当該区域における縄文時代の遺跡は、本遺跡の東約 4kmに藤株遺跡(11-20)がある。昭和 56年に国

道 105号バイパス建設に伴い発掘調査が行われ、主に縄文時代晩期の竪穴住居跡や土壌墓・火葬墓な

どを検出した。

続縄文・弥生時代の土器片の発見はあるが、続縄文・弥生時代から古墳時代にかけての遺跡は確認

されていない。

奈良・平安時代になると本遺跡の外、平成 8年に発掘調査が行われた法泉坊沢H遺跡 (6) (本遺跡

から東約 2.3km)、胡桃館遺跡(11-13)(本遺跡、から北約 3.7km)がある。胡桃館遺跡は昭和 41年から

3ヶ年にわたって県教育委員会が発掘調査を実施し、板校倉造建物跡など4棟と掘立柱列(柵)等を

検出した。これらの建物跡は 1.000年前のシラス洪水により樫没し、そのシラス層中に当時の構造を

残したままの状態で検出されたことから、建築学的にも貴重な遺跡として注目された。また小ヶ田(11

-32)でも、 1817(文化 14)年にシラスに埋もれた建物を検出したとの伝承記録がある。本遺跡の東約

3.2 kmに位置する脇神館跡 (G) は本遺跡と同様、空港アクセス道路建設のため平成 8年度に調査

が行われた古代末~中世の遺跡である。

鷹巣町内では、これまで須恵器や土師器の出土した遺跡が大畑神社遺跡・上台遺跡・深関太平山遺

跡(11-9)・j果関沢遺跡(11-10)・田中遺跡(11-14)・根木屋敷岱 I遺跡(11-23)の7ヶ所が確認されてい
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たが、本格的な発掲調査が実施されず不明な点も多かった。先の詳細分布調査では、法泉坊沢 I遺跡

(7)、からむし岱田遺跡 (4)、からむし岱N遺跡 (16)、からむし岱V遺跡 (4) など脇神地区での古

代の遺跡が多く見つかった。

平成 8年度に実施した法泉坊沢E遺跡の調査では鍛冶炉を検出している。地元では同遺跡の西側の

大きな沢を「金掘り沢(かねほりさわJと呼んでおり、かね口鉄とすれば原料鉄の採掘場所で、ある可

能性もあり、 について注目すべき遺跡である。

中世になると、米代川右岸には二本杉館・綴子館 (A)・坊沢高館 (B)・務沢館 (C)・大畑下館

(E)・前山館 (L)が、左岸には館平館 (D)・小勝田館 (F)・小森館(日)・横淵館(I )・妹尾

館(K)・岩脇館(J )・明利又館・棟岱道上館(1)が構築されている。

f秋田県遺跡地図(県北版)j (新分布図)収載の周知の遺跡

番号 遺跡名 所 在 地 時代 備 ラ'答ヨ

11-9 深関太平山 鷹巣町坊j尺字深関沢 122 4 平安

11-10 j果関沢 鷹巣町坊沢字深関沢 25-55 平安

11-11 鰐口 鷹巣町鰐口岱 16 5 続縄文

11-12 相善 鷹巣町坊沢字相善11t33-2 縄文

11-13 胡桃館 鷹巣町ー字胡桃館 79 平安
県教委による 3次の発掘調査で建物跡など検

出。学校用地

11-14 田中 鷹巣町字坊沢田中 47 平安

11-15 ~j勺山￡イiキiJ1 鷹巣町摩当碇岱 256 縄文

11…16 岩坂 鷹巣町摩当字岩坂 102 縄文

11-17 石の巻岱 1 鷹巣町脇神宇石の巻岱 60 縄文晩期 別称陣場岱遺物包含地公園

11-18 石の巻岱E 鷹巣町脇神字石の巻岱 65 縄文後期 別称陣場岱遺物包含地公園

11-19 す間j;j古3木代IJ1 鷹巣町脇神宇高森岱 16 縄文前~ 遺物包含地大型遮光器土偶が出土している。

日免期 水田

縄文集落。学史上も著名な遺跡。バイパス建

11…20 藤株 鷹巣町脇神字藤株塚の岱 43 4 
縄文前・後 設に伴う発掘調査が行われているほか、町教

~晩期 委の範囲確認調査も行われている。道路・畑

-オt田
11"':21 タモノ木 鷹巣町小森字タモノ木 17 縄文

11-22 小森 鷹巣町小森字小森 88-1 縄文

11-23 根木屋敷岱 I 鷹巣町七日市根木屋敷岱 20 平安

11-24 根木屋敷f並立 鷹巣町七日市宇根木屋敷岱 61 縄文

11-25 山の上 鷹巣町七日市宇山の上 57 縄文

11-26 屈の内 鷹巣町七日市字国の内 80 縄文 環状列お

11-27 石倉岱 鷹巣町七日市宇石倉岱 3-1 縄文

11-28 伊勢堂岱 鷹巣町七日市字伊勢堂岱 8-4 縄文 本報告の伊勢堂岱遺跡とは別遺跡

11-29 野尻 鷹巣町七日市宇野尻 8 2 縄文

11-30 からむし岱 I 鷹巣町脇神字からむし岱 21 続縄文 遺物包含地。水田

11-31 からむし岱立 鷹巣町脇神字からむし岱 93 続縄文 遺物包含地牧草地

11-32 小ヶ国 鷹巣町脇神字小ヶ田伊勢主主岱 8-4 縄文後期
!日分布図では別地点を表不。遺物包含地林・

水田

縄文中・
分布調査によって、広大な広がりを確認。米

11-33 観音堂岱 鷹巣町坊沢字観音堂岱 6-23 
後期

代川の河岸段丘上に立地する広大な縄文集落。

山林・畑地

11-34 堀切石 鷹巣町大野尻堀切ま16 縄文中期 遺物包含地。墓地

『秋田県の中世城館J収載の城館

番号 遺跡名 所 主E 地 時代 {蒋 考

A 報子館 鷹巣町綴子 中世
空堀 2条。連郭式館跡。館主についての伝承

あり。山林

B 坊j尺品館 鷹巣!可坊j尺字両館 中世
空塘 2条。連郭式館跡。館主についての伝承

あり。製鉄関連の施設があるか。iJj林

C 務沢長官 鷹巣町黒沢字務沢館 中世 平土日田 3段

- 16 



第 2節歴史的環境

番号 遺跡名 所 在 地 時代 {龍 考

D 館平館 鷹巣町栄字館 中世 単郭式館跡。館主につい Lの伝承あり o iJ引

E 大畑下館 鷹巣町綴子字下館ケ沢 中世 単郭式館跡

館跡。別称館野館。河岸段丘上の一面に位置

F 小勝田館 鷹巣町脇神字館野 中世
し、台地上を空堀で区画し、東側に幅広の腰

郭を有す。館主についての伝承あり。iJ-l林・

畑地

G 脇神館 鷹巣町脇神字タタラノ沢 31外 古代・中日士
連郭式館跡。館主につい ιの伝承あり。平成

8年度に県教委が発掘調査を実施。 111林

H 小森館 鷹巣町小森字小森 中世

I 横淵館 鷹巣町七日市宇古館 中世 連郭式館跡。館主につい ιの伝承あり。山林

岩脇館 鷹巣町七日市字岩脇坂の上 中世 連郭式館跡。館主についての{云承あり。山林

K 妹尾館 鷹巣町七日市字長根沢 中世 平盟問 3段。館主についての伝承あり。山林

L 前山館 鷹巣町前山字萩の岱 中世 連郭式館跡。館主につい Lの伝承あり。山林

遺跡詳細分布調査で新発見の遺跡

番号 遺跡名 戸庁 在 I也 時代 {龍 考

1 塊岱道上館 鷹巣!l可 I千lil士
館跡。台地上を!幅約 5~6mの空堀で区画。
山林・畑地

本報告に係る伊勢堂岱遺跡。米代JII支流にの

2 伊勢堂岱 鷹巣町脇神字伊勢堂岱 5-1外
縄文後期・ ぞむ舌上台地突端に立地。平成 7・8年度に県

古代 教委が発掘調査を実施。環状列石等の発見に

より保存決定。山林

3 川口 鷹巣町 縄文後期
旧分布図には川口 II(12)との聞が続縄文の遺

物包含地とされている。原野・畑

4 からむし岱E 鷹巣町脇神字からむし岱 古代
台地東端の広大な範囲を占める。古代の比較

的大規模な集落。山林・原野

5 からむし岱N 鷹巣町脇神字からむし岱 古代
集落跡。平成 8年度に県教委が工事立ち会い

で土坑と土器片を確認。山林

小猿部川に回した舌上台地に立地し、鉄i宰が

6 法泉坊沢H 薦巣町脇神字法泉坊沢49外 古代 多量に出土しており、製鉄鍛冶等の生産遺跡

の可能性がある。 111林
法泉坊沢日と沢を隔し L同一台地上に立地。

7 法泉坊沢 I 鷹巣町脇神字法泉坊沢 古代 平安時代の集落跡。試摺により竪穴遺構検出。

山林原野

8 湯車 I 鷹巣町 続縄文
!日分布図では湯車。 遺物包含地。分布調査時

に場所の特定で、きず。畑地

9 五右エ門屋敷下 鷹巣町 縄文中期
湯車JIIに回する河岸段丘上に立地する。縄文

時代の小集落。山林原野

10 大野台下 鷹巣町 縄文 遺物包含地。 山林

11 羽立岱 鷹巣町 縄文中期
舌状台地縁辺部に立地。縄文集落。畑地・原

野

台地縁辺部に立地。過去の耕作や整地の際に

12 JII口E 鷹巣町 縄文 土器が多く出土。試掘調査で石血断片出土。

山林・原野

13 中谷地 鷹巣町
縄文後

i毒物包含地。畑地
晩期

14 上ノ山 鷹巣町
縄文中・ 阿仁川に張り出した台地先端部に立地。遺物

後期 包含地。雑木林

15 林岱 鷹巣町 縄文後期
大谷地遺跡と同一台地上にあり、小沢を挟ん

で隣接する。遺物包含地。山林

16 からむし岱V 鷹巣町
縄文後期・

からむし岱阻と沢を悶仁た一連の台地上に立

古代
地。縄文・古代の集落跡。試掘により古代の

竪穴住居跡を検出。山林・原野

17 大谷地 鷹巣軒 縄文中期
縄文集落。遺跡の西側は宅地化されている。

山林

同大田県遺跡地図j(18分布図)に登載されていたが、『秋閉県遺跡地図(県北版)jに収載されなかっ

た周知の遺跡

番号 遺跡名 所 在 地 時代 {蒲 考

18 湯車E 鷹巣!可 縄文後期
旧分布図の地点。 遺物包含地。分布調査で場

所の特定できず。畑地

19 高森岱豆 鷹巣町 縄文
旧分布団の地点。平成 8年度に町教委で分布

調査実施。水田

20 大沢岱A 森古町 縄文後期 遺物包含地。 畑地

21 大沢岱B 森吉町 縄文後期 遺物包含地。畑地
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第2章遺跡の立地と環境

註

l 地図および一覧に付した番号のうち、 11-28などのような番号は、『秋田県遺跡地図(県北版)Jに収載されて

いる遺跡の市町村登録番号である。 11は鷹巣町を示す口

2 A~Lは、『秋田県の中世城館J には収載されているが、『秋田県遺跡地図(県北版)J に未掲載のため、遺跡

の登録番号がない。このため、中世城跡は使宜的にアルファベットで記載した。

3 1 ~ 17は、大館能代空港建設事業関連遺跡詳細分布調査で新たに発見された遺跡である。未公表だ、ったため、

便宜的に同調査の遺跡番号をそのまま収載した口

4 r秋田県遺跡地図』には登載されていたが、『秋田県遺跡地図(県北版)Jに収載されなかった遺跡には市町村

登録番号がない。そのため、 18から 24までの仮番号で表示した。

5 r秋田県遺跡地図(県北版)J収載の [11-28 伊勢堂岱遺跡(鷹巣町七日市)]と、遺跡詳細分布調査で新た

に発見した [2 伊勢堂岱遺跡(鷹巣町脇神)]が問名の「伊勢堂岱遺跡jであるが、本報告の記載対象となっ

ているのは、平成 7・8年度に発掘調査を実施し、平成 8年 11月に保存決定された [2 伊勢堂岱遺跡(鷹巣

町脇神)]である。同一行政区域内に 2つの「伊勢堂岱遺跡Jが存在し、環状列石の保存問題が起きた際に混

乱を招くとして「脇神伊勢堂岱遺跡jと字名を付して報道されたこともあったが、どちらも「伊勢堂岱遺跡j

として現在に至っている。遺跡発見に伴う事務手続きの暇庇によると思われる。

引用・参考文献

平山次郎・市川賢一 11000年前のシラス洪水Jr地質ニュースJ140 1966 (昭和 41)年

秋田県教育委員会『胡桃館埋没建物発掘調査概報j 秋田県文化財調査報告書第 14集 1968 (昭和 43)年

秋田県教育委員会 f秋田県遺跡地図J 1976 (昭和 51)年

秋田県教育委員会『秋田県の中世城館j 秋田県文化財調査報告書第 85集 1981 (昭和 56)

秋田県『土地分類基本調査鷹巣J1985 (昭和 61)年

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地函(県北版)J 1991 (平成 3)年

秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書j 秋田県文化財調査報告書第 270集 1997 (平成 9)年

秋田県教育委員会f法泉坊沢E遺跡一地方特定道路整備工事鷹巣町湯車工区に係る埋蔵文化財発掘調査報告書-J
秋田県文化財調査報告書第 278集 1998 (平成 10)年

鷹巣町教育委員会 f藤株遺跡 発掘調査報告書J 1990 (平成 2)年

※(本書は発掘調査報告書という書名になっているが、詳細分布調査の報告書である。)

鷹巣町史編さん委員会『鷹巣町史』第一巻 1992 (平成 4)年

秋田県教育委員会f脇神館跡一県道木戸石鷹巣線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 1-J 秋田県文化財

調査報告書第 284集 1999 (平成 11)
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第3章発掘調査の概要

第 1節調査の概観(第 9図・付図 1---3) 

調査区は大きな段丘の先端部を横断しており、 2つの沢により開析された、 3つの小舌状部により

構成される。これら小舌状部を便宜上、東側調査区・中央調査区・西側調査区と呼称する。

本遺跡は 2ヶ年にわたり調査を実施した。 1年目は西側調査区、 2年目は東側調査区・中央調査区

および西側調査区の継続調査部分(環状列石A周辺部)の調査を実施した。

東側調査区は上部の平坦面から縄文時代後期前葉の土壌墓・貯蔵穴などの遺構および近現代と思わ

れる炭窯を、また斜面上部より時期不明の環壕を検出した。平坦部の地山直上では縄文時代早期の土

器片も出土した。付近では 1グリッド (4x 4 m)から複数個のトランシェ様石器を出土する地点も

あり、調査区に隣接する林内に、縄文時代早期の遺構が存在する可能性もある。調査区の斜面東側は

湯車)11によって侵食された段丘崖、斜面西側は戦時中の亜炭採掘坑により大きく掘り崩された様相を

呈している。

中央調査区のほとんどは急な斜面部にかかっているが、斜面の屑部に縄文時代中期末~後期前葉と

思われる配石(墓)・配石遺構・陥し穴状土坑等を検出した。

西側調査区では、 l年目の調査で縄文時代後期前葉の環状列石 1基(環状列石A) を確認していた

が、細部の調査は 2年目に持ち越していた。また環状列石Aの北辺の一部が調査区外にかかるため、

2年目にはその部分を拡張し、全容把握にも努めた。この環状列石Aは構築にあたって配石列の内側

を削平しており、その削土が列石の外側に捨てられていることを確認していた。この際、後にボーリ

ング調査で確認した環状列石Cと向心円状外側を巡る掘立柱建物跡群の柱穴を埋めており、環状列石

C→環状列石Aという新旧関係もあわせて確認した。

1年目の調査では、環状列石Aの西側に 15m程の弧状を呈する配石遺構(環状列石B)も1基検出

していた。この配石列の延長線上では後世の撹乱・抜き取り痕跡等は確認できなかったため、当初か

ら弧状を呈していたものと考えられる。この列石Bの同心円状外側の掘立柱建物跡群の柱穴も一部が

地山ローム様の土によって埋没しており、環状列石B→環状列石Aという新旧関係も想定し得る可能

性がある。また環状列石Aにおいても周囲を巡る建物跡群を検出しており、環状列石と建物群の環状

空間構成の推移について興味深い事実(環状の空間把援・遺構配置→円環の配石列・環状列石)を提

示している。

第2節調査と整理の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区の設定方法は、調査区内の任意の I点(国家座標X系:

X 22300.000， Y -41000.000)を選定し、これを原点 (MA50) とした。この原点から座標北

方向に基準線を設定し、この基準線に直交する 4mX4mのグリッドを設定した。また数ヶ所の杭を

水準測量して水準原点とした。グリッド杭には東から商に向かつて東西方向を示す… LS.LT.M
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第 3章発掘調査の概要

A.MB.MC…というアルファベットと、南から北に向かつて南北方向を示す… 48・49・50・

5 1・52…の 2桁の数字を組み合わせた記号を記入し、 4mX4mの方眼杭の南東端をグリッドの名

称とした。

遺構は確認した}II買に番号を割り当て、精査の結果、遺構でないと判断された場合はその番号を欠番

扱いとした。遺構プランは埋土堆積状態観察・実測用ベルトを設定して掘り下げ、土層断面の分層時

に野帳に堆積状態をスケッチして土色・土性等を記入した。

柱穴様の小ピットの多くについては、他の遺構とは別にピット番号を付し、精査の結果遺構ではな

いと判断した場合にはその番号を欠番扱いとした。小ピットはプラン確認面での土色と土性等を柱穴

台帳に記載し、半裁あるいは全掘した。小径の遺構・柱穴と小ビットについては、整理作業を進めな

がら一括して再検討した。

遺物は、グリッド・出土層位・出土年月日を記入したラベルとともに取り上げた。沢などに集中出

土した遺物は平面図に記載あるいは座標の測定を行った。遺物の記載は、遺物集中部分ではメジャー

および自動レベルを使用して入手で行い、部分的にはトータルステーションによる光波測距によった。

調査の記録は平面図・断面図および写真によった。平面図・断面図は縮尺 1/20を原則としたが、

微細な遺構図面を必要とする際には 1/10で記録した。環状列石部分等、広範囲を測図する場合に

は空中写真による測量図化で対応した。

写真撮影は35mmおよびブローニー判 (60X45mm)のモノクロおよびリバーサルフィルムを使用した。

室内における整理では、遺構は現場図面を検討して第 2原図を作成し、 トレースして挿図を作成し

た。遺物は洗浄・註記の後に接合および実測図の作成、写真撮影を行った。

第 3節発掘調査の経過

現地での発掘調査は、平成 7 年 5 月 10 日~ 11 月 29 日、および平成 8 年 4 月 10 日~ 12月 12日ま

で実施した。

平成 7年の 6月には、環状列石AおよびB (弧状列石)の存在が確認されたが、同年度中に示され

た調査方針は環状列石の「移設Jであった。そのため環状列石Bについては、精査の後、礁を取り上

げて調査が進められた。平成 8年度の調査は環状列石Aの「移設Jを既定方針として調査が再開され

たが、調査の進捗にあわせ、環状列石のみならず周辺遺構群との関連・祭杷の変遷等についての積極

的な事実が相次いで見つかり、平成 8年 11月 18日に秋田県当局が本遺跡の現地保存を決定した。発

掘調査現場では同日から遺構の埋め戻し保護に係る作業を開始した。そのため東側調査区西半部・中

央調査区南辺部(斜面肩部)・西側調査区中央部(環状列石A周辺部)については、調査未了のまま

埋め戻している(第 9図)。

平成 7年度の経過
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第3節発掘調査の経過

平成 7 年 作 業 状 況 特 言5 事 I頁

4 :ì~ 範確時の排土除去および粗掘 23)武藤復活

6月1i昆
粗掘・基本層位確認 29)北秋田土木事務所，町教委・文化財審議委員来跡 2) 

富樫所長視察

2 :ì~ 粗掘・基本層位確認 6)町教委来跡

3週
組石および小磯群検出 12)文化課熊谷氏来跡(取付道路分 117ぱ追加の件)， 14)

佐藤・須田来跡

列おBのほとんどと列石Aの 4割を確認し，
19)五十嵐池内へ出向，本田と父替， 23)富樫所長，図皐院

4遇
列石Aについて環状になる可能性を指摘

大皐小林達雄教授・助手・留学生を伴ない視察，引き続き池

内遺跡を訪れ「環状列石 2つあったJと五十嵐に説明

列芯Bが単独の弧状列石であることを確認し，
30)町教委来跡

5週 列石Aの6割および SQ 10 (径 4mの環状

配お遺構)の半分を確認、

7月2週 包含層掘り下げ

3週 列石Aに小牧野型組石があることを確認
10)品橋忠・藤津・干Ij部・伊藤来跡武藤も合流して大館整

理室へ， 11)磯村来跡， 14)藤肥来跡

4逓
手1)石Aが環状に巡ることを確認し，外側にも

18)桜田補佐・小林来跡， 19)県土木部来跡
うー列巡る可能性を指摘

週報に別添した文書で，①環状列石の保存，
24l)嶋五田補十佐嵐復・熊帰谷，氏25来)跡県文し書「移広設報の課方に向写で真考提え供て‘ 26) 文化

②今後の工程の見宜し，を要望 課 いるjと話

5週 す， 27)大館市教委板橋氏来跡， 28)庄内補佐視察し現況

を把握，29)青森市教委遠藤氏ほか来跡，富樫所長も同席， I 
魁取材

8月1週 遺構精査・包含層掘り下げ
η31)科長会議で移設方針決定?， 2)文化課熊谷氏に現場

図面を送付

2週 大雨で現場への進入路決壊

3週 遺構精査・包含層掘り下げ
16)青森市教委より平田図使用につい Lの要請(センタ

へ連絡)， 17)空港対策室一行来跡

4週 遺構精査・包含麿掘り下げ 22)ヘリ取材? (連絡なし)， 24)鹿角市教委秋冗氏来跡

9月1週 遺構精査・包含層掘り下げ，沢プラン確認

2 j毘 遺構精査・包含層掘り下げ，沢プラン確認
8)土木部・空港道路諜現況視察

3週 遺構精査・包含層掘り下げ，沢プラン確認
12)空港建設事務所一行来跡

4:i毘 遺構精査・包含層掘り下げ，沢プラン確認
18) 中国研修生張建全氏来跡，調査参加(~ 9/21) 

遺構精査・包含層掘り下げ，沢A精査開始。 26)不審な見学者，無断で写真撮影， 27)庄内補佐と今後

5週
週報に「環状列石の移築については文化課と の工程について協議

具体的な検討が必要であるjと明記(10月

3週まで継続)

10月l週 遺構精査・包含層掘り下げ，沢A精査

2週 遺構精査・包含層掘り下げ，沢A精査終了

3遇 遺構精査・包含層掘り下げ，沢B精査
16) 中国研修生張建全氏再び来跡，調査参加(~ 10/20)， 20) 

富樫所長来跡

24)文化課熊谷氏との電話で「列石の移設については検討中J
4:I毘 遺構精査・包含層掘り下げ，沢B精査 との回答を得る，写真送付の依頼，26)佐藤・松井来跡， 27) 

町教委来跡， 28)現地説明会開催

11月1週 遺構精査・包含層掘り下げ，沢B精査

2週
遺構精査・包含層掘り下げ，沢B精査，列石

B取り上げ開始

3週
遺構精査・包含層掘り下げ，沢B精査，列石

日取り上げ

4週
遺構精査・包含層掘り下げ，沢B精査，列石

B取り上げ，列石Aの越冬準備

遺構精査・包含層掘り下げ，沢B精査，列石 29)現場撤収

5週
B取り上げ完了，列石Aの越冬準備，週報中

で 30基前後の遺構について調査不能になる

ことを指摘

12月22日 環状列石移設に関して職員懇談

27日 まとめた資料を武藤が文化課熊谷氏に手渡す

平成 8 年

1月
文化課，移設に関して原因者側との協議?， 9)魁「環状列石

富お樫引越泰時しJ所，長27・)武秋藤北祐浩「環学状芸列主石事の1移文設化検課討へj異動
3月
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第3章発掘調査の概要

平成 8年度の経過

平成 8 年 作 業 状 i冗 特 百日 事 I真

4月1週
2 )現場立ち会い，文化課武藤氏来ず，原因者との話の内

容を報告する

2 :Ì~ 
器材整理，除雪作業 8 )プレハブ用地を取り付け道路敷に変更了解得る，州、林

現場へ，除雪作業開始， 11)五十嵐トラックで現場へ合流

3~ 
器材整理，除雪作業， 96東区(現東匿)粗 17)庄内補佐・柴田科長・黒j畢来跡，文化課武藤氏来跡， 18) 

掘 調査器材到着

4週
96東区遺構精査・包含層掘り下げ・粗掘， 95 26) 五十嵐，結婚休暇その他(~ 5/10) 

区(現西区)包含層掘り下げ

5月l週 95区包含層掘り下げ，空損準備

2逓
95区包含層掘り下げ，空撮準備，列石A図l四

チェック

96東区遺構精査・包含層捕り下げ， 95区遺構
13)大館整理室一行来跡黒津来跡 14) フジコンヘリ空撮

3 :Ì~ 
精査・包含層掘り下げ・列石A図面チェック

4j盟 拘下束げ底・遺列構石精A査図， 95区遺構精査・包含層掘
り 面チェック

5週
96東区遺構精査， 95区遺構精査・包含層掘

り下げ

6月2週
96東IZ遺構精査， 95区遺構精査・包含層掘

り下げ

3週
96東区遺構精査， 95区遺構精査・包含層掘

り下げ

4週
96東区遺構精査， 95区遺構精査・包含層掘

り下げ・拡張区立木伐採

5週
関東区遺構精査， 95区遺構精査・包含層掘 26)藤原哲・佐藤・須田来跡，ホ クスアカデミ 来跡，石

り下げ・拡張区粗掘 井北秋田土木事務所長来跡

7月1:I島
95区遺構精査・柱穴群精査・拡張IZ包含!冨掘 3 )湯車JlI増水のため現場への進入路決壊

り下げ

2 :Ì~ 
96西区(現中央区)粗掘， 95区遺構精査・柱

穴群精査・拡張区掘り下げ

3週
96東区粗掘， 96西区粗掘， 951Z遺構精査・ 18)町議一行来跡， 20) フジコンヘリ空撮

柱穴群精査・拡張区遺構精査

4週
96東区粗掘， 96西区粗掘， 95区遺構精査・ 22)東区・中央尽間の沢，重機で深摺り， 24)シン・近畿ウ

柱穴群精査・拡張区遺構精査 レタン来跡

8月1週 96西区粗掘， 95区遺構精査・柱穴群精査

2週
96西区粗掘， 95区遺構精査・柱穴群精査 7 )青森埋文鈴木氏来跡，五城目両校栗山氏来跡， 8)横浜

市石井氏ほか来跡， 9)秋田東高校熊谷氏ほか来跡

3週 95区遺構精査・柱穴群精査 16)庄内補佐視察，青森大学村越潔教授ほか来跡

4週 96西尽粗掘， 95区遺構精査・柱穴群精査

96西区遺構精査， 95区遺構精査・柱穴群精
30)問田谷地作業員見学団来跡

5週
査，地形図から地形改変の痕跡を示唆

9月1週
96東区遺構精査， 96西区遺構精査， 95区遺

構精査・柱穴群精査

査96，西建区物地群形が測事量IJ石， 95区遺構精査・柱穴群精 9 )大館能代空港建設事務所総務課長長谷川氏ほか来跡， 11)

Aとは反対に南側を向いて 鷹巣土建，東区東側の掘削工事開始， 12)楼回補佐，国立

2週 巡ることを確認 歴史民俗博物館辻誠一郎助教授と来跡，魁取材(建物跡の

分布，地形改変から予想、される別の環状列石の可能性)， 13)

魁「環状列石まだあるJ，函館市佐藤氏来跡

構96精東査区遺・柱構穴精群査精， 96西区地形測量， 95区遺 17)文化課渡部補佐・石井氏来跡地権者代表中島修一氏よ

査，列石Bを巡る建物群を り地権者 地教委を含めた協力の申し出， 18)棲田補佐・高

3 :IlN 確認 橋忠視察， 19) 町教委佐藤係長来跡，応用地震に問い合わ

せ， 20)楼回補佐，国立歴史民俗博物館西本豊弘助教授と

来跡，

4 :I昼
96東区遺構精査， 95区遺構精査・柱穴群精 10月2週までは西区南側の柱穴群の調査を継続できるよう

査 土木部から確認を取る

10月1逓
951:3:遺構精査・柱穴群精査 29)航空:与真横影， 1)庄内補佐合流(列芯Aの平 .1折回国

の修正に専従)

2:IlN 95区遺構精査・柱穴群精査 7 )北海道大学林謙作教授来跡 12)現地説明会開催

95区遺構精査・柱穴群精査・列石Cボ リン 14)北秋田土木事務所・一行来跡 15) 文化庁岡村道雄主任

3週
グ探査 文化財調査官視察， 15・16)朝日本社ほか取材，共立女子大

小杉康講師来跡， 16)本庁一行来跡，…戸町高田氏来跡， 17) 

朝日空撮，土木部長一行来跡， 18)橋本教育長一行視察

95 区遺構精査・柱穴群精査・列石C~WJ量，沢
23) 渋池県岩谷田北副岡氏秋知来田事跡地一方，行2部来5)長跡磯，村一行空朝来港次跡建郎設氏事務所 行来跡， 24) Bよりヒョウタン形土器出土 跡 l協ブミ百社i
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平成 8年

5 j/Bl 

11月2j姐

3 j坦

1I j/Bl 

5 j)!iJ 

12}J 1 i担

2 j/Bl 

平成 9年

3月

第3節 発掘調脊の経過

イ乍 業 状 i兄 特 ~c 事 I頁

95区遺構精査柱穴群精1-t~ .ゲIjuCiP'lj足 28)凶県l'ie大手小林達雄教授来跡，町教委 fj米湖、，29) 
鷹巣町商工会一行来跡，北秋印←し木事務所11;1'代所長会米
跡，30) ABS中継 (スームイン明人 30-1) NHK取材.31) 
企阿flll)~査部長一 行来跡

951三ii'i構精食 柱穴君材育1!f.ク1)干iCil!l)ぷ 6 )架+f次美リ11i義来跡，簾内出納長 n一米跡 ~Fh辰也治氏 ー
福1ft!告書:r;r; -1-[来制卜，7)建設符一行来日品、， 8)山形州文一

行来初:

951メ遺俄精脊 柱穴昨精査 10) ，iurr，九日1氏米閥、， 1 2) 秋出 l~~，，[ド#佐々 木喜久治氏

fii見察.13)県文化財議議委員一行来跡、協和町教委来跡，15)
*京都温!文114沢氏来跡、， 磯村i:l月次郎氏秋出大~;，・力日納 I専~誉
教授と来湖、1i減Ij高校栗山知ナ氏現地指2浮

96東区法tt背中古査， 951元_ì1'Hf~*rJ 告1 ・ 柱穴群情-iI"， IR)県当局に よる遺跡現地保存決定，19)鹿[rrrb長来跡， 20) 
治構担I!め反し目保:i!f 県 [J、j芥土木事務所ー行来E昔、 ， 大目的Ëft'')è iを期成|日l盟会~ r) 米

跡 201大館市長来日司、 (期成同盟会人 21) y-稲出入学院生

加納氏来跡.221県議一行l教ff公安 ・建設委員1米問、守23・24)
遺跡公開I_.， 1.0α)名を超える来財:者

96東区遺構精奇.95区j剖制ffj左 往穴砕情 251上手1m回大子 OB.行 {雨情能二郎助教綬 ・中村 ・舘 ・渡

~L J章構埋め戻 L.保護 辺氏 米跡 群馬照文山[[ 出村氏来跡町25.26)大和l久震

ギ氏米朗、.~6 右手珂文一f=rI金チ ー小山内氏)来湖、，大[IJ[

布教会--(1米跡 2il鷹巣町役場管理職会米跡，29)太ITI
中乍校 j、 ~J 巡ロ)~来跡

96京区 ・同区・95区j室情精査 ー遺構.lf!!めr/:I_. 

-保護，現場j散以

96東[)(.西R・95K遺構埋め戻L 保護現 91秋田大学力II納博名誉教綬 ・新屋両校藤本幸雄氏来跡、し，

場撤収 石材について小猿部川流域同検， 12)現場徴収

小林克文化財王企退職，文化Ij記念物謀へ採用

西側調査区 調査風景 (平成 7年度 ;西から)

手前が環状列石B
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第4章調査の記録

第 l節遺跡の基本層序

本遺跡における基本層序は次のとおり。

A 西側調査区@中央調査区平規部(付図 7・11)

基本層位 I 10YR2/1 黒色シルト

基本層位H 7. 5YRl. 7/1 黒色シルト ややゆるい弾性あり

基本層位盟 7.5YR2/1 シルト ややしまる 弾性あり 部分的な堆積

基本層位Na

基本層位Nb

10YR2/1 

7.5YR2/1 

黒色シルト 均一でめだった混入物なし E層との分別困難

黒色シルト やや粘性あり

基本層位Nc 7.5YR2/1 シルト ややしまる 炭中粒中量含む焼土小粒中量含む

基本層位V 2.5Y3/2 黒褐色シルト しまる 地山小ブロック多量含む 地山漸移層

基本層位VI 10YR5/6 黄褐色 よくしまる 地山(鳥越軽石質火山灰層)

※ E層は古代の遺物包含層であるが、古代の遺構および遺物を検出できるのは主として西側調査区の

沢B以西の部分である。また沢内においては大湯浮石の 2次堆積層を挟在している。

※W層は縄文時代後期の遺物包含層である。主たる包含層はNb層であり、環状列石Aの南側の一部

においては、 Na層と Nb層の聞に列石構築に伴う削土を挟在する。すなわち環状列石A内部において

は、 v(地山漸移)層またはV'(削土に伴う地山ブロックの巻き上げ)層の直上にNa層が堆積する。

地点により Na層の層相には差がみられる。

B 環状列石A内部 (NE• NIライン、 11J言以下)、環状列石8内部 (74ライン) (付図 7)

Na 10YR2/3 黒褐色シルト H層よりしまりやや硬質 地山土粒・木炭粒・焼土粒が混じる

V' 10YR4/6 褐色シルト VI層が巻き上げられた土地山土塊からなる 粘性が強くしま

る

V 10YR2/3 黒褐色シルト 地山ブロック(明黄褐色10YR6/8)が浮く漸移層 軟質

C 環状列:fJA外部 (N正ライン、 IVaJ言下の削土堆積層) (付図 7)

列石A削土の盛土層 10YR3/3 ~ 3/4 暗褐色シルト 地山土粒・木炭粒・焼土粒を多量に含む

しまりあり 粘性あり 遺物多量に含む

。沢内の堆積土(付図 8・9)

沢A

I 10YR2/1 

IIa 10YR2/1 

OYU 7.5YR2/1 

IIb~Na 10YR2/1 

Nb 10YR2/2 

Nc' 10YR2/1 

シルト

シルト

シルト

シルト

黒褐色シルト

シルト

よくしまる 弾性あり 表こと

ややしまる 地山小粒少量含む

よくしまる 軽石中粒(大湯浮石)少量含む

ややしまる 地山小粒少量含む

よくしまる 地山小粒少量含む 焼土小粒少量含む

よくしまる 地山小粒少量含む 炭小粒少量含む IVc 
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沢B

層相当

Nd' 10YRl. 7/1 黒色シルト ややしまる 地山小粒少量含む Nd層相当

1 10YRl. 7/1 黒色シルト ややしまる 地山小粒中量含む

II a 10YR2/1 

OYU 10YR2/2 

立b 10YR2/1 

Na層 10YR2/1

シルト よくしまる 地山小粒少量含む

黒褐色シルト よくしまる 粒粒軽石(大湯浮石)中量含む

黒色シルト よくしまる 粘性あり 地山小粒少量含む

黒色シルト よくしまる 粘性あり 地山小粒少量含む IIb層との境

不明瞭

Nb 10YR2/2 黒褐色シルト かたくしまる 地山中粒中量含む

Nb' 10YR2/2 黒褐色砂~シルト かたくしまる地山中粒中量含む焼土中粒中量含む

Nc' 10YR2/1 黒色シルト かたくしまる 地山中ブロック中量含む

業沢B内のNb層には、列石A構築の際の排土を含めている(沢Bベルト Nb①~⑥層)0 

E 東側調査区(付図 10)

1 10YR4/4 褐色シルト やわらかい 斜面際では直接地山を覆う

II 10YR3/3 黒褐色シルト やわらかい

田 10YR3/3 黒褐色シルト

N 地山j斬移層

※東側調査広内出土遺物は日・困層に包含されている。礁の出土レベルは E層下部で、縄文後期の土

器が出土していることから、当時の生活面は立 .III層に想定される。

※西側調査区と東側調査区の基本層序の対比は以下のとお q。

東側調査区 I 1 (表土) I II (後期包含層) I III (後期礁の冨)I N (地山漸移層)

西側調査区 I Na Nb V 

第 2節検出遺構と出土遺物

検出した遺構の総数は 1，825遺構にのぼる。そのうち出土遺物等によって古代の所産と確認できる

ものが 13基あるのみで、大多数は縄文時代後期に属する遺構である。また掘立柱建物跡は複数の柱

穴で構成されるため、実際の遺構数は 1 ， 694 遺構となる(付図 1~ 。

内訳は次のとおりである。

縄文時代 1，681遺構

環状列石 3基・掘立柱建物跡 35棟・土坑 126基・フラスコ状土坑 7基・陥し穴状

土坑 10基・土墳墓 86基・柱穴 1，312基・焼土遺構 33基・配石遺構 51基・土器埋

設遺構 10基・環壕 l条・溝状遺構 1条・その他の遺構 6

古代 13遺構

竪穴住居跡 l軒・土坑 5基・柱穴 6基・溝状遺構 l条

縄文時代とした遺構には、遺物の出土が無く、所属時期が不明なものも含まれるが、遺構確認面が
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第4章調査の記録

ほほ同レベルであったため、使立上縄文時代の遺構として計数した。

2ヶ年にわたる調査では、 10名以上の職員が現場での遺構精査作業にかかわったが、十分な打ち合

わせがなかったため、遺構内に存在し、その遺構に伴うか否かが不明な柱穴や、遺構外の単独の柱穴

などに遺構番号を付さずに調査している例が多くあった。逆に単独ではなく、遺構に伴う可能性のあ

る柱穴であるにもかかわらず、単独の遺構として番号を付してしまったものもある。

そのため調査後の整理作業においてすべての図面を照合し重複・新規の遺構番号を整理したが、多

くの欠番とともに枝香が生じてしまい、結果として複雑な遺構番号構成となってしまったため、各遺

構種別毎にまとめて説明することとした。

また出土遺物については遺構内・外の出土を問わず、一括して概観するにとどめた。

1 縄文時代

(1)検出遺構

①環状列石 3基

環状列石A(付図 5・7.図版2) 

環状列石Aは、円環を呈する部分と北側に張り出す部分とで構成される。張り出し部分の一部は調

査区外にも連続する。列石を構成する礁は 1，263個確認した。

円環の部分は長径30mX短径 27mの楕円形を呈する配石列である。また張り出し部分は円環部分

から 4m程の接続部を介して、東西に 30m程の長さで弧状に伸びる配石列である。

列石Aの配石列は、小牧野遺跡で確認された所謂「小牧野型Jのほか、さまざまな形の配石が列状

になって構成される。配石列の下部には、配石に明確に対応する土坑群は存在しなかった。しかし円

環部の両端は、列石構築前の所産である大型不整形の土墳墓 (SKS-a)の上に位置している。特

に南西側の部分ではまだ埋まりきらない土墳墓の山地(埋土上面)に磯が直接配置され、配石列が他

の部分より比高的に埋没した状況を呈していた(巻首図版4・図版 2)。

列石A内部は構築の際に削平を伴う整地地業を施している。その際に従来から所在していた大型不

整形の土墳墓を壊して整地したものの、選地の上では前記のように円環部の両端を当該土壌墓上に配

している。つまり祭紀方法としては断絶するものの、意識上での有機的な連続を併せ持っているよう

に思われる。郎平は地形的に高い列石Aの間半を主として行われ、その削土は列石Aの南辺外側およ

び南東部の沢B内に移動し、排土されていた。そのため削平の度合の大きい南西半では、皿状地形を

呈するようになった縁辺に配石列が構築されたが、北東半は削平も小さく、地形の低い部分の配石は

ほぼ平坦な配置状況を呈している。この際、 SK S 444 Aなど列石A内に位霞していた土墳墓も削平

され、特に沢B内には削土ともに多くの遺物が移動したと考えられる(付図 8・9，第 302~ 305関)。

環状列石Aには 7棟の掘立柱建物跡 (SBく'SBけ・ SBこ・ SBは・ SBひ・ SBふ・ SBも)

が伴い、配石列の同心円状外側に並ぶ(付図 4)。その配置には偏りがあるものの、一定の位置での建

て替えも行われている。このことから環状列石における建物を用いる祭犯が、列石内(配石列)の特

定の場所を意識して行われていたことが想定される。

環状列石Aの東辺には二重の配石列を有する部分があるが、この 2列臼(東側;外側)の弧状の配

石列は、円環部分の構築から若干の時間を経て構築されたことが明らかになっている。しかしその時

についての詳細は不明である。 SBも掘立柱建物跡は列石Aの東側に位置するが、 6本柱の柱穴
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第 2節検出遺構と出土遺物

のうち、列石Aに最も近い 1基の柱穴が、この 2列自の配石列により埋められていたからである(第

46図)。少なくとも SBも掘立柱建物跡が構築されたのは列石A東側の配石列が円環を呈する I列の

時期であったことは確かである。列石Aの周囲を巡る掘立柱建物群が環状列石祭杷に伴うことは間違

いないが、建て替えが一定の場所で繰り返されている状況もまた事実である。また建物跡を構成する

柱穴で廃絶行為や抜き取り痕跡を伴うものも少なくない。つまりこれらの建物は列石の周囲に l棟づ

っ建て加えられていくものではなく、祭杷の都度、あるいは祭記ののち短い期間のうちに廃絶された

と考えられる。これは他の環状列石に伴う掘立柱建物跡の柱穴の所見でも確認している。

円環部分に接続する張り出し部の弧状配石列は、特に西側では皿状を呈するように北側を向いて斜

めに礁が配列している。この部分には「小牧野型Jの組石が連続するが、東側ではその配列も崩れ、

配石列としての終端を呈する。つまり北辺の張り出し部の弧状配石列は、円環部との接続部より西側

のほうでより整った形態を呈しており、調査区外にも配石列が連続することがわかっている。

環状列石A内には遺構配置図に図示したほかにも多くの遺構、特に大型不整形の土壌墓 (SK S 

a)が点在する(第 306・307図)。ほとんどの遺構は未調査のまま埋め戻したが、調査未了のままベ

ルトを残して埋め戻したものもある。これら列石内の未調査土坑のうち特徴的なものとして、確認面

に拳大の磯を配した径 30cm程の土坑が20基程ある。このうちの一つ (SK S 466) を精査したとこ

ろ、埋土中からミニチュア土器、および拳大の礁による石組を検出した。別項で詳述するが、これも

ある種の墓の可能性を想定できる。

環状列石B (付図 6・7・図版3) 

環状列石Bは15mにおよぶ弧状の配石列である。環状列石Aと問様、円弧の内側を部平し、整地

している。整地の際に先行する大型不整形の土壌墓群 (SKS-a) を壊して整地するものの、配石

列の選地としては、これらの土墳墓の位置に接するように構築されている点は、列石Aと同様である。

削平に伴う排土の移動先については不明であるが、出土遺物の接合関係により、一部は列石Aとの聞

に排土されたようである。

列石Bにも 9棟の掘立柱建物跡 (SBあ・ SBい・ SBえ .SBお .SBか・ SBき・ SBむ .S

8め.S Bや)が伴う(付図 4)。これは弧状の配石列として存在する列石Bの円弧の延長から求めら

れる同心円状外側に並ぶ。列石Bの配石列の延長線上には礁の抜き取りや後世の撹乱の痕跡は確認で

きず、当初から弧状に作られたか、弧状の状態で配石列の構築が中断されたものと判断できる。しか

しその弧状配石列から導かれる円環に囲まれる空間を意識した建物配置がとられており、円環による

空間の把握はすでに意識されていたものと考えられる。

SBめ掘立柱建物跡を構成する柱穴の一部 (SK P 993 ~ 995) は、遺構確認面の上にローム様の

土が被っており、当初は確認できなかった。しかし建物の配置と柱穴の並びを検討していく過程で柱

穴の存在が予測されたため、多少削り気味にプラン確認をしたところ初めてプランを確認できたもの

である。列石Bも削平を伴うことからその削土と考えられなくも無いが、建物と列石祭杷との向時性

からみても列石Bの削土が被っているとは考えにくい。距離的にも列石Aの削土の移動範聞とさほど

離れないことから、当該柱穴も列石Aの削土を被っている可能性が高いと考えられる。

環状列石c(第 10図・図版3) 

環状列石Cは列石自体を確認したものではなく、向心円状外側を巡る掘立柱建物跡群を確認したこ
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とから、内部(調査区外の杉林)をボーリング調査し、礁の存在を確認したものである。

列石Cには 19棟の掘立柱建物跡 (SBさ.SBし.SBす・ SBせ・ SBそ・ SBた.SBち.SBつ・ SBて.SB

と・ SBな.SBに・ SBぬ・ SBね・ SBの .SBへ・ SBほ・ SBま・ SBみ)が伴う。これらは環状列石Aの南側

に集中し、建物の並びを調べるうちに求心方向が列石Aとは反対であることに気づき、列石Aと反対

側に位置する新たな環状列石の存在に気づいたものである。建物跡がのる円環ラインのごく一部しか

調査を実施していないが、西側調査区南縁の 40m程の範囲から 19棟の掘立柱建物跡を検出した。建

物跡は複雑に重複しているが ほぼ同じ位置での建て替えによるものと、そうでないものとの 2種類

がある。しかし総数として 19棟の建物跡および多数の柱穴跡が複雑に重複しており、列石C全体を巡

る掘立柱建物跡群はかなりの数に上ると思われる。また列石Cの建物跡を構成する柱穴の多くは、列

石A構築の際の削土の排土によって覆われており(付図 7)、環状列石c(旧)→環状列石A(新)と

いう新旧関係が想定できる。

②掘立柱建物跡 35棟(付図 4)

検出した掘立柱建物跡は 35棟に上り、環状列石Aに伴うものが7棟、環状列石Bに伴うものが9

棟、環状列石Cに伴うと思われるものが 19棟であった。これら建物跡を構成する柱穴の掘り方はほ

とんどが径 1m程度で、柱痕跡は径30cm程度である。小規模な柱穴では掘り方が径30cm程度のもの

もある。柱痕跡はほとんどのものが断面で確認でき、柱穴底面のアタリ部分が、柱の重量で粘土化し

ているものも多く確認できた(平面図中に破線で表示)。

遺構掘り込み面は Nb層 ~V層(場所によっては Nc層)であるが、前述のとおり、環状列石C に伴

う建物跡の柱穴は環状列石A構築時の削土により覆われていた。また列石Bに伴う建物跡の柱穴の一

部も類似のローム質の土を被っていたため、環状列石Bも環状列石Aより若干古い可能性がある。

掘立柱建物跡として柱の並びを確認できたのは 35棟であるが、その他にもきちんとした掘り方、

あるいは柱痕跡を持つ柱穴 (SKP-a)を 300基近く検出しており、かなりの数の掘立柱建物跡が

存在したと考えられる。これらのほとんどは環状列石A~C の位置する西側調査区の西半部に検出し

たため、やはり環状列石に伴うものか、当該期の遺構であったと考えられる。

環状列石Cに伴う建物跡は一部を調査したのみにもかかわらず複雑に重複した状況で検出した。し

かし列石Aおよび列石Bに伴うもの建物跡は、建て替えによる重複が一部に認められるのみで、ほと

んどが重複しない。建物の選地に際しては、一定間隔を置くというよりは選地した場所で建て替えを

しつつ、その場所を踏襲することのほうが重要視されたように考えられる。少なくとも環状列石内部

の(列石構築以降の)土坑の多少と建物群が対応しているのでは無いように観察されるが、列石A内

部の遺構群については未調査のものが多く (第 306図)、列石Cについても町教委が調査着手したば

かりであるため詳細は不明である。環状列石Aおよび環状列石Bは、従来の大型不整形の土墳墓を壊

しながらも、強い意識を持ちつつそれに接するかのように選地し構築されているが、これらの掘立柱

建物跡も何らかの有機的な意識を持って選地し、建て替えられている可能性が高いと考えられる。

また建物を構成する柱穴のなかには、柱痕跡の位置に磯や土器片を入れたりする明確な廃絶行為を

伴うものや、抜き取り痕跡を持つものが多数見受けれられる。このことからも、建物が環状列石祭杷

に関わって構築されたのち、短い期間で解体されるということが、手続きとしてごく普通に行われて

いたことを示すのではないだろうか。
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③土坑 126基

土坑としたものは、土墳墓とした遺構と比べて積極的な根拠(規格性・出土遺物など)に薄いため

便宜上土坑としたものである。そのため、本来土墳墓であったものが含まれている可能性も大きいと

思われる。

④フラスコ状土坑 7基

フラスコ状土坑としたものには、本来的な貯蔵穴として用いられたものと、転用して墓として用い

られたものの 2種類が存在する。貯蔵穴として用いられていたものは、 SK F 506 ~ 508などで、炭

化栗が出土している。特に 507・508では大量に出土している。また転用墓として使用されたものは

S K F 555・636Aなどで、大型・厚手の土器破片が多く出土している。 SK S 636 Aでは、本来的

には単体で土器棺として使用され得る大型の蚕形土器が2個体(第 155・156図)、打ち割られた破片

の状態で出土した。またこれに接合する破片が20m 以上離れた沢Bからも出土しており、死者祭杷

に使用するという機能だけが認識されたまま、違った方法で副葬されたものと考えられる。この土器

は復元できたものの、部分的には全く破片が無い部分があり、搬入品であった可能性も考えられる。

内部を何回にもわたって凹地として拡張・掘り返しを繰り返した結果、原形はほとんどとどめてい

ないものの、 SK S 404なども元来はフラスコ状土坑からの転用墓で、本来的な形態が変わるほどに

掘り替えられてしまった結果と考えられる。この点については別項で詳述する。

⑤陥し穴状土坑 10基

検出した陥し穴状土坑は、すべて沢状地形の周辺からの検出である。陥し穴状土坑そのものは、狩

猟用と考える限り、沢状地形を意識した配置をとることに何ら疑問はない。本遺跡においても複数あ

る沢状地形に添った形で陥し穴状土坑が配置されている。つまり、この段階では沢が地形的に機能し

ており、遺跡は狩り場として使われている。後述する土壌墓の中でも一部の配石墓 (SKS-c)な

どは、この陥し穴状土坑と重複し、摘削される場合がある。また、沢Bの屈辺にも複数の陥し穴状土

坑が存在するが、環状列石A構築の際には、沢Bは半分以上がその削土により埋められてしまう。つ

まりこの段階では沢が地形的に機能しなくなっているため、陥し穴状土坑の構築時期は、本遺跡が墓

域として使用され始めた以降で、環状列石Aの構築が始まる以前であることが想定される。しかるに、

本遺跡の墓域としての変遷を考える上で、一瞬だけ墓域としての使用が停止する段階、それがすなわ

ち陥し穴状土坑が構築され、狩り場となる段階である。

⑥土壌纂 86基

土墳墓は形態により 5つに分類した。

S K S -a 33基

大型不整形のプランを有し、埋土が自然堆積に近いレンズ状を呈するものを一括

した。大きいものではSKS469のように10mを超える広がりを持つものもある。深さ

は1m前後のものが多いが、 SKS404のように1.2m以上に達するものもある。不整

形のプランとはいっても，元来は廃絶したフラスコ状土坑や単体の土壌墓などで

あったものが掘り返され、ごく少量の埋土での埋め戻しおよび問地としての面確保

のために袋状の掘り返しが繰り返され、結果として大型で不整形のプランを呈する

ようになったものである。最終的な平面形は複雑に切りあった土坑状のプランとな
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るが、埋土の観察により新!日を持つ土杭群ではなく、単一の土壌墓としてとらえら

れる。西側調査区の沢Aよりも西側に分布するが、環状列石よりは若干古い。つま

り環状列石の構築=環状列石祭杷の開始とともに機能を停止する。この際に削平を

受けたり、その削土で埋められたりしている。また当該土墳墓が環状列石Cに伴う

掘立柱建物跡の柱穴と重複し、摺削されていることからも確認できる。

環状列石構築の際には、まだ凹地を呈して機能を果たしていたと思われるが、そ

の埋土最上位の凹地面に焼土面を持つ土墳墓が多く見られる(S K S 272 . S K S 

400など)。そしてその上を環状列石A構築の際の削土が覆っている事実が確認でき

ることから、これらの土壌墓祭杷に対する廃絶行為として火を焚く (焼土面を形成

する)行為を行った後に環状列石を構築し、死者祭把の方法が転換したものと考え

られる。列石A構築の際の削土によって埋められた沢Bの埋土には、貝塚の員層の

ごとく多量の焼土粒を含んだ土が何層にもわたって投棄され、層中からは多くの焼

土粒とともに当該土壌墓起源、の遺物が多数出土している(付図 8・9)。このことか

ら、前記したような白地に火を焚く (焼土語を形成する)行為は、環状列石構築時

に関口していたすべての遺構に対して行われた可能性が高いと考えられる。基本的

には凹地を形成したうえで再使用を繰り返す再葬墓として考えることができるが、

遺構内から様々な祭記具(所謂「第 2の道具J)が出土し、その出土が遺構確認面

よりも上位の堆積層準にも及ぶことから、追善供養的な祭枕が繰り返される祭記土

坑としての側面も有している(第 302~ 305図)。

S K S -b 27基

所謂単独の小判形土墳墓。小判形もしくは楕円形を呈し、埋土は一括埋め戻しの

ものを一括した。規模は長径1.5mX短径 1m程度、深さ 70cm程度のものが多い。

東側調査区および西側調査区に分布する。西側調査区では主として沢Bより西側に

分布する。環状列石の内部に分布するものは削平を受けていないものが多く、これ

らについては明確に列石構築以降の所産として考えられる。埋土は人為堆積の様相

を呈しており、遺体を甚接埋葬した墓と考えられる。 SK S 613 A . Bのように列

石Aの削土により覆われていたものも存在するため、環状列石構築以前から以降ま

で継続する墓の形態である。特に列石内に所在する土壌墓については、環状列石祭

杷に係る特別な人物の墓としてとらえられる可能性がある。

S K S -c 13基

所謂単独の円形土墳墓。円形を呈し、埋土は一括埋め戻しのものを一括した。居

間に小ピットを伴うものが多いため、上屋構造の存在も想定できる。規模は径1.5

m程度、深さ 70cm程度のものが多い。西側調査区全域に分布する。落とし穴状土

坑と重複し、掘削されるものがあり、沢A.Bなど段丘上の微地形によるエリアを

考慮することなく分布する数少ない遺構であるため、当該地域が墓域として使用さ

れ始めた最初の段階から出現する墓の形態であるかもしれない。埋土は人為堆積の

様相を呈しており、遺体を度接埋葬した墓と考えられる。 SK S 617 Aのように円
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形土墳墓に 1ヵ所だけ袋状の掘りこみを有するものがあるため、大型不整形の土壌

墓 (SKS-a)の初源、土坑として使用されたものもあると考えられる。

SKS-d 7基

所謂配石墓。内部に組石を持ち、埋土は一括埋め戻しのものを一括した。形態・

規模は様々であるが、おおむね小判形 (SKS-b)・円形土墳墓 (SKS-c)

を上回ることは無い。西側調査区の沢Bより西側に分布する。 SK S 700 Bのよう

に大型不整形の土墳墓 (SKS-a)のタイプを切るものもある。 SK S 466は確

認面に拳大の礁を配した柱穴様のプランを有し、埋土中位から壷形土器および組石

を検出したものもあり、大きさからみて幼児墓あるいは再葬墓として考えられる。

同様の遺構は列石A内で 20基程度確認できたが、未調査のまま埋め戻している(第

306図， S KP①~⑫)。この SK S466のタイプは SKS-dのタイプからさらに

細分できる可能性を持つが、ほとんどが未調査のまま埋め戻しているため、詳細は

不明である。環状列石構築以前から以降まで継続する墓の形態であると考えられる。

SKS-e 6基

所謂円形~小判形の土墳墓のうち、長軸の両端に 2つの小ピットを伴うものを一

括した。形態はSKS-bおよびcに準ずる。西側調査区の沢Bより西側に分布する。

⑦柱穴 1，318基

柱穴は形態により 3つに分類した。

S K P -a 295基(掘立柱建物跡を構成するものを含めると 459基)

柱穴。掘り方と柱痕跡を有し、地山塊や磯を入れた裏込めがなされる。また掘立

柱建物跡を構成したと考えられる径30cm~ 1 mにおよぶ柱穴では、柱の重量によ

り底面が粘土化し、柱アタリを有するものが多く見られる(平面図には破線で図示)。

多くは環状列石周辺で検出したが、中でも環状列石Aの南側で検出した柱穴のうち

列石Aの削土を被っているものについては、列石Cに伴うか、それ以前の柱穴と考

えられる。

埋土の柱痕跡の部分に磯や土器破片を入れ、柱穴としての廃絶行為を伴うものや、

抜き取り痕跡を有するものも多く見られる。

SKP-b 9基(掘立柱建物跡を構成するものを含めると 11基)

柱穴内に礁を伴うものであるが、広義の立石をも含む。確認面に礁を配している

ものについては、廃絶行為を想定できるものである。また掘り方を持って磯が柱穴

内に入れられているものの、礁の先端が確認面から上に出ないタイプの立石も含ま

れる (SK P 754など)。

S K P 439 P 1としたものは、環状列石Aの中央部で、方形に 4基並ぶ立石であ

る(第 89図)。他の 3基は確認したのみで、未調査のまま埋め戻している(第 306

図， S KP①・⑮・⑮)。

S KP-c 1，014 

所謂小ピット。柱痕跡がはっきりしない小型のピットで、単独に存在するものの
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⑧焼土遺構

⑨配石遺構

⑩土器埋設遺構

ほかに、遺構の周囲に所在するものもある。遺構に伴なうと考えられるものは遺構

帰属のピットとしている。遺構種別毎の一覧表は省略した。

33基

東側調査区で l基確認したほかは、すべて西側調査区の沢Bより西側で検出した。

S N 630・631は沢B内に所在する焼土遺構であるが、沢Bが列石Aの部土で埋め

られる初期の段階での大きな焼土面であるため、大型不整形の土壌墓 (SKS-a)

の項で述べた埋土上閣の焼土と同じような意味を持つものかもしれない。

51基

配石遺構は中央調査区および西側調査区で検出されている。西側調査区の配石遺

構のほとんどは沢Bより西側に分布している。

中央調査区の斜面肩部に所在する SQ 563は、径 5.2m程の環状配石と 2m程の

中央配石からなる二重構造を持つ配石遺構である。中央配石部には墓標ともとれる

板状の磯が l偲配されており、下部構造については未調査であるが墓壌が存在する

可能性もある。また近接する SQ 565は日時計形を呈する配石遺構である。

西側調査区の SQ 10は弧状の配石であるが、本来は環状を呈していた可能性もあ

る。内部に焼土面を持つが、配石との関係は不明である。近年類似した構造を持つ

住居跡が各地で見つかっているが、それらと比べると明確な出土遺物もなく、礁が

小さく掘り込みも認められないため、配石遺構であると判断した。また環状列石B

で意識される円環に近接する位置に所在するが、直接的な関わりは不明で、ある。た

だし列石Bに伴う建物とは重複しないことから、列石B構築以降のものと思われる。

10基

土器埋設遺構は、西側調査区の沢Bより西側で検出した。 SR2はリン分析により

墓の可能性が指摘されている。環状列石A内部にも 2基 (SR490 A . SR 809)検出

したが、ともに小型で残りは悪い。 SR490 Aからは黒曜石破片が4点出土している。

⑪環壕 l条

⑫溝状遺構

⑬その他の遺構

東側調査区の斜面に環壕が所在する。斜面庸部からの比高差は 2m程度で、ある。

東側は湯車川によって、西慨は戦時中の亜炭採掘坑によって壊されている。また南

側の調査区外にも 2条の溝状遺構を確認しているが、本遺構と連続するものかどう

かは不明である。斜面が急峻なため土の堆積が薄く、上部平坦面の包含層とのはっ

きりとした対応はつかめなかった(付図 2・10)。石槍などが出土したため、便宜上

縄文時代の項に含めたが、該期に帰属するかどうかは不明である。斜面への流れ込

みの可能性もあり、縄文時代の所産とする積極的な根拠はない。

近年の町教委の詳細分布調査では、調査区外の 2条の溝状遺構について、土橋様

の施設を確認しており、中世の館跡に関係する空堀の可能性も指摘されている(鷹

巣町教育委員会『伊勢堂岱遺跡詳細分布調査報告書(1)j 1998)。

l条

6基
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東側調査区で検出した SX 558 Aは近・現代の炭窯である。

(2) 出土遺物

西側調査区の沢Bより西側では、小ピットに白色粘土塊を充填した遺構を 4基検

出したが、性格は不明である。土壌墓(特に大型不整形の土壌墓)の埋土中にも、

白色粘土の粒子が混入する場合がたびたびある。本調査区においては、地山VI層

(鳥越軽石質火山灰層)土を 1m程度掘下げると白色粘土層(地山VlI層)に到達す

るため、斜面の露頭からは比較的容易に粘土は採取できる。しかしこれらの遺構が

何の意味を持って構築されたかについては不明である。

着手した 7，047ぱの範囲から土器類 648箱・石器類 274箱・および磯類 612箱が出土した。これ

らは収納用コンテナに入れて埋蔵文化財センターに搬入し整理作業を実施した。

このうち土器類は、接合・復元作業を通じて容積をさらに増している。

①土器

本調査において出土した土器のうち復元できた個体は 300個体を超える。出土した土器は縄文時代

早期から後期にいたる土器群であるが、縄文後期前葉のものが主体をなす。これらを施文方法・文様

構成等により分類した。

第 I群土器

縄文時代早期および前期に属する土器である。

出土した土器は次のように l 類~3 類に分類した。

l類 貝殻腹縁圧痕を口縁に施文する土器である。

2類 器面の表裏に縄文を施文する土器である。

3類胎土に繊維を含む土器である。

l類は調査区東側部分の地山上から出土し、付近にも 1グリッドから数個のトランシェ様石器を出土

するグリッドがあることから、南側の調査区外にかけて早期の遺構群が検出できる可能性が高い。

2.3類は少量のみの出土であるが、西側調査区から出土している。

第E群土器

縄文時代中期に属する土器を一括した。多くは中期末葉の土器と思われる。

第E群土器

縄文時代後期に属する土器である。

出土した土器は次のように l 類~6 類に分類した。

l類 後期初頭の土器で、縄文を施文する口縁部文様帯と、充填縄文による大柄な iEJ字状文・渦

巻状文などで構成される胴部文様帯を有する。胴部文様帝は胴下半部に及ぶ。

2類 後期初頭の土器で、縄文または無文部による狭い口縁部文様帯と、地文縄文上に幅広の沈線・

磨消または充填縄文技法による胴部文様帯を有する。胴部文様帯は胴下半部にまで及ぶが、分帯

する物がほとんどである。

3類 その他後期初頭と思われる土器を一括した。

4類 後期前葉の土器で、沈線を主文様として施文される土器を一括した。施文の詳細によって 2細

分できる。
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a類 後期前葉の土器で、沈線による長円形文様を主体とし、胴下半部まで入り組ませる。また 2

~3 条の細い沈線を組にしたり、渦巻状の曲線を縦位に展開し、その間を斜位の副次文様を充

填し施文するものも多い。ごくまれに磨消縄文手法により施文されるが、ほとんどは無文地に

沈線で施文される。

b類 後期前葉の土器で、胴部文様が横位に展開し、向上半部に文様帯が収まる。前記した 2~3

条の組沈線のほか、櫛歯状工具による充填条線も施文されるようになる。文様モチーフは幾何

学的な文様が多く、磨消縄文手法・縄文地に沈線・無文地に沈線で施文される。

5類 その他後期に属する土器を一括した。

②土製品

形態から分類したものおよび特記する土製品は次のとおりである。そのほかキノコ形土製品・スタ

ンプ形土製品・ヘラ形土製品・渦巻文土製品(巻き買を意識した土製品と思われる)・球形土製品・

指輪形土製品・耳飾り・足形付土版・土版・土錘・動物形土製品・盲孔土製品・有孔土製品が出土し

た。

土偶

第212図2はSK S 135・SK S 282・SK S 476および遺構外出土の破片を接合したもので、 l個

体と考えられる。別項に記したように、大型不整形の土壌墓は埋没が進み凹地様になっても継続して

祭杷が行われていたと考えられ、それを示す 1例である。第 218図5・6のように、土偶の破片を使用

した円盤状土製品も出土している。

土器葦

第217図6は直行する 2方向に紐の穴が空けられているものである。

ミニチュア土器

第208図15は切断土器であるが、第 208図 18と同一個体と考えられる。

円盤状土製品 土器の破片を円形に打ち割り、径数cmに成形した土製品である。本遺跡では 2，000点

を超える個体が出土した。遺構外出土のものは環状列石構築前に機能していた大型不整形の土壌墓(S

K S -a) の分布に相関を持って出土するため、死者祭把およびその追善供養に使用されたものと考

えられる(第 304図)。

一山形土製品 土器の破片を三角形に打ち割ったもので、機能的には円盤状土製品同様の機能が考え

られる。

三脚土製品 3ヶ所に脚部を作り出した土製品である。第 205図2は四脚のものと思われる。

環状土製品 径 10cm、厚さ 5cm程度の、環状を呈する土製品である。

鐸形土製品 頂部に穿孔もしくは作り出しの紐部を有する鐸形の土製品である。円盤状土製品同様の

用途が想定できる。横断面形状により、 a，円形、 b，楕円形のもの、

A 穿孔による紐部を有するもの

B 作り出しによるつまみ状の紐部を有するもの

C 作り出しによる紐部が2又状になっているものとに細分できる。

③石器
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形態により分類したものおよび特記する石器は次のとおり。そのほかトランシェ様石器・瞬状石器・

半円状扇平打製石器・打製石斧・環状石斧ー石血が出土した。

石鍛矢の先端につけて使用した石器と考えられる。

A 平基無茎鍛;平面形が二等辺三角形を皇する。基部両端が角張るものが多いO

B 凹基無茎鍛:平面形が逆V字形を呈し、基部が凹むものである。

C 円基倣;平面形が水滴形で、基部が円く弧状を呈するものである。

D 平基有茎鍛;基部に茎を有する A類のものである。

E 四基有茎倣;基部に茎を有する B類のものである。

石槍槍先に使用したと石器と考えられる。

A 尖頭部・基部ともに尖るものである O

B 基部が丸みをもつものである。

C 石槍と考えられるもののうち、二次調整のあり方が粗いものを一括した。

D 基部に茎を有するものである。

石錐 石製の錐(ドリル)と考えられる。

A 表裏全面に調整が施され、一方の先端に鋭い錐部、その反対側につまみ部が作出された

ものである。

B 全体の形状が棒状を呈するものである。

C 小型の剥片の両先端を尖らせたものである。

D 不整形の剥片の 2~3 辺に二次調整を加え、比較的鋭い錐部を作出したものである。

E 拳大の礁の一端を打ち欠き、錐部を作出したものである。

石匙 両側縁から扶りを入れてつまみ部を作出し、主として片面からの加撃によって刃部を作出した

石器である。

A 縦型石匙;つまみ部の中軸線にほぼ並行する刃部を持つものである。

B 斜型石匙;つまみ部の中軸線に斜行する刃部中軸線を持つものである。

C 横型石匙;つまみ部の中軸線にほぼ直交する刃部中軸線を持つものである。

箆状石器 平面形が模形、あるいは短冊形・小判形など、いわゆるヘラ状を呈し、一端じ刃部が作出

された石器である。

A 平面形が、基部側よりも刃部側で幅広のものである O

B 両側縁が並行するものである。

C 基部・刃部ともに弧を描き、他の類に対して細長い形状を呈するものである。

D その他のものを一括した。欠損により分類不能なものを含む。

削器 大小の剥片の側縁に、連続的な二次調整によって刃部を作出した石器である。

A 剥片の 1~ 2側縁に、内湾あるいは直線的な刃部を作出したものである。急斜度調整を

伴うものが主体である。

B 剥片の l側縁に直線的な刃部を作出したものである。

C 剥片の 1側縁に弧状の刃部を作出したものである。

D 剥片の 2側縁に刃部を作出したものと、その他の形状のものを一括した。
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E 剥片にU字形の刃部を作出したものである o

F 剥片にV字形の刃部を作出したものである。

掻器 分厚い剥片の一端に片面調整による急斜度の刃部を作出した石器である。

A 剥片の一端にU字形の刃部を作出したものである。

B 剥片の一端に直結的な刃部を作出したものである。

C 剥片の一端にV字形の刃部を作出したものである。

鼓石 球状あるいは多面体状の礁に、蔽打した痕跡がみられる石器である。

磨製石斧

A 内考する稜に敵打痕がみられるものである。

B 球状・多角形状の残核等の稜に鼓打痕がみられるものである。

C 楕円形を呈する擦の両端部に鼓打痕が見られるものである。

A いわゆる乳棒状磨製石斧で、断聞が楕円形を呈するものである。

B いわゆる定角式磨製石斧で、断面が隅丸方形を呈するものである。

C 擦り切り技法による磨製石斧である。

D 器長が lOcrn未満の小型のものである。装身具と考えられるものもある。

石錘 魚網あるいは編物の錘として使用されたと思われる石器である。

A 石器長軸の両端に 2箇所の扶りを有するものである。

B 石器短軸の両端に 2箇所の扶りを有するものである。

C 3笛所または 4筒所の扶りを有するものである。

D その他の形状、欠損したものを一括した。

磨石擦の面を磨いている石器である。

A 偏平な礁の片面のみに磨面を有するものO

B 偏平な礁の両面に磨簡を有するものO

C 楕円形を皇する礁で、全面に磨面を有するもの

凹石 礁の片面、または両面に由み状を呈する敵打痕を有する石器である。片面のものを a類、両国

のものを b類とし、

A 円形の礁の片面、または両国に凹み痕を有するもの

B 楕円形の磯の片面、または両冨に凹み痕を有するもの

C 割れた擦の片面、または両面に凹み痕を有するものに細分した。

④石製品

形態により分類したものおよび特記する石製品は次のとおり。そのほかお冠・岩版・四角形岩版・

三角形石製品・鐸形石製品・石万・有孔石製品・有溝石製品・渦巻文芯製品・石斧形石製品・線刻擦

が出土した。

三脚石器 主として盤状の礁を剥離して 3つの脚部を作出している石器である。欠損した脚部にアス

フアルトを塗布したものや、表面に残る磯面にアスフアルトを付しているものもある。また、一方の

脚部の端が被熱しているものも見受けられる。円盤状土製品同様の用途が想定される。

A 3つの脚部が広角の二等辺三角形状を呈するものO
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B 3つの脚部がほぼ正三角形状を呈するものO

C 3つの脚部が狭角の二等辺三角形状を呈するものO

D 欠損その他の原因により、原形状が不明なものである。

三脚岩版 平面形状は三脚石器に似るが、裏面からの剥離による脚部の作り出しが見られないもので

ある。三脚石器の素材とも考えられる。

A 3つの脚部が広角の二等辺三角形状を呈するものO

B 3つの脚部がほぼ正三角形状を呈するものO

C 3つの脚部が狭角の二等辺三角形状を呈するものO

D 欠損その他の原因により、原形状が不明なものである。

三角形岩版 盤状の礁を用いて三角形状に剥離成形したものである。表面にアスフアルトで規格的に

点描しているものが見られる。従来三脚石器の素材との見方もあったが、円盤状土製品同様、祭杷に

関わる石製品と考えられる。

A 3つの端部が広角の二等辺三角形状を呈するものO

B 3つの端部がほぼ正三角形状を呈するもの。

C 3つの端部が狭角の二等辺三角形状を呈するものO

D 欠損その他の原因により、原形状が不明なものである。

円盤状石製品 主として盤状の礁を剥離成形して円盤状の形状に作り出したものである。

A 盤状の原石の周屈を打ち欠き、円盤状に作り出したものである。

B 盤状の原石の周囲を打ち欠き、研磨することによって間取りを施しであるものである。

球状石製品 球状の形状を呈する石製品である。

A 球形のものである。

B 長卵形のものである。

C 直交する沈線が施されているものである 0

2 平安時代

(1)検出遺構

①竪穴住居跡 l軒(第 126・127図)

②土坑 5基(第 128図)

竪穴住居跡は l軒のみの検出であった。規模は 6.4x 6.2 mで、プラン確認面(日層)からの深さ

は最大 0.84mで、あった。床面は全面にわたって貼り床が施され、平坦であった。盛下方に周溝を有

する。居溝はかまどの部分のみが途切れるため、構築当初からかまど位置が考慮されて構築されたも

のと考えられる。周溝の幅は 10cm程度、深さは最大 15cm程度である。主柱穴は 4本 (p1 ~ P 4) 

確認した。かまどは住居跡南東壁の東寄りの部分に検出した。壁面より1.64mの長さで煙道が外部

に張り出しており、 2面にわたる炉床簡を確認した。床面中央にも地床炉様の焼土面があり、焼土中

より多くの土器破片が出土したが、焼土は床面に対して漸移的で掘り方は確認できなかった。また床

面には附設されたと考えられる土坑を 5基検出した。

床面で検出した土坑は SK 18 . S K 19. S K 20・SK 33 . S K 35の5基で、 SK 18・19は埋土が

焼土と土器破片で構成される。 SK 20は埋土 4層が大湯浮石の堆積層であった。 SK 33は竪穴住居
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跡のかまどに並び壁面に接して掘り込まれた柱穴様の土坑で、多くの土器が出土した。 SK 35は

床面中央近くの溝状の土坑で土器を出土した。

遺物は須恵、器・土師器のほか、砥石・鉄製品も出土した。縄文時代の遺物も少量ながら出土してい

る。須恵器は 2点のみの出土で、 l点が墨書 (1九J= In.J 1大J)を持つ灯明血(第 271図8)、

もう l点は大翠の破片を転用した猿面硯である。土師器はj不・翠類が多数出土した。杯では灯明皿と、

内面底部に IXJのヘラ書きを持つものが多数出土したことが特徴的である。また翠では叩き日を持

つ翠も出土している。

③柱穴 6基

検出した柱穴は径 50cm前後のもので、環状列石Aの周辺に広がり、何らかの建物に伴うものと考

えられる。出土遺物により明確に古代と判別されるものが6基ということであり、出土遺物が無いた

め便宜上縄文時代の所産とした柱穴にも同様の規模のものが含まれること、および調査未了のままの

遺構も付近には多いことから、実数は更に増えると思われる。

④溝状遺構 1条(付図 7.第307図・図版2) 

環状列石A内部に巡る。 II層から掘り込まれており杯類も出土することから、該期の遺構としては

間違いないが、調査未了のまま埋め庚したため詳細は不明である。ほぼ地山のレベルまで整地され、

内外に柱穴が確認されることから、建物に伴う何らかの施設である可能性もある。環状列石A内部の

北寄りの部分で検出し、一辺 13m程度の略方形フ。ランを呈する。埋没したとはいえ環状列石A内は

未だ皿状の凹地であったと思われるが、それに沿うように列石列を避けて曲がっている。

(2) 出土遺物

①土器

遺構内出土の須恵器は S1 1内から出土した、前述の灯明血と猿面硯である。遺構外からも須恵器

の破片の出土はあるが、極めて少量である。西側調査区の沢Bより西側の E層中に限定される。

古代の出土土器のほとんどは土師器である。 S1 1内出土土器でも特記すべきは、灯明皿と内面底

部に IXJのヘラ書きを持つ杯の出土である。これらは遺構外からは出土しない。

灯明皿にはタールが付着し、それが口縁の複数部分に付着しているものが多い(第 271国)。また

第271図9は破片の接合商に沿って付着しているため、ひび、の入った杯を利用したものと考えられる。

内面底部に IXJのヘラ書きを持つ杯は、 S1 1で多数出土した。使用された工具は木材のようだ

が、条線様の痕跡を残している。土器の成形時に使用する柾Eの板(ヘラ)を縦に使用したのでは、

このような条線様の痕跡は残らないと思われるため、何らかの意図を持った工程として、別の施文具

を使用したものと考えられる(第 272図)。

叩き自のある土師器護(第 276図 1) もS1 1から複数個体出土したが、後述するように打ち割っ

た上で住居内の各所に埋納しており、住居の廃絶行為に使用されたものと判断できる。

②石器

砥石が2点出土した。 1点は S1 1内、もう 1点は遺構外の出土である。

③鉄製品

S 1 1のかまど内より親指大の鉄製品が出土したが、腐食しており詳細は不明である。
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検出遺構一覧表(縄文時代)

遺 構 No. グリッド 持 図 No. 土器時期 3告 載外 出土遺物 備 考 て U) 1自

SK 23A MG 68 49 凹石sb

SK 23日 MG 68 49 I白石sb

SK 2'IA MI65 49 

SK 34A NO 78 49 回 ιl 凶石Ab'sb，石J.l[，A

SK 34日 NO 78 49 1111おAb'Bb，石錘A

SK 34C NO 78 49 1"日Ab日b，石縫A

SK 36 NS 77 48 

SK 38C NS 76 48 田正la

SK 38E NS 76 48 田 4a

SK 39 NR 76 50 ID-4 EiMW，llfJ石Bb

SK 41A NM 79 49 ID-4 焼粘土事l!

SK 41B NM 79 49 ID-4 焼粘土事u
SK 41C NM 79 ，19 焼粘ご!こJJl[

SK ，12 NM 78 50 国-，1 出石日a

SK ，18 NQ 78 f.J図3

SK 53 NR 77 50 11fJ石sa，石緩B

SK 62 NQ 77 90 l11Ji行Aa

SK 66 NO 78 51 |可錠j犬石製品A

SK 72 NN 77 50 ~11石Ca

SK 73 NQ 74 50 

SK 7，1 NQ 75 50 

SK 82 NR 77 50 

SK 90A NP 74 60 田 4 高Ij*~C 一吉1;，間交区外

SK 98 NL 78 51 凹石Bb

SK 109A NK 78 51 田 RF 

SK 109B NK 78 51 田 4 RF 

SK 110日 NK 78 51 回一4 土[同，扱 ~ifC ， RF，凹石sb

SK 130 NK 73 52 ID-4 問石Bb，J;j(;lj(石製品A

SK 132A MF 67 51 

SK 132s MF 67 51 

SK l<l3 NM 76 76'77 ID-4 

SK 147 NK 74 52 血 4

SK 149 NL 74 52 

SK 152 NK 73 52.103 

SK 157 ND 69 101 

SK 163 NL 74 52 田 4

SK 177 NC 71 52 田 4 凹石sb，河il佐状石製品A，二脚石器D

SK 183 NM 75 52 ID-4 

SK 187 NM 74 52 

SK 188 NM 74 52 皿

SK 190 NL 76 

SK 194 NM 75 45'53 ID-4 凹石sa

SK 250A NJ 71 20.53 回 凹石sa

SK 253 NA 70 53 田 4 球状石製品A

SK 258A NP 79 53.104 ID-4 J，j(;1犬石製品A

SK 268 NO 80 53 凹-4

SK 27，1 ND 70 99 

SK 280 NO 73 らl ID-4 門機;1九jこ製品， RF 

SK 281 NO 73 らl ID 円君主状 j:製品，石縫A，蹴T:i日

SK 285 NN 77 ID-，I 

SK 286B NO 76 74.75 国，1
F'Jll:t:IJ、土製品，Ij飾 I)，i!jlj{)，i日C，RF，石111し石J，ThA，r会石B，1111石sa日b円波状:百製

品A，三!開石í)~c，三郎岩!仮C，黒1IU1石

SK 287B NO 76 74 .75 回
土1悶，内盤状土製品，削 ~{ifA 日 F，石 fiftD ，:t!lír.，iA ，石 r.，i ， 凹石Ba'Bb' J，j(;lk石製品A，円

役;Ik石製品A，三l出l石;ii;:c

SK 288日 NO 76 7，1'75 羽 4b 土fll\，削{，~C'D，7:ヨ錐D，掻r，~C ， RF，石鍾A，石限，jTj盤状土製品，炭化物

SK 288C NO 75 74.75 I11-4b 土ff.!\，自Ij{)~C'D，石filtD，銀総C， RF，石鍾A，石1II1，PB症状土製品，炭化物

SK 292 NN 75 76'77 Ill-，I 録音ifA

SK 293 NM 75 76 

SK 295 NN 75 76.77 凹 2

SK 296 NN 7，1 76.77 Ill-，I 3事形:仁製品Aa，円君主状土製品，記F，石1111，凹石Ba'Bh'Cb

SK 297 A NN 75 76.77 凹-'1 1ミ

SK 297日 NN 75 76.77 III 

SK 298A NN 75 76.77 凹-，1 こI:.f，尚，円盤状土製品， i'j!jí1;iD，石 "f.l~~

SK 日88 NN 75 76.77 凹 4 土 fll\， 1工Jll:J::Ik土製品， iïlj{1ifD ，イ日!}~~

SK 298C NN 75 76.77 111-'1 土fil\， 1工j錠状ニ製品， iïlj{);iD ，石 !l~'.

SK 298D NN 75 76.77 土 fl耳，円盤;Ik土製品，持り {)iiD ， 石 _'l~~

SK 298E NN 75 76.77 仁fll¥，[l]錠;IJ(土製品， i'jりilifD，石器

SK 299 NL 76 53 

SK 410 NI-I 76 53 限 4

SK 411日 NH 7i 付1213 1lI-，1 問主主状二!こ製:日1，凹石Bb

SK 437 NE 75 94.95 右銭A

SK 4，15 NJ 74 号i 堕 4

SK ，1，17 NK 76 間〕 1lI-"1 

SK 449 NE 77 5，1 問-，1 ドj君主状土製品

SK 450 NE 77 Eドi 1lI-'1 

SK 46，1 MJ かl 55 [s-4 

SK <173 NC 71 56 Ill-'-'Ib ミーチュア仁'.l<1.

SK ，179 NJ 78 85.86 [s i'j!j:lifF，1空l石川 8b

SK 481A MI66 55 

SK ，181日 MI66 55 

SK ，182 MK 67 56 

SK 495 ND 75 9'1 1lI-'1 P]~:j::lk二t製品，:t!lí{)fiB ， PJlIil:;lk7:日製品A'155@B ベルト伐し'i'i1iJ!j[め!万し

SK 5IJ9 KM 4お 56 ITI-.1 イイを.~Ml

SK 510 KN /17 57 ls-'la 設:liiA，炭化物
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i童精 No. グリッド 挿 図 No. 土器時期 H:l 載 外 出 土 i璽 物 備 考 ;;-、， (/) 1也
SK 511 KN ，[8 57 

SK 515 KM 51 狙-，[ 剖m
SK 54，[ KL 48 ひF 【j 

SK 556 KO ，[9 57 回一ιl 円 f!~状製品，凹石日b

SK 559A KR 51 57 |可能状土製品 五I'iときj型め民し

SK 570 KM 51 57 

SK 571 KM 50 57 

SK 606D NG 70 106 

SK 608C NG 70 106 RF，イゴ][[1，Eifif¥s 

SK 610日 NF 71 '[1 凹

SK 611A NF 70 41 III-，[ 

SK 616 NJ 73 17，100 日1-，[

SK 619C NE 71 87，88 III 

SK 619[ NE 71 87 

SK 623A NE 73 107 凹

SK 624A NE 72 107 凹

SK 626 MK 67 59 

SK 646 NA 67 58 III-'[ iiljf，i;c， f1HI:i:;lj;石毛1品A II -IVaを切る

SK 647日 NA 67 58 III -4 箆状石{~iiA

SK 6'17C NA 67 58 凹 4 i';i!:;lk石器A 一部調変ほ外

SK 650C NH 71 24.28 

SK 662B NH 71 23.24 田

SK 662C NH 71 23 III -4 

SK 6fデIC NJ 72 

SK 672B NE 69 34.57 

SK 686 NE 72 付図3

SK 699 NE 71 付図3 III-4 

SK 716 NF 69 付!翠3

SK 719B NG 70 40.1ω 皿 4

SK 735 NG 72 109 回 4

SK 755 ND 72 62 田 ιl

SK 758 ND 73 62 

SK 784 NL 72 16'68 回 4 RF，円1l:l:;l7n王製品A SKS-dワ

SK 786 NJ 71 107 

SK 79'[ NK 74 58 III-4 自リ'GifD

SK 795 NJ 74 58.112 

SK 796 NE 71 j"J図3

SK 803 NF 69 j，J[Zl3 

SK 823 NB 73 58 田 5 石J'im

SK 865A NL 75 13.45.91 

SK 1027 MT 7，1 付図3

SK 1251B NI 70 2'1'25 

SK 1257 NO 73 71 一部調査区外

P 36 NR 77 1寸区13 町一4 凶石Bb SK 

澄備ト10. グリッド 持 図 No. 土器時期 掲載 ヲ十 出 土遺物 f指 考 戸勾、 の {也

SKT 90B NP 7'1 60 自どl i'jIJr.eic 部調査区外

SKT 179 ND 70 60 阻どl

SKT 201 MF 69 61 ー吉;調査院外

SKT 215B NB 7日 97 

SKT 218 ND 68 101.102 III-，[ 凹石Cb

SKT 220 MI68 61 出 5

SKT 567 LO 57 61 

SKT 647A NA 67 58 囚 '1 箆状石{~~A

SKT 681 ND 73 62 回 4 ITIfI:l:;1犬二t製品

SKT 683 ND 73 62 田-4 焼粘土塊， [~115 日a'Bb 'IJj主担iめ11，し

i輩格 No. グリッド 持 図 No. 土器時期 掲載 タト 出土 i盤物 f爺 考 手、 ぴ) 1血|

SKS-a ['IA NK 72 63 出 4b
円t1ii';liU:製品.JYHVi土塊， RF，磁石A，["1石日b，三ミIVH5:1eiD，三f/J]f;宕IiIJ:A.CfR;lk:{5製

ぷA，J;t:I!

SKS -a 14B NK 72 63 III -，Ib 
内推材、二|ニ製品，JJ'l:粍1土J見!， RF，高'i石A，[空J:f:J日b，三IVil石-;{i}D，コfIIIfYk:.1l立A.cJ;t:I!;布製

品A，fR;lk石製品目，お孔l穣B

SKS-a 28 NM 77 12.63 III 
ミニチコーアゴ::;ei， rrlmt:1犬土製品，焼粘土I地， f~íl j ;{ii日C'D'RF，rg製石斧A，rf'i:flB， 1引

EAb'Bh.li縁日，ドHJfJ::I}:石製品九三角形干+n足A，石j手形石製品，石製品

SKS-a 29 MQ 66 III -4 
l'I1l:W:土製品，Nt:.約二i二JJ!i，向1111"，B'C'D'RF， JUJイJBa'8b， r:t;lk fイ製品A，ITI披材、石製品 …→古1;;J，¥I:l'fIX外のため一吉[;

A，三角形岩Il足。 ;1ξ抑

I'j潟， [τlすよIkj:製品， :=:f!jlf;こ1:.'製品，こ!こ製品鬼， tJt1)ifc，fi銭E，i'jljr.CfA's仁

SKS-a 31 NA 70 ら[，65 Ill-，j 干i1)if，RF，高日， lillll，干lJiftB， :{行 jl[IA ， JUI 干îAb' l3a.I~H;1A' s， J)Z;IU_i製品A，I'I絞i犬

1]製品A，=--:i/jlf;:{:i製品三角形'LiI~~A'D有孔様白，石製品.m化物

SKS -a 38A NS 76 ，j8 羽 -4a
ドHit;li、 1ーも1 品， I:!!l\，焼れ~î 二!こ JMUjlj r.ei8'E，U， r.eiA'C，正i 高'i118， IUI石 JII¥没 i(i，ju!の 1ft:I:2N壬
Ba'OBb'Ca'Cb (SN38F'GJ 

SKS-a 'jO NP 76 63 III-，jb 11111"日b，1~I :CîCb ，イイ JIIL

SKS-a ;[;[A NQ 79 66 図-'j

SKS-a '[5B NQ 79 ，[7.66 取 rla
l'lili定村、上製Elfl. 二ifj形士一製品， j王r.eiA'B，ヒ勺エスエスキーユ， RF，11I1{5Ba'8h，被布
日，三明]石 '.E'.日

SKS-a HYi NM 73 67 Ill-，[ 
IT]fI症状一1:製【111，焼'j'，lj了I)J!Li'jl]r.cic'D'F， ]，y，:{iic， 1i:{ei. RF， 1''I1iBa-Bhお1II1， 1iIIg以内

世主;Ik正[製品A，てて腕!'fil仮D，イゴ製品

ミニチュア土器， I'lil乞liU:主l~lWl ， .:-Lll11. 'T.;立もち-1'_Jsl，tJt :{iiA' 8' C， i'jlj r.ii臼 C'D石封1:0，

IvlS uo 自 'ih 手 RF，イl縁日， i:ilUA，I"J{iAb'lla.j，j;;i!、イ"良品A，!JHi刻人イーi製品A，U目的Tr;おilii，二二

flJ)r;'NI~i. D ，千f孔際B ， D製品
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第 2節検出遺構と出土遺物

遺構 Nu グリッド t草 函 Nu 土器時刻 掲載 外 出 土透物 備 考 戸勾、 ぴ〕 {世

|【1il症状了l二製品，三角形土製品，こ|二製品， .J.t1t'h!j土J忠， i'jIJi.:;O，6j;lto ， f;~ (，:;A-ß-C，石 23，

SKS-a 136 MT 68 67 阻 ιl RF，石 111l，絞石ß ，凹石ßa-ßb，イ'j flRA ， J.jt状石製品A ， !'Jfl:W;石製品A 三Il却石 ':~ifD ， 三

fiJJf5告j仮0，有孔際s，li製品，炭化物

SKS-a 166A NL 72 68 泊 ιi 凹6sb

SKS-a 2CトlA MT 75 59 田 2
円換状土製品， Fi!J-fiiiD，石IIIl，石J1Rs，磁石A-s，凶Esa-Cb，PJtl:tl!;iゴ製品A，lHL様s，

ー部品lJJ't1三外
石製品

SKS-a 254 NO 78 51 凹 4b 円盤:I!;土製品，1.11粘土峻， iiU:;:;s-F，RF， !1l11ヨsa-sb，石緩A

SKS-a 272 NO 70 33-70-99 出 1
須lむ!.:):;， f1Jtl:J::lk:上製品， lrl¥ili1) ，J;it約 i二JJU，二l二製品.ì~j !J :~ii 日， RF，石f母A ， II~石A，!空l 石

Ab-sa -:[:i llIl 

SKS-a 275A NP 74 IIl-'[ 内il:t:!7;土製品

PH症状土製品，二角形了|二製品，土製品，1.主治土1虫，石総s，i'jIJ:;:;A-C-O-;J長';iiiA'B'C，

SKS-a 282 NN 72-73 IIl--'[b 箆状石 t~irA'B'RF，厳正îA，石緩A ，[空JEAa-Ab 石 11立，球状Iî 製品目，[引I:ì::lk石製品A ，

三fijJf5岩H在日 D有孔際s，炭化物

SKS-a 286A NO 76 74 -75 田 4b
円l[il::!kこ製品，Jf飾 1)，i'jlJ{i;;s-c，RF，CilITl，行;jJ[tA，ri'!lis， [llJfisa -sb-!ヰtl:Uk行事1

品A，三 IV申石 ;îiic ， 三腕!岩版C，与~l1fi1石

SKS-a 289B NO 75 74-75 血 ιl u札環状土製品，円捻↑人土製品，削;iiiD，削;{iiF，凶行Bb，↑JJil:i::J犬石製品A

SKS-a 291 NM 76 76-77 国 4 円ilil::1犬土製品，出1j{{ifE，二一向1f;岩版A

SKS-a 294 NN 75 図 4 !JJ盤状土製品，出IJ器F，IJJ滋材、石製品A

SKS-aι[00 NC 70 78.79 凹 4a
ミーチュア土;!3，円社主状土製品，淡粘 i二1鬼，削 ;;ifB-CO-J盃{，~A-C， !ll[:i:iAa-sa-lillll， 

行IntC，石錘O，r!l!石B，三開l石器A，!oJ-孔球B，炭化物

ミニイーユ/土器，[エJ~iì':!;人土製品，銭形土製品O ， iïU;;;;A-B-C 干:;[，!tB ，箆状石~i~A，石

SKS-a 404A NJ 76 80 凹 1 (fF，石鍾A-B，[1_qお A"， Ab-;6 1l1l ，f:it状石製品目，三角形岩版A ， ij虫主 IJ居者，有~l球B，炭化 1:'.1翌日にSKP-bあ1)

。i却

SKS-a 442 NE 77 79 []]-4 5事?彩太ーも1品川，箆:I!;羽I{{ffB，自Uii:;C-F

SKS-a 444A NG 76 81 回 4b |可能状土製品，削 fiiic ， 石j'4W，掻~~fA ， RF， f，i~石B ， [11]石Bb，行総呂

ミ一千ュア土p，:;， r1JfI:i::1犬二t製品，三角形土製品， IJ~ 粘土塊，石封to ， iiIJp':;B-C-O-E，扱

SKS-a 469B NI 72 82-83・84 皿 4b ~ifA'B'C，石 1古B-C，石封tc ， y~:lk 石 ?'irA-B ， I1!i製石斧B ， Ei詳， RF，石j!sA-s，凹石

Ba-Bb-J;jt状石製品A，円盤状石製品A，石製品，イf孔際B，経石，アス 7アルト

SKS-a 476A NJ 77 85 阻-，ja PJlI:i:1犬土製品，焼粘土j鬼，問石Ba-Bb

SKS-a 478B NK 7i:i 85-86 回一，jb
F'Jtl:t↑人土製品，焼粘土j鬼，削 {{~C ， E{f~，月宝石日 C，凹石Ab-Ba ニ fiJJf;対H江A-O，化

物

SKS-a 602 NG 70 29-30-1ω 回 4

SKS-a 619A NE 71 87-88 凹-4 [工Jillt状土製品，削-iHiC'E'P.RF，凹石Bb-Ca，石鍾s，有孔l穣B，炭化物

SKS-a 619日 NE 71 87-88 回 4b 円il:J:状こ!こ製品，剖r，<rC-E-F，RF，[1f1石日b-Ca，有縁日，有孔l雄日，炭化物

SKS-a 70日A NJ 75 89 IIl-4 i!j iJ ~irF，石部[0，凹石Bb

SKS-b 7 NQ 77 90 出-5

SKS-b 47 NQ 79 47-66 悶 4b 焼粘土JJl!， J益器C，限l石駄目b球 11:布製品A，二角形岩mJ:日

SKS-b 58 NT 76 90 回，jb tl-6a:A 

SKS-b 63 NQ 76 90 狙，[ 円盤状製品，出iJ~:;B，凶石Ca

SKS-b 101 NL 79 91 狙 4 石 }l~ß

SKS-b 105 NL 74 91 田-，j 円11症状土製品，焼WiJ:)鬼

SKS-b 20'lC MT 75 69 田 2
PU生:IJ;;I二製品， jljlJ ~~ifD ， 行lIIl，石錘日，政行A-ß，凹石 Ba-Cb ， flJffit:I!:石製品A，有孔熊s，

石製品

SKS-b 204H MT 75 回 2
円盤i犬土製品， iljlJHiro，石JJIl，おfifw，飯石A-B，[lll石sa-Cb，円f!if:状石製品A，有孔1穣13，

一郎調査l主外69 
石製品

SKS-b 277 NO 74 71 図 円旋|犬土製品，自IJ器C，炭化物

SKS-b 278 NO 74 71 IIl-4 

SKS-b 284 NN 74 72-73 IIl-2 石鍛A，凶行自b

SKS-b 412A NH 77 93 []] 円盤状ニ|二製品， i'jiJl出C-O，[1lj-百Ba-sb

SKS-b 412s NH 77 93 凹-4 向機状土製品， fjIJ6~C-O，閃石 Ba-Bb

SKS-b 412C NH 77 93 皿どl 円 11:1::1犬土製品， 1判(，~C-o，閃石Ba-Bb

SKS-b 4120 NH 77 93 []]-4 円盤状土製品， iïIJ6~C-O，凹石B，， -Bb

SKS-b 440A NE 76 92 回-，[b [1lj石Ba日b

SKS-b 441 NE 76 92 血 4 土問

SKS-b 446 NJ 7，j 91 凹-4

SKS-b 451 NE 76 92 凹 4 IlJjl症状土製品

SKS-b 474 NN 73 54-/2-73 llI-，[ 

SKS-b 49，jA NO 76 94・95 国 4b 門賞症状こ!こ製品，ニj!J形j二製品，石J!fm，PJ宮古↑kfi製品A

SKS-b 494日 NO 76 94-95 llI-4b 円fl:t:lkニiニ製品，ニIIj]f;土製品唯日，[司推状石製品A

SKS-b 512 KN 46 91 釦 4a 鐸If;ニlニ製品Ca.jljU.;fifF，泊石Aa-Ab石錘C，炭化物

SKS-b 51'j KM ，j5 93 IIl-，[ 
ミ一千ユア!こ(，i;，f1JiI:J::1犬二i弘司1，鍔J[;こi二裂品Ab，土製品，lIt'!'，lj二i)忠石I!Il，凹正i白b，行

j.lgs 

SKS-b 554 KP 49 93 IIl-4b 石1I[l rlJj主Jjl¥め浜し

SKS-b 613A NF 71 ，[1-87-81ち 阻 2 強(，;;B

SKS-b 613B NF 71 日7・8う 回 十石器日

SKS-c 22 MF 68 95 

SKSーじ 77 NR 75 95-121 []]-，ja PJ~it状一!こ製品，高'i 1=Jß ，凹石日a- Bb-[[J~:t:1た{Î製品A

SKS-c 102 NL 78 96 回一どj" 三角形:1:製品，出iJ{，~ß-E ， [空l石sa-sb

SKS-c 106 NL 77 96 出-4b jTJj盤状土製品， -IYtfrli:l:J鬼包状石1)~B ， iïIJ6~F ， RF， [lIIEBh-Cb，石IIIl

SKS-c 1，j2 NN 76 96 []] 
ドJl1i糾k:lニ製品， 1生1'，lj:JニJJlJ，:1二1111， Ei!iltE， i'iiJ(，:;r， J;Tt'?:;B-C， [U日行Ba日b，I"J被↑人行1製品A，

三fij]巳岩1:江A

SKSーじ 215A Ns 70 07 図 円主主状二!こ製品，三fiJ}f;こ!二製品， j;;~ (， f; 日， RF，正i!lll，l"n元日a-sb， LR:lk石製品目

SKS-c 252 MT 7，j 96 田-，[
門~:i:IiU-_製品，コ f司 i[;土製品，石 ;15，員F， j五日iiA，["1石日h，6l11l，石?手形石製品，三fiJ

Jlrfイあ 1)
)f，，1岩!反日

SKS-c 279 NN 7，j 5<[ []] -，jb IJJil:H人←!こ製品， RF， I径百B，ニIJ!Hi:;:iA

SKS-c 290A NM 76-77 []] '-，j 首干しi日製品

SKS-c ，108 NH 76 97 m -4 

SKS-c 411A NH 77 93 []] -，[ JTlilii;;Jldニ製品，ド.11正i13b

SKS-c 61'j NH i2 98 国一，j ITJllil::I!;土製品，二!こ!潟，イ:iJ!ll， ff~石日

SKS-c 617A NE 70 :33.70 悶，[ PJ~lì':J;人ゴ:製品，削r.fiF ， 1:;f長日

SKS-d 213 N!l 69 91 凹-'Ib
IIJff症状 1:製品，三角形 1:製品，削r.:;c.RF， Tillll， fijl[m-c， I"J行Aa-Ba-，:::fij J巳ぜ汁IfL

碍i多i!t
A-O 

SKS-d 27:l NO 70 70-99 []] i'il] {)iiF，石鍾A

SKS-d ，139A NE 76 89 凹-，1 石j!jfB

SKS-d ，166 NH 75 98 []]-，[ [111石8a-sh 内部:1 こ RP-~111行

SKS-d 609C NG 70 1()6 []] -'lb FJfI:l::lk上寺'J'

SKS-d 621 NE 71 87 関 '1

SKS-d 7(XJ日 NJ i5 89 自]-，[ 出IH~~F，イ7説1: 0 ， ["1 イéî8b

SKS-c 80 NK n l(J'1 i'jl] {iiiC 

SKS-c 2'[0 NP i，! 71 IIl-，[ 許A-s，[1l1:rish 
SKS-c 436A NE 75 ~)<j -95 []]-'1 RF 

SKS-c 438 NE 76 9，1-95 []]-'1 
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第4章調査の記録

i豊橋 Nn グリッド 挿 図 Nα 土器時期 掲載外 出土遺物 {荷 考 て 。) 1也|

SKP-a 9 NI 77 99 

SKP-a 12 NH 77 93 

SKP-a 24B MI65 49 

SKP-a 25 NE 76 92 

SKP-a 37 NS 77 48 出石Ba'Bb

SKP-a 38D NS 76 48 団 4a

SKP-a '13 NQ 80 47 SBや

SKP-a 448 NQ 79 47.66 5日ベコ

SKP-a 45A NQ 79 47.66 皿 4a

SKP-a 45C NQ 79 47 凹 4a S8や

SKP-a 49 NQ 78 99 

SKP-a 54 NR 77 50 自IJ:;~D

SKP-a 55 NR 76 50 

SKP-a 57 N5 48 却 4

SKP-a 64日 NP 76 118 四石呂a

SKP-a 79 NK 72 20.104 羽 4 58さ

5KP-a 94 NM 78 11 S8あ

SKP-a 95 NM 78 11 S8あ

SKP-a 96 NM 79 11 S8あ

SKP-a 97 NM 79 99 

SKP-a 99 NL 79 99 

SKP-a 107 NL 99 

SKP-a 108 NK 77 85.86 IIl-'1 p:j盤 ;1犬土製品，時IH~ifF

SKP-a 109C NK 78 51 皿-，1

SKP-a 110A NK 78 51 血 4 土偶，扱*~fC，立F，凹石Bb

SKP-a 110C NK 78 51 mζl 土日1l，t主器C，立F，~I] 石8b

SKP-a 111 NN 77 NI'ill3 

SKP-a 122A NC 69 36.42・101.102 焼粘土塊 5日の

SKP-a 122日 NC 69 36.42.101'102 焼粘土塊 5日ま

SKP-a 123 NC 69 101.102 III 

SKP-a 125A NK 73 18'19 凹石8a'8b S81t 

SKP-a 125日 NK 73 18.19 田-4a 問石8a'8b 58こ

SKP-a 125C NK 73 18.19 閉石8a'8b

SKP-a 126 NK 73 18.19.100 IIl-5 凹石器b

SKP-a 127A NK 73 100 狙 5 高IJ6~D

SKP-a 127C NK 73 l日日 図-5 自IJ捺D

SKP-a 128 NM 78 99 IIl-4 

SKP-a 139A NK 75 10日 IIl-4 

SKP-a 139日 NK 75 100 回 4

SKP-a 140 NK 74 17.103.121 IIl-5 5日く

SKP-a 141A NL 74 45 回一4b 凹石8a S8め

SKP-a 1418 NL 74 13 皿-4b 凹石自a SBえ

SKP-a 1'14 NL 74 102 

SKP-a 145 NK 7'1 103 

5KP-a 148 NK 74 13'52 IIl-4 S8λ 

SKP-a 150 NL 74 102 羽 4 白石日b

SKP-a 151 NL 75 102 IIl-4 

SKP-a 153A ND 69 35.42.101 問 2 s8iュ
SKP-a 1538 ND 69 36.42・101 S8ま

SKP-a 153C ND 69 36.]01 S8の

SKP-a 16日 NJ 77 103 回一5

SKP-a 161 NI 77 103 

SKP-a 162 NK 7'1 13・103

SKP-a 164 NL 75 {すIZI3

SKP-a 173 ND 69 33・101 IIl-4 

SKP-a 175 ND 70 33.102 凹石Ba S81こ

SKP-a 176 ND 70 102 IIl-4 

SKP-a 184A NL 75 13，'15 皿 4 S8め
SKP-a lt対日 NL 75 13.45 S8え
SKP-a 185 NK 74 103 

SKP-a 186 NK 7，1 iかl

SKP-a 189 NL 76 10'1 IIl-4 

SKP-a 191 NL 76 44 IIl-4 S日む
SKP-a 192 NK 75 13 S8ぇ

SKP-a 193 NM 76 44 問 4 S8む
SKP-a 195 NL 75 103 [1fJT=I8b 

SKP-a 196 NL 75 103 

SKP-a 197 NK 75 l似

SKP-a 198 NM 75 53 

SKP-a 217A NC 68 ，13，101 田正i S8み

SKP-a 217C NC 68 43.101 

SKP-a 221 NC 68 101 凹 4

SKP-a 222 NC 68 36.42.101 S8ま， S8の

SKP-a 223A ND 70 99 m 

SKP-a 2238 ND 70 99 

SKP-a 227A ND 69 36.101 田-，1 RF S8(/) 

SKP-a 227日 ND 69 36.42.101 RF S8ま

SKP-a 234 NK 72 1C川 百lイ'18a

SKP-a 235 NK 72 付1'i(]3

SKP-a 236 NK 72 10'1 IIl-，1 

SKP-" 237 NK 71 20'53 田 4

SKP-a 238 NM 72 j.j図3 III 

SKP-a 241 NK 73 18.19.1α) S8 < 
SKP-a 245 NK 77 j.WJ3 田-4

SKP-a 2，17 NK 78 85 

SKP-a 250臼 NJ 71 20.53 IIl-，1 [1IJ布8a 5日さ

SKP-" 255 NK 79 85 町一，1 J"II1Bb 
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第2節検出遺構と出土遺物

遺憾 No. グリ y ド 4申 図 No. 土器時期 t昔 戦 空十 出 土 i藍 物 自首 考 て び) 1也
SKP~a 256 NM 77 11 回。i SBあ
SKP~a 257 NP 80 SBベコ

S I(P~a 258日 NP 79 53.1C)，! Ill ~.1 球状石製品A

SKP~a 259 Np 79 .17 Ill ~4 SBベコ

SKP~a 260 Np 79 H)<J III 

SKP~a 261 NO 79 53.101 

SI(P~a 262 NP 79 17.53.H}l SB-'iコ

SKP~a 263 NP 79 105 

SKP~a 26<1 NM 78 11 SBJi) 

SKP~a 266 NI( 78 85 凹 .1

S I( P~a 269A NL 77 12.105 Ill ~.1 

SKP~a 269B NL i7 12.105 5日し、

SKP~a 270 NL 78 11 皿 4 SBあ
SKP~a 289A NO 75 74 Ill ~.1 

SKP~a 289C NO 74.75 図 ιl

SKP~a 404日 NJ 76 自o 由 I

SKP~a 409 NH 76 iり5 田 ~.I

SKP~a ，1，10日 NE 76 92 凹 .Ib

SKP~a 454 NF 76 Ill ~.1 

SKP~a 455 NF 76 92 Ill~，1 

SKP~a ，169A NJ 73 20.82.83.8，1 回 4b

SKP~a '169C NI 73 17.82'83 国 Ib

S I( P~a .170B NJ 72 17.82.84 凹 i

SKP~a 476日 NJ 85 

S I(P~a .J76C NJ 77 85.86 

SKP~a .178A NK 78 85.86 III ~.Ib 

SKP~a 480A NJ 78 85.86 隠 .1

SKP~a ，180B NJ 78 85.8占

S I( P~a 484 NG 72 37 凹 ιl 石'l?_

SKP~a .185A NG 71 37 回 ~.Ib

S I(P~a .185B NG 71 J 内【i 泊。Ib

SKP~a '186A NG 71 29'37 恕 4 SBは
SKP~a .186B NG 71 29.3(1'37 Ill ~-I SBつ
SKP-'a ，186C NG 71 29.31l SBて
SKP~a 486D NG 71 40 SBへ
SKP~a .187 NG 71 26 回 ~4 天然アスファル 1. (第 5 第 12~iíきさ I!百) アス 7アルト収 (S21 SBt:ニ
SKP~a '188 NE 71 37.87 阻ィla 削!J':'_日 SBI止
SKp~" '189 NH 71 30 5日に
SKP~a 490B NE 76 124 

SKP~" 566 LO 57 107 

SKP~a 601 NF i2 37 凹 ιi 5日は
S I(P~a 603 NH 71l 26・29.30 5日た
5KP~a 605A NG 70 31.40.106 出 -1 古Ij?'CrB SBへ
SKP~a 605B NG 70 31.1仁日 Ill-'I 自1J6ii日 5Bと

SKP~a 605C NG 70 29.40.106 田 ~4 自Ij G~日 SBつ
SKP~a 605D NG 70 30.106 皿 4 i)iU{{ff日 SBて
SKP-a 6116A NG 70 31.74 SBと

SKp~" 606B NG 70 40.106 5日へ
SKP-" 6()6C NG 70 i仁j 凹 1

SKP-a 606E NG 70 30.106 

SKP-" 6日7A NG 71 106 回一 i

SKP-a 6[)7日 NG 71 106 Ill-，I 

5KP-" 6ωc NG 71 106 問 -1

Sl(P-" 608A NG 70 30.106 Ill-.' RF，石1111.liflim SBと

SKP-" 608B NG 7() 28'30.l(日 Ill-，Ia RF，石1111，石縁日 5B七3

SKP-" 608D NG 70 lO6 RF，行1111，干=If'ffiB 日目て

SKP~" 飢19A NG 70 41・106 凹 .Ib |工jft症状ゴニ製J SBIま
SKP-"邸時)日 NG 70 11.106 Ill-，Ih 円mt:1犬二i二製nn

SKP-a 610A NF 71 41 III S日{ま
SKp-" 611日 NG 7() 41 田-4 SBli 

SKP-" 611C NG 70 106 I11-4 

5KP-" 612 NF 70 32，，11 自 5

SKP-a 613C NF il 87 回-，1

SKP-" 613D NF 71 38':l，HO'87 回一 l SB';"， SBひ

SKP-" 615A NF 69 f"jl~3 凹 '1 f:i 1Il1 ，凹石日b

SKP-" 615B NF 69 32 'G1Il1， Ilil1.1Bb SBな

SKP-" 615C NF 69 ，11 Ill-，I イ日1Il1， 凹n日h 5BIま

SKP-" 615D NF 69 f.jlヨ13 凹 5 石田1，円IIiBb
SKP-" 617日 NE 70 33.70 隠ー l ILj~it状仁製品， j'jlj?CfF，行5Ats SBIニ
SKP-" 61iC NE 70 33.70 出 l 円捻;Jfd~製品， j'jl]jlifF，日錘日

SKP-" 618̂ NI 20，2，1，25 ドHlit:IU~製品， i~j !J :~if日 5日さ， SBそ， SBせ
日KP-a618B NI 71 23 Ill-.I ILjllit;IJd.製品.i~í lJ ;fifB 

SKP-a 618C NI 71 e3 Pl fJ:l::lk I'， i~~ 品， i!jfJ;fifB 

SKP-" 618D NI 71 ・2<1 Ill-.I I'j泌;IJ:I製品，自IJ;~g，日

SKP"'" 618E NI 71 20.25 I'j総状 l二製品，自11;~~f 日 5日さ， S8せ， 5Bそ

SKP-" 619D NE il 87'88 問…，1

SKP-" 619E NE 71 ，10，87 III 5Bへ

SKP-" 619F NE 71 87 

SKP-" 619G NE 71 ・88 III SBIよ
SKP-a 619H NE 71 ，IH¥7.88 S81ま

SKP-" 620 NI 71 III SB!二

SKP-" 622A NI 71 ~3'::!11 四 l 5日せ
SKP-a 622B NI 71 fll 

SKP-a 623B NE i:3 107 [s-I 

SKP-" 62，18 NE n 107 

SKP-" 625A NH 72 2.1 Ill-'I 5Bそ.~8 ，1 

5KP-" 625B NH 2，1 .20 

SKP-" 627 NI n 23.26.27 III 日日た

SKP-" 62iOA NI il 23.107 III -.1 日日ち

5KP-a 6288 NI 71 '23，28，]0， 
SKP…" 629A NJ 7'2 2(/，107 III 

SKP"a 629日 NJ 72 どり・107
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第4章調査の記録

j豊橋 No. グリ y ド 持 図 No. 土器時期 掲載外 出 土 i蓋物 俄 考 て ぴ】 i出

SKI'"-" 6331¥ NH 70 27.29.30 凹-，1 [1I1Ti日h 5日つ

SKP-" 633日 NH 70 27.29.30 [~[万日 b 5目、

SKP-" 63.1 NI70 25.26 SBた

SKP~a 635A NG 71 29'30.31.106 1Il-，1 5Bた

SKP-" 635日 NG 71 29.31.106 凹 4

SKP-" 636日 NE 69 33.108 1Il-，1 円絞;1犬:1こ製品， i~ Jj mfD'F，経百 SBIこ

SKP-" 636e NE 6f) 108 町一，1 PH[jj:;1犬土製品， iilJil:iD'F，i[ii'1:1 

SKP-" 636D NE 69 108 凹ーιl F'11lit:lk土製品， f~j Jj :;(fD'F，続行

SKP-" 638 NH 70 28.31 III SBち

SKP-" 6391¥ NF 70 32.，11 SBIま

SKP-" 639日 NF 70 32 1Il-，1 

SKP-" 639C NF 70 32 SBな

SKP-" 640 ND 71 108 

SKP-" 6，11 ND 71 108 皿 5

SKP-" 642 ND 71 108 1Il-5 

SKP-" 643 NF 70 32.40 1Il-.1 

SKP-" 544 NF 70 32，，10 111-4 日目へ

SKP-" 6'J51¥ NJ 71 20.107 町 ιl

SKP-" 645B NJ 71 20.107 lll-.I 

SKP-" 645C NJ 71 lOi 由 ιl

SKP-" 5501¥ NH 71 25'2，J .27 1ll-，1 SBそ， SB-lせ

SKP-" 650B NH 71 23'2，J III 

SKP-" 651B Nl 71 107 

SKP-" 651C Nl 71 107 

SKP-a 6521¥ NH 70 27.105 [~[干JBa

SKP-" 652B NH 70 27.105 !空間sa

SKP-" 653 NI 70 25.24.27 [ll-4 SBそ

SKP-a 65'J NH 71 28.106 凹，1 SBち

SKP-a 6561¥ NE 70 32.34 田一'1 SBな

SKP-" 656B NE 70 32 凹牛l SBぬ

SKP-" 656C NE 711 fcJl可[3 SBilJ 

SKP-" 657 NE 70 33 SBIこ

SKP-a 6581¥ NE 69 33 SBIこ

SKP-" 658日 NE 69 fcJl雪13

SKP-a 659 NF 71 38.1(附

SKP-a 6601¥ NH 71 27.31 凹 4 円絵;11:上主~!hll ， tXI6ifB，凶百日h SBつ

SKP-" 660B NH 71 30.31 回一5 1'1捻;I7Uこ製品，HH{a:B，凶石Bb S8 i:: 

SKP-" 650C NH 27.29.30 町一5 1'1推;Ifd製品， t~-;HiB ，問石日b SBて

SKP-" 660D NH 71 30 凹 5 円1Ift;lf;土製品.H'd;ii日，[空[1]日む

SKP-a 661 NH 71 28.105 1Il-'1 

SKP-" 6621¥ NH 71 23.24 田 S8せ

SKP-" 6631¥ NF 70 lC主 [ll-4 

SKP-" 6638 NF 70 3lH06 田-，1

SKP-" 66'JI¥ NJ 72 22 凹 4 S8ーす

SKP-a 66'IB NJ 22 1Il-，J 

SKP-" 6651¥ NJ 71 21 1Il-'I" SBし

SKP-a 6658 NJ 71 付[Zl3 回

SKP-a 665C NJ 71 f.llZ13 II1-'I" 

SKP-" 6671¥ NF 69 34 SBIi:J. 

SKP-" 667日 NF 69 3，1 

SKP-" 668 NG 70 106 

SKP-" 669 NE 70 107 III 

SKP-a 6701¥ ND 70 102 1Il-4 

SKP-" 670日 ND 70 102 

SKP--" 671 ND 70 102 1Il-，1 

SKP-" 6721¥ NE 69 34.57 

SKP-" 672C NE 69 3(1-57 凹-，1 SBilJ 

SKP-a 6731¥ NI-l 71 29 SBつ

SKP-" 6738 NH 71 29 

SKP-" 67'1 NE 71 J09 111-4b 

SKP-a 675 NF 71 38 ITl-5 i'jll:liiF SBひ

SKP-" 676 NE 69 109 

SKP-a 6791¥ NH 70 28.30.31 III SBと

SKP-" 679B NH 70 28.30.31 III 

SKP-a 680 NI 71 28 SBち

SKP--" 685 NE 72 f"II'Z13 

SKP-" 687 NF n 38 II1-'1 行総日 SB_;、

SKP-" 688 NF 72 37.39 阪 SB_;、

SKP-a 6891¥ NF 39.109 守ミ

SKP-" 689日 NF 72 39.1ο9 III '1， 

SKP-" 690 NF 71 39 SB，;. 

SKP-" 691 NF 7'2 38 III Ssひ

SKI'-" 6941¥ NF 71 37.105. J09 

SKP-" 694B NF iJ 105.109 

SKI'-" 697 NF 71 38.39 S8，ふ S日ひ

SKP-" 698 NF 72 39.105 SB，;、

5KP-" iOl NE 71 10引 m -，1 ['JiI生状!二十2111

SKP--a 7C).l NF 7り '10 

SKp.-" 705 NF 71J 3:::.tll 58な

SKP---a 707 NF 70 32 SBな

SKP --"a 70S NG 71 38.39 SB4、

SKP--" 709 I NG 71 109 

SKP-" 7JO NG 71 38.39 ITl-'1 SBひ

SKP-" NG 71 105 

SKP-" 712 NG 71 29.109 

SKP--"" 7l:31¥ NG 72 109 III ITHIlJ::!f::f:干.~t日:

SKP-" 713日 NG 72 109 III 1'1役;[7::[こも'J日:

SKP--" 715 NF 70 32 SBな

SKP--" 7li NF 69 fJ["Z[3 

SKP-" 718 NG 71 3()'106 

SKP""-" 7191¥ NG 70 106 回-，1

SKP…" 72:3 NG 70 1()6 
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第2節検出遺構と出土遺物

透構 No. グリッド t需 関 No. 土器時期 掲載 ヲト 出 土 i議 物 {蔚 考 戸、 び) i出

SKP-a NH 71 27.28.105 

SKP-a 728 NH 71 27.28.105 田一ιl

SKP-a 729A NI-I 71 105 

SKP-a 730 NH 71 105 

SKP-a 731 NH 71 108 

SKP-a 740 NF 69 ，Jl 

SKP-a 7，11 NF 70 付 [~3

SKP-a 743 NF 69 ，11 

SKP-a 7，1.1 NF 69 34 

SKP-a 7，19 NE 69 105 

SKP-a 750 NE 69 3，1 S81i" 

SKP-a 752 NF 70 105 

SKP-a 753 NF il 39.109 

SKP-" 759 NE 72 109 町一 l

SKP-a 760 NE 109 

SKP-" 76，1 NH 98 

SKP-a 765 NH 72 98 

SKP-a 768 NI 82 

SKP-" 769 NI i2 82.83 

SKP-a 770 NJ 72 S8 L 

SKP-" iilA NJ 71 20.22 SB-~-

SKP-" iil日 NJ 71 20 

SKP-a 772 NJ 71 ワワ m-5 S8す

SKP-a 773 NJ 72 5日L

SKP-" 774 NF 70 (，j図3

SKP-a 775A NJ 72 20.110 医 ιl

SKP-a 776 NE 70 107 

SKP-a 777 NF 71 38'109 

SKP-" 778 NJ 72 82.83 迎 4

SKP-a 779 NJ 20.82.83.110 

SKP-a 780 NJ 72 82.83 回，lb

SKP-a 781 NJ 72 110 

SKP-" 782 NJ 72 110 m-，1 

SKP-a 7d9 NJ 72 82.ii3.110 凹 5

SKP-" 7以) NK 73 18.19・100 S8こ

SKP-" 791 NI71 107 

SKP-" 793 NJ 7，1 17 SB < 
SKP-" 797 NJ 73 82出3-]00 .J~~:{ifC 

SKP-" 798 NJ 73 18.19 S8こ

SKP-" 799 NJ 73 18.19.82.83 田 S81r 

SKP-" 80() NJ 7，1 17，5，1 SB < 
SKP-" 801 NF 69 105 

SKP-" 802 NF 69 付図3

SKP-" 804 NG 69 106 

SKP-" 805 NG 69 106 

SKP-" 806 NG 69 1ω 

SKP-"以)7 NE 76 92 

SKP-"割)8 ND 76 (，Jt~[3 

5KP-a 812 I NJ 71 21 58し

SKP-a 813A !'11J U;:I ，12，101 m -4 SBま

SKP-a 815 ND 69 35.101 S8ね

SKP-" 816 NC 69 36.42 S8(f) 

SKP-a 818日 NF 76 110 m-4 

SKP-" 821 NG 78 {す [~[3 

SKP-" 822A NE 76 92 

SKP-a 822B NE 76 92 

SKP-a 82，1 NA 7，1 ，16 5日も

SKP-" 825 NB 7，1 ，16 m-，1 [TJm;[!;:[二宮~ri 日日も

SKP-" 826 NB 75 110 

SKP-a 827 N8 7，1 

士二ヰー
SBも

SKP-" 828 NB 73 S8も

SKP-" 829A NA 75 [lI[:(cICb 

SKP-" 8298 NA 75 111 m ["[干JCb

SKP-" 830 NA 75 110 m 

SKP-a 831 MT 111 

SKP-" 832 N8 75 111 

SKP-a 833 NC i2 62 

SKP-a 83'IA NC 7，1 111 

SKP--a 834日 NC 7，1 111 

SKP-" 837 NK 73 100 

SKP-a 838 NK i:l 18.100 

SKP-" 840 NK 18.19. HXJ 

SKP-" 850 NK 7，1 j，J[ょ'[3

SKP-" 855 NK 76 111 

SKP-a 856 NK 75 lOO 

SKP-a 857 NK 75 111 

SKP-a 858 NK 75 111 

SKP-a 8658 NL 13.，15，91 

SKP-a 8il NM 7，1 15 回-lla S8め

SKP--a 879 NJ 77 SO'110 

SKP--a 882 NK 76 111 ITI…4 

SKP-̂a 887 NL 77 111 

SKP-a 889 NL 111 

SKP-a 891 NL 76 111 m一，1

SKP-̂a 892 NL 76 111 

SKP-" 897 NJ 76 以)

SKP-a 9O:J NJ 77 110 田 5

SKP-" 904 トu おり 111J 1lI-，1 

SKP-a 905 NJ i7 80'1lO m -，1 

円KP-am2 N.I 7自 8'i IIl-5 

SKP̂-̂a 913 NJ 78 お5

SKP-a 914 NJ 7o 85 イ号8
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第 4章調査の記録

i豊橋 No. グリッド t草 回 No. 土器時期 割高 裁 ク十 出 土 i藍物 備 考 て び) {也

SKP-" 915 NJ 78 85.86.112 

SKP-" 917 NK 79 85.86 lll'..，1 

SKP-" 933 NK 73 ]00 

SI(P-" 93，1 NK 73 lllO 

SKP-" 935 N.I 73 18.19 III SBこ

SKP-" %3 NH 72 98 

SKP-" 956 NH 73 日目

SKP-" 985 NJ 78 3.I'S5'112 

SKP-" 986 NJ 78 85.]]2 

SKP-" 987 N.I 7i 80 III 

SKP-" 988 NL 72 16 S8き

SKP-" 992 NL f，JI'i13 自1j:;:;C

SKP-" 993 NM 74 "15-52 JlIl没していた S8め

SKP-" 994 NM 75 15 JJrri生していた 日日め

SKP-" 995 NM 75 ，15 回 5 埋没してし、た S8め

SKP-" 99(ヲ NL 76 1，1 S8む

SKP-" 997 NK り「つ日

SKP-" 998 NM f，JsI3 

SKP-" 9日q NL 76 .1.1 SBむ

SKP-" ](泊。 NB 73 16 S8も

SKP-" 1ll()1 NK 73 ]()() 

SKP-" ](1m NK 73 lOO 

SKP-" lII(H NK 7，1 103 

SKP-" 10()5 N8 73 112 

SKP-" 1α治 NK 7，1 103 ]'jIJm;F 

SKP-" lO22 NA 7，1 112 

SKP-a lO26 MT 73 (，J8I3 

SKP-a lO53 NO 7，1 71.i2 lll-，I 

SKP-a lO56 NO 112 

SKP-" lO57 NO 75 112 

SKP-" 11159 NPτl 

SKP-" 1仁日1 NP 7，1 (，J'I宝13

SKP-" 1062 NP 7，1 71.72 

SKP-" lO65 NP 7，1 71.72 

日KP-"1悦刊) NN 75 76 田 5

SKP-" 1084 NO 74 

SKP-" lOS7 NO 74 (，J]'~13 

SKP-a lO日o NL 75 111 

SKP-" 1100A NK 18.19 SBこ

SKP-" ]]008 NK 73 (，JI'X13 

SKP-a 1111 NP 75 iす|主13

SKP-a 1112 NP 75 (，J区13

SKP-" 1122 NN 76 (，J図3

SKP-" 1123 NN 76 76 1II-5 

SKP-" 112，1 NN 75 76 

SKP-a 1125 NN 76 76 

SKP'-a 1128 NO 75 7，1 

SKP-a 1129 NO 75 7，1 

SKP-a 1130 NO 75 7.1.]]2 

SKP-a 1131 NK 75 100 

SKP'-a 1132 NK 75 100 

S~P-a 1133 NK 75 89 

SKP-a 113.1 NJ 7，1 112 

SKP…a 1139 NA 68 112 

SKP-a lHO NA 68 112 

SKP-a 1202 ND 73 62 

SKP-" 1226 NM i2 16 S8き

SKP-" 1227 NM 15 S8か

SKP-a 122自 NM i.3 J.I S8.iょっ

SKP-a 1229 NL 73 SB治、

SKP"" 1230 NL 1，1 S8Ji 

SKP-" 1231 NL i2 S81)、

SKP-a 12:32 NL 72 J.I SBお

SKfL，." 1233 NM Hi.](川 S8き

SKP-a 123.1 NJ 73 18，]9 S81r 

SKP-" 1235 NK 73 18.100 S81t 

SKP-" 12:36 NK 72 19.1O0 5日こ

SKP-a 1237 NJ 73 18.19. ]()() S81r 

SKP-a 1238 NJ 71 ')1.')') 58 L 

SKP-" 1239 NC Ii~ 5日ね

SKP-" 12，10 トj('69 35. lO].' lO2 SBi主

SKP-a 12<11 ND Ii~) :35.，12.1()1 SBiJ 

SKP'-" 12'12 NB 68 ，13 S日み

SKP-" 12ιHi ND iO I?3 

SKP-" Niv1 73 (，lltI3 

SKP'a 124お NM J.I 

SKP-" 12.19 MH 66 ト11"，13

SKP-a 1250 NE 69 109 

日KI'-" I:!SIA トiIiO S8そ

P 215 NP 6:3.1l1J III お丈，1二'.E' SKP-a 

P NL II ]2.111 III SKP"a， SBc' 

l' 2fiO Nトν.1i7 ITI-5 5KI'-a， 58cι 

P 267 NM ii 12 1II ιl SKPι" 5日C'

P 283 Nl. 78 1II-5 SKP"a， 58cι 

P 326 NK il ツワ 1II-，1 SKP-a， S日す

l' 360 NM II lど [[]-，I SKP-a， S8¥' 

l' 1363 NL i，1 fJIどI:J SKP"" 

l' 1361 NL (1111:J SKP-a 

P 1::Hj7 NL 72 ( 1['13 SKp.，，， 

l' 20(1] NL i2 (11ど1" SKp"，，， 

SKI''' h ，1391'1 NE おり III 自で，1)，らあ 1)

SKp-h ND li2 1II 
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第2節検出遺構と出土遺物

i豊橋治 グリ y ド t草 図 No. 土器時期 掲載 クト 出 土 i遺物 俄 考 1/) {也

SKP-b 811 NF 76 11 血-5

SKP-b 818A NF 76 110 

SKP-b 87，[ NM ，[，[ 凹-，[ 三脚1イ;mA SBむ

SKP-b 888 NL 76 [，[ m -4 5日む

SKP-b 102，[ NA 75 112 町一、l [1I[i:1Bb 

SKP-b 1HJ，[ NB 69 91 m-，[ [II[…仁IAa

SKPー b1258 NO 112 

P l-!O NR 75 121 J'[Ti (分¥li1j'[rIJ，Z) SKP-b 

P li5 NR 75 [，j図3 SI心:J-b

i章構 No. グリ y ド t草 図 No 土器時期 掲載外 出土遺物 備 考 戸、 ぴ) 1也

SN 3 NL 73 112 m-.[ 

SN 5 NO 76 113 函-.[ PH:tIIUニ製品

SN 10日 NO 79 120 

SN 11 N1 76 113 m-.[ 

SN 13 NR 79 113 凹-.[

SN 21 ND i7 113 m 

SN 38F NS 76 [8 田 SK38AJm;':.!:過校の焼土

SN 380 NS 76 48 Jll-4a SK38Al盟1:<'過程の十九1ニ

SN .]60 NO 79 .[7.66 m SK.[5日J.'H没過程び)焼土

SN 56 NR 76 50 

SN 68 NJ 78 113 

SN 70 N1 75 113 

SN 83 NL 77 113 田-，1 凶行Ab

SN出j NK 114 

SN 87 NJ 7.] 11:3 

SN 88 NJ 73 IIィl

SN 89 NL 76 11.1 

SN 199A NB 71l 11-] m どl

SN 199B NB 70 ll.[ 

SN 210 NF 71 11，] 

SN 211 NO il lC同 [111石Bb

日N22.[ ND 69 [，j図3 i立粘土JJli.凹石油

SN NH 71 115 思.[ 上寺.VI71Aa，rrj:EBa 

SN 229 NH il 115 m -，] [lfl石Ba

SN 267 MT 71 1)，[ 

SN .]92 NK 77 o5 凹-，[ 石主fm，[1illiAa 

SN 505 KK ，1Ij 11，[ m-.[ j~j Ij 6:;:日， ;{1111し[1I[1JBa

SN 630 恥ISi2 115 m-，[ 円捻状こ|二製品， 1111行自b，r'JiI:J::IJ;石製品A，ニliJJf;'，'i-liliD

SN 631 MT 71 116 回一ιl PHI~:IJ;二J- 製品，焼粘土塊，削 ;{ifD ， 仮設A，石_13~'.

SN 684 ND 73 62.121 III-5 

SN 1252 NJ 77 11，[ 

SN 1253 NE 72 1)<] 

SN 1254 MT 69 114 

透構 No. グリッド 十車 図 No. 二t器時j!ij j，¥l 裁 ヲト 出 土 i畳物 {爺 考 "、p 伊 ぴ) [む

SO .] NJ 76 116 

SO 10A NO 79 120 凹 ιl

5051 MR 68 116 

SO 60 NR 75 117 回 5

so 6.JC NP 76 118 1撃を{半う Pit，SKP-bリ

SO 65 NJ 117 !さ石B.行}llm

SO 69 NF il 117 

SO 76 MR 66 116 

SQ 78 NK 73 116 

SO 91 NK 77 í，Jt~13 江Ci

SQ 92 NK 75 117 

SO 112 ND 6~1 ]()8. ]1り Jll-.1 

501B NE 69 117 

SO 116 NO 70 117 III-.[ IlflTiBb， ]'j，:IJ:1，製品A，ミ明Jfi日:;:8，二:liJJb'ici片足C"D

SO 117 NO 71l lIJ6 [l'j:(イsb

SQ 118 ト1071 117 

SQ 119 NO 71J f.J8J3 

S() et ND il 117 IIIIli8h 

SQ 1:37 MS 66 11o 

SQ 15.1 N13 71 118 ミーイ 1.T[-_;{:f 

日Q16S NJ 76 11" 

SQ 168 NK 119 

SQ 16~1 NK 76 119 自IJ:f;f。
SQ 170 NI 7'1 119 

日Q171 MT IEI 

SQ lï~ 作lQï~ 119 

日Q2()O NCi 7'!. 119 

SQ "(ゆ Nド 119 

SQ 231 NE 71 lEI 

SQ :!3~ NE 11引

50 NCi 7" 11'1 

SQ MH 6ι 1::1 

S() 301 ND i3 1:，1 月li.t¥Ii.J.i'1S0

SQ :lOど NC 7.1 川iiAliijj'1SQ

SQ 3()3 NB 71 m 'ilJliAIM.i'1S() 

日QJIJ.I N1 77 1:n ~IJ イ i i\li，].;'1 sり

日():J(J5 NB i6 1::1 'iHiAliiJj'1SQ 

S() 3% NB 7(i 'i1jr，;¥lliJ.i'1SQ 

SQ :J07 121 デIJ{-iAI;'心ぜ日り

日():j()お 代日1'13 l~::; タ1](iAI!;J.i'1S() 

日()31時) NI 75 ITI 1 1!'i{，B. ["llil3h 'i1j{iAW，j.iI1S() 

日():nll NF 'iIJ liAfA).i'1S(J 

SO 311 NB i]]どJ:;

日り ~31::; N仁 7お f.]1，[C， 
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第4章調査の記録

透檎 No. グリ y ド +中 図 No. 土器終期 t国 載 タト 出 土 i藍 物 {爺 考 戸、 ぴ) i世

SQ 313 NJ 75 f.)[ヨ5 ;江Ti

SQぽ)0 NB 7，1 119 III 石1lI1 事l):iヲA凶 i'lSQ

SQ日53 LK 55 123 

SQ %1 LK 119 

SQ 565 LN 56 119 IIl1i¥'計|犬SQ

SQ 568 LO 58 120 

SQ 569 LI-.:. 55 120 

透檎 No. グリッド 持 図 叫α 土器時期 掲載 クト 出 土 i蜜物 備 考 戸明、 ぴ〉 {也

SR 2 NJ 77 12，1 I11-2 

SR 59 NT 76 12，1 I11-5 

SR 81 NN 78 125 田-"

日R93 NK 7，1 12，1 III 

5R 138 MT 73 12，1 問，1

SR 159 NJ 78 86 

SR ，190̂ NE 76 12，1 臨.) ぉ-;Hi，JJA!lra石
SR ，191 NN 124 m -5 t;'1 -:~ifC 

SR以)9 ND 76 124 III 

SR 9，10 NI 71 {ナ [~[3 臨，Ib

霊 1詰 No. グリッド 挿 o No. 土器時期 掲絞外 出 土遺物 {蔚 考 戸吋」 ぴ)

ほ f，J[対2.f.J[3[1II 

SD 13:3 MF 69 61 

SX 32 NC 70 1:，，， Ill-，I 

SX 75 NS 76 125 [11j(イ13b Pitlこがけ)sJを光Jf{

SX 81 NM 73 J:.!5 Pitlニlli二UlI!.を充Jj:{

SX 558̂ KP日) 125 Ill-.I 炭化1.1 。己主， 1[lj主JI[[めi'ifL 1斤現代

SX 655 NF 71 125 1IIーひ Pitlこも!i二[:J屯を光JJ't

SX 810 NF 77 110 

※ 土器時期は埋土中出土の土器の帰属時期を記入している。i-Jは出土土器が無いことを示す。

検出遺構一覧表(古代)

遺 憾 No グリッド 挿 図 No. 土器時期 1高 裁外 出 土遺物 備 考 て ぴ) i也

51 1 NP 78 126.127 古代
三角形石製品， [1J盤状二!こ製品，石冊1.石縫13，r;岳石13，[1IJ石Ba日b.J.J、状石製品自，幻、製

全Tmlこ!治時(.'，Iift
f口'" 

SK 18 NP 77 126.128 古代
Sll底Illlで確認，確認凹焼

ニ|ニ化，古代

SK 19 NQ 77 126.128 古代 i孟:iiiA
511底面で硲認雨対E

土化， L古代

SK 20 NP 78 12(d28 古代
SI11{(t百!で縫大渇浮li

(，1際J，古代

5K 33 NP 77 126.127 "1ft Sll阪聞で依認世代

SK 35 NP 77 126.128 古代 Sll底Illlで確認古代

SKP." 8 NH 77 99 i空[T:lBa，石fl1C illft 

SKP.a 16 NH 77 99 代

SKP." 26 NH 76 99 古代

SKp." 1，16 NK 74 113 r~J 代 .':ift 

SKp." 819 ND 75 f.)閃3 設ift

SKp."自20 NG f.)罰3 }片ft

SD 67 NG 77 95.3116・3117.f，HZ[ 7 ，Iift i可能|たこと ftjlJ:iiiE
!日;/1ミ材、1 古[;オミJ印のまま

r[1.i主}虫色うし ，11ft 
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第 11図掘立柱建物跡(1) S Bあ
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第2節検出遺構と出土遺物

SKP94 

51-::'64 1 ii:R'[!f本
2 1日色 J_:_iJ~)、の主込

SI-:Pり51 IOYR3/3 11奇f日色シルト j虫1[17ロゾク状に

(虫 l こ îIt~[こ :I};: こ 1ft 人 ìitfヒ 'plj i1f.入

:'にj血lli奇1;旬、多い

sl-:rり41 .J部_UA色'1:.111司、 5l¥ P 99の i二同と i百!と

:' IOII'irllヰミ S I¥P %と I"JtrtUJゴ
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~ J 1~'7^; 目別 1";¥1;絞ぴ己主勺九百ま:)ない



第4章調査の記録

時

A 
均一一-43.500

B 

P260 

_c__ 43.400 

P360 

A' 

SKP890 

C' 

SKS28 

第 12図掘立柱建物跡 (2) S Bい
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第2節検出遺構と出土遺物
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3 IOYR5/() 日色ン!LI.

-1 IOYR4/(J tf¥色シルト Jililllj，!j!
S" f> I~X I IOYRJ/.1 11奇 1~) 色ン，~トヤヤ!打、 J虫 J!J! ~;n 人

2 IOYR2/1 .'I\(立~ }~トベ__-';折、 1
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第4章調査の記録

A
一

A 

モ主

B 
B' 

C 

A〆 B
一一一一43.400 SKP1230 ]2_二

C 
一一一一43.500

C' 
SKP1232 

第 14図掘立柱建物跡 (4) S Bお

SKPXOO 1 IOYR4j4 

第 17図描立柱建物跡 (4) SBく 土層註記
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第2節検出遺構と出土遺物
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第 15図掘立柱建物跡 (5) S Bか
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第 20図掘立柱建物跡 (5) SBさ 土層註記
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ヘn、コ m~rt
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第4章 測査の記録

A A' 

A A' 
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掘立柱建物跡の調査
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検出遺構と出土遺物第 2節
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第 17図

土窟註記は第 14図



第4章調査の記録
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第2節検出遺構と出土遺物

ム日700 1 SKP790 _E_ 

A SKP B 
43.700ニ二 799SKP798一一

三三まれい ι三

三三三当 14~ l住三三

A 川 00 B 

SKP125B 

主主

ロU

第四国掘立柱建物跡 (9) S Bこ

- 59-



第4章調査の記録
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アー¥、A
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土層註記は第 15図

第 20図掘立柱建物跡 (10) S Bさ
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第2即府検出遺構と出土遺物

¥γ 

三-A':¥士423/7戸OCノ 2士一B4一2 

A 43.700 

♀---~るKP665A

C' SKP773 1 IOYR2/2 

2 IOYR2/2 
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2 IOYR4/3 1] 
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SKP770 
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SKP812一一

SK812 1 IOYR4/4 1.¥色粘二t-シルト侵 1-3mmのJ血111土校少--r!lJ社合まれるやや2持、11

2 IOYR3/2黒柱j自己-1I'Jf日色シルト~仙径 1-8n聞の地LLiここl:f，:・ 1忠少最筏 2 剛の木炭校 i壬3 5mmの焼土校
ごく少が含まれる秋'fJ
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やや硬質
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SK665A 1 IOY託3/4il音褐色1'idこ~シルト筏 1-5聞の地山j二粒 {壬 3•• 5胴の木俊粒少j誌を含む筏 5剛の焼ーl二校もごく
少f止含まれるやや軟質

2 IOYR3/2 11音掲色紘一仁~シルト in-3聞の地111←1:粒・怪，3 5酬の本位;校ごく少lit を含む Ü~ 3mmの州?と 1こい:ごく

:'i1 
ルト i壬1 ，3酬の地lLi:仁粒ごく少録が含まれる径 1-5nunの木ご〈わずかに含ま

径3._]()n聞のj出LLIこ粒少i止が合まれる frlji't'[

第 21図掘立柱建物跡 (11) S Bし

-61-



第4章調査の記録
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第2節検出遺構と出土遺物
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第4章調査の記録
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第 2節検出遺構と出土遺物
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第4章調査の記録
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第2節検出遺構と出土遺物
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第 4章調査の記録
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4 IOYR3/3 
5 2層類似

6 3層類似

7 6 +1 I笥粒混入 Pi t 
SK250司王間1)の柱穴 1IOYR2/1虫色ンルトやや硬炭

2 3 I習土に地山ブロ yク混入

3やや1i9.!炭 IVb府主体で焼土

および白色粘土ブロ y ク混入 三2

♀ 。
一

A 

5 K P258B 5 K P258A 

SKP25日B1 IOYR3/3 n音褐色池山粒地111ブ口 yク焼土校 F部に顕著l三混入

SKP262 1 IOYR2/3黒倍色池山粘土

2 IOYR6/8 IJ月焚渇自己やや砂質柱の裳込め土

SK258A 1 IOYR3/3 n音燭色炭地山粒混入

2 IOYR2/1黒自己中央よりにやや地山粒の混入多い底面付近では混入が少ない

傾向にある

@ S K410 

⑧ ムO~ ムO~
_A_cI2.900 B 

SKP268 1 S K P 261と!日j

2 IOYR4/3 

3 IOYR3/2 〈少ない
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第4章調査の記録

GIOAO S K474 

土 43.00o B 

主五三

。。 ι 主三。。

D 

@ 。¥

A 川 7玉1桂三
1 "司--1

、ゲ// ----一、、、、、

~2 
A_ ¥ ¥ S K P800 ノ S K445 )¥_E_ 

UKSK449  

γ 

一¥
S K450 

ム1:).200 S K450 B 

三 ζミ己注4主三

五一13.600 S K P 800 D 

土層註記は付表 3
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- 94-



第 2節検出遺構と出土遺物

ム 41.40o
B 

士一二三~~立とこご一一一 1 

一一『ちヘ 一一一一十一二ミご一一一-一一二三二二二二二=-一?干一一一-

4 - J、 一一一~ベー 2 ~ー十一「 百三三
ぺ 一¥一二三入_ ，3 c:三三三三デ

S K464 

¥♂ 

骨 10
ヘ
F
C

A 

2E 亡DE 

o 

!i_40.900 S K481A S K481 B 
B 

第 55図検出遺構 (8)
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三三...____ ノ五三

D 

SK464・465I IOYR1/1盟傷色地111校、炭化物少量含む

1 IOYR4/4褐色地山より少し柔らかいす占性あ 1)

3 IOY毘6必ずn白色底面j!i:くに柔らかく脆い手ul:1犬の

炭化物含む地111より汚れる

D 

SK481A I IOYR1/1黒色炭化物僅かに含む H音褐色伶ーかに混じるしまる

1 IOYR3/3 11吉褐色賛褐色混じる

3 IOYR5/白づ/8黄信1色!lII潟色混じる

4 IOY抗4/4Hs色褐色多く混じる

SK481B I IOY立1/1黒褐色 H音fl!l色混じる

1 IOYR5/6賞褐色 7'ロックにぶし、賞褐色 IOYR4/3まばらに混じる

かたくしまる

3 IOYR3/4 11吾?富色

4 7.5YR4/4 

5 IOYR5/6 

6 IOY立5/4

7 IOY良6/6

B 



第4章調査の記録

¥、足ー-
⑨ S K473 

-mt'" ~)習 A 

B A 

B 

t、

B ムー山00

ト
ド
1
2
・0
0
0

土層註記は付表 3

S K482 @ 

B 

ム-11.000 

第 56図検出遺構 (9)



A 

S K510 

ム_41. 300 1 _E一

三警雪主主

ンル卜やわらかい地LU'炭化物

シルトやや硬い地山十炭化物

粘土問い地山

@ S K544 

お

@ S K515 

A 

@ SK570 
A_O主

主主己互主三

第 2節検出遺構と出土遺物

SK515 1 

41.400 J2_ 

SK571 IOYR3/3 11音渇色ンル卜地山土

I立をJJl状に含む

___A_ 41.700 B SK544 1 

一一一ーー一一一ー一一ーーー-_一一
h司町-

-ー・
1 -ー一一句句町町』、

一---一一一._-一一ー~ーー-一 一一・--‘~ーー~

A 

ム 11側

S K559 

をめ nn 
v 

_A_.10.700 

7 口 y ク ¥ι? S K672 
ijUヒ物

川正面21hd三3
C B A 

B 

B 
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第 4章調査の記録

@ 5 KP794 

A / (~ i IJL 

8 
S K T647 A 

ム_43.000

五_43.700 S K647C 

SK646-o47C(境界線)1 IOYR2/l 

2 7.5YRL~ 
3 IOY立3/2

4 IOY毘2/2

5 IOYR2/3 

(， IOYR2/2 

|出

AA  … 3 1ド? D 

主主

S K646 

凶¥

事 SK

ム ム

D 
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SKP795 I IOYR3/2 
多く軟W!

2 IOYR5/6 1I!ll'd色粘ごヒ地山ブロ yク

やや軟質

3 IOYR3/3硲褐色シルト{壬2-15nunの
池山土粒・塊少最含まれる軟質

4 IOYR3/3 n音掲色シルト~粕土径 20剛

の地ilJ土漉少fま含まれる軟質

5 IOYR5/6黄褐色粘土地山ブロソク

硬質

SK823 1 IOYR2/1黒色ょくしまる池山小粒
少最含む

2 IOYR2/l禁色よくしまる地山中粒

少量含む

3 IOYR2/2 F!~褐色ややしまる弾七七あ
1) 地山大粒少量含む

4 2.5Y4/6オリーブ{島色しまる地山中

F 

_Q_ 43.000 旦一

n ...:::--

1ftこt中位rl:J1lI:含む



検出遺構と出土遺物第2節

C
O
N

・コ

υ

SK616 1 IOYRI.7/l虫色地山粒(怪 5n叩前後)合む
しまる

1 10YRlハ黒色地山粒(筏 5n四 I背後)含むし
まる

3 IOYR3/3 11音褐色
4 IOYR1/l黒褐色

合むしまる

5 IOYR2/1 
6 IOYR1/2 
7 IOYR1/l 

8 IOYR3/2 

9 IOYR5/6 
10 IOYR4/4 

状lユ含むしまる

II IOYR7/6明黄筒包かたくしまる掘りすぎ部分。

S K F 507 

径-Icm)多く

しまる

骨

B 

F 

B 

地山+炭化物
j曲山÷炭化物

i也111

ト秋地111
シル卜 s欽池山十炭化物

シルト秋 i也LLI+炭化物

シル| やや軟 JiliLLi
ンル卜やや秋地LLi+炭化物

ンルトやや材、 i也L1.I+炭化物

シル|やや軟地1[1十炭化物

シル卜やや軟 j也山

3色一iニ粘~ンルト材、 filiLl.l
シル卜秋池山+炭化物

シル卜秋地111+炭化物

シル卜やや軟地L1!

シル卜やや軟 fililLi+炭化物

SK506 1 IOYR2/2 
2 IOYR2/2 

3 IOYR3/1 

4 IOYR5/4 

5 IOYR3/3 
6 IOYR3/4 

7 IOYR2ハ
日 IOYR4/4

SK507 1 IOYR2/2 

2 IOY註2/2

3 IOYR3/1 
4 IOY託5/4

5 IOYR3/3 

6 IOYR3/4 

7 IOYR2ハ
8 IOYR4/4 

_!L42.100 

ム_41.200 

骨

B Ji12T 

検出遺構 (12)
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第4章調査の記録

モを

__A_ 41. 700 

SK90 

ゥ

3 

4 1¥ 
51 

lこιl

5 K555 

SKT179 1 10YR2/l 

2 IOYR2/1 

J 10YR2/1 

SK555 1 10YR2/l ，')H~ ょくしまる ¥ ア
j也111小校ICjJ笠含む炭大粒少致合む ...._____.， 

2 10YR3/J 1渚憶を己よくしま
る j也JlI中絞多量合む炭小粒I:jJ"lit含む

J 10YR2/1黒色しまる lに
j出IJ，小ブロ yB 4 恩褐し》伊 ν?

山中粒中:監含む炭中粒少景含む

SK508 1 10YR1.7W2/1里色土シル
ト 1硬い出11I校木炭しまっている

H 2 10YR5/了4/3にぶい黄褐色
ーニ- 土粘土~シルトやや1硬いしまっているねばねば

2' 10 YR5;r 4/3にぷい黄渇色
こ!こ f占二1:-シルトかたいしまっているねばねば

3 10YR4/4褐色ニiニ粕土~シ
)[，トやややわらかい朝日粒木炭地山粒まじる

4 10YR3/4 n音?白色ゴ二シルト
やややわらかい大校木炭・竪祭主百二!こ-6~ .t長中

4' 10YR3/4 11音褐色土シル卜
やわらかい大粒木炭・怒号Hi'i土詩集ICjJ 土!同・ジャ

リジャリ A 42.200 :; 10Y記1.70/1 シルトやわ ~ニ- Q 
らかい木炭集中

U 

6 10YR7/8賛1萱色土粘土
かfこ，.しま

7 10YR5/6 

~シルト
日 IOYR5/2灰資褐色土シルト

やややわらかい抗言Lf習
9 10YR3/3 11計呂色こ仁シルト

やややわらかい文型!木炭堅5 K90A 采類・地UI粒混じる土_'3~_多し

S KT908 91fLYiJ!??出品納
地 iLJ 位混じる・土:;~ .石高IJ片

10 10YR5/6黄信J色土粘土~
シルトややかたい

11 10YR5/自賛褐色土粘土~
B シルトかたい炭化物

12 10YR6/8焚褐色土粘土~
シルトややかたいフ"炭ー堅果類十E手1寸土'6a:

13 10Y則。7/1 黒色土シルト
やややわらかい

14 10YR4/4掲色土シルト
やややわらかい

15 5YR6/8桜色土シル卜
ややぞわらかい焼土府

了1165YR4/6赤褐色土シルト一一一-D やややわらかい屑

_A_ -13.50 

S K T 179 
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SK丁179

A B 。
B 



検出遺構と出土遺物第2節

1 JL ム~40.800S K T201 
4 

/

/

 ノ〆
ノ
/
'

J
J
L
 

S K T201 

池山中粒中;量含む

地ILJ小ブロ y クロッ

地LU大フ'口 yク

J占性あ 1)

ょくしまる

よくしまる

由、たくしまる

SK201 I IOYR2/1 

2 IOYR2/1 

3 IOYR2/1 

42と同じ

5 3と問じ

6 IOYR3/4 

SKI33 I IOYR2/1 

2 2.5Y2/2 

3 IOYR6/8 

∞口同日山
ω

S K T220 @ 

B 

S K T 567 

ヲ/

む/

S K T220 B 

SKT220 1 

まる

2 IOYR2/2 

中ブロソ

3 IOYR2/2 

しまる

43と問じ

5 IOYR2/3 

しまる

A 41.700 

B 
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あり

S K T5G7 

.500 F 

10Y択の/6のローム Ii!:を
t 
IOYR7/4のロ ム粒を

段
IOY記7/4のロームドFを

あり千平fr'T'l!t
出入物jm:ししまりあ 1)

IOYR6/6 

IOY員自/6

IOYR7/4 

IOYR7/4 

SKT567 1 7.5YR3ハ
多くむ

2 IOYR2/2 

多く含む

3 IOYR2/2 

多〈合も

1 IOYRI.7ハ
NiHあり

2 IOYRI.7ハ
37.5YR.1ハ
4 IOYR2/2 

5 

S K T5G7 

D 



第4章調査の記録

。ど
s叩@

。
。

S K T681 

ム 13.000 B 

^ S K755 
ーζ!._4::1. 000 

B 

S K T681 

SKP755 I IOYR2/2 
含まれる

2 IOYR2/2 

SKP754 I IOYR2/3 

2 IOY畏2/2

SKP75H I IOYR2/3 

2 IOYR3/3 

3 IOYR2/2 

4 11奇筒色シルト

ニtこや

SK833 IOYR2/1 

窃わか

SKT681 I IOYR2ハ
2 IOYR7/6 I珂賛18色粘

土質

3 IOYR3/1 
色 7'0

やや多

SKT683 I IOYR2/1 
7"ロッケ(i壬 n四)

含む

2 IOYR211奥色
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第2節検出遺構と出土遺物

。骨
5 K 528 。5 K 14 

A 

B 

~-!3.GOO D 

ム-43.600 

をめ 。
。。

yク状部分、

。竺!?

か y
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第4章調査の記録
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。

。ο
21 シルト~砂やや!Iik質地11.1:土佐こP

ンルト~砂やや軟質地III:U立ご
く

23 IOYR7/6 

i&ごヒ
24 IOYR2ハ黒色シルト~砂白色粘土j主ごく少量合

む !'I;七十あ 1)

ム12.700 B 

ンルトベベコ軟'1'[iだ 地LLi土

35 IOYR2パ ~R色村】:仁~シルトややi!i!、tftJ世LII二!こf立ご
く少合む

36 I OYR2/2 ~~ I白色シルト~砂料、't'tj血111小フロ yク

ンルト -li'ffi車'('fj由LLI小ブロソク多

ぷ_，12.700
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ι12.700 SKs:n 

♀_ '12.500 

_1_ 12.700 

S K29 

_c_ 12.200 

ムー 12.500

S K29 

第2節検出遺構と出土遺物

トii9.!fl1

39 
1) 

40 IOYR2jl 色シルト z欽n地山小ブロソゲ

ごく少託含む
41 IOYR2/1 黒色シルト E欽白地iJl小ブロソク

多含むややも~性あり
シルト~砂軟質

シルト~砂

44 IOYR4/1 kliH白色シルト焼こ粒ごく少量含む

秋'Q
45 5YR5j6明赤褐色シルト~砂軟i1.(~!tニヒ粒多

含む

46 IOYR5j6 1rH日色シルト~砂地山ニ粒多段含

む軟 t~t
47 IOYR2/1色シルト~砂軟民地山土粒ご

く少量:含む

48 IOYR3jl 

49 IOYR2/1 
50 IOYR2/1黒色シルト~砂地山立ごく少

]11:含む

51 シルト~砂中入賞炭焼土1主

少

シルト~砂地山小ブロソク

56 1 OYR2jl ))~色シルト~砂秋 '1'[ f車山ニl二f立ご
く少量含む

57 IOYR2jl虫色シルト地iJJ'J、ブロソク中長合

i む!Jii;1'l
一一一-58 IOYR3パ黒1自色ンルト地IIJ小ブロソケ多

合むij!J訂ャャ?占↑1あ 1) R占f末li;

L 

B 

一一一?一一一-----ー

D 
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5 IOYR2j2 褐色ょくしまる↓:I!i↑生あ

1) Jt!!l1J小校中!'IE含む

(， IOYRI.7パ虫色ょくしまるも!i刊あ
1) 池山小合む



第4章調査の記録

@ 

三一ι12.500 S K S44A D 

c 
--....::::..._ 

ムム12.500

土層註記は付表 3

S K S47 

S K S 45 B (46 E) 

S K S45B (46D) 

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~jj ~: ~ ~ ~B弓?>.円滑~.&;
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SKI04 1 IOYR1/1 

2 IOYR3/3 

4 

5 

8 IOYR1/2 
7 5 

(1 5 

9 7.5YR2/2 

10 IOYR3/4 
11 10 
11 10 

13 IOYR3/2 
14 IOYR4/6 

lV a IOYR2/1 
lV b IOYR3/2 

SK 136 1 7.5YR3/2 

2 IOYR5/6 
3 IOYR4/3 

4 IOYR2/3 

5 IOYR2/3 

6 IOY員3ハ
7 7.5YR4/6 

日o7.5YR4/3 
i，，';I):lnf，し

8-1 7.5YR5/6明間色
有 1) i占1)少し有 1)

9 IOYR2/3旦l渇eJtl!11pロソク

少しも りやや有 1) しまりやベ

10 IOYR6/日明黄褐色地1117ロァク隠しま 1)有1)

11 10YR3/3 11寄褐色焼土粒少ししまりやや弱い

12 10YR1.7ハ黒色焼ご!こ 炭化物なとの混じりカ吸い、しまりや平有 1)

13 IOYR2/2黒色地山粒多いも';1)有りしまりやや有 1)

14 10YR4/2灰改tRl色 j也山粒多い ;J，分多いも';1)強行、しま 1)Y41い

15 10YR6/6 flJJ 'líH目色 j車 I.li ブロァク ~1 しまり強川、

16 IOYR3/1黒渇色水分多い地ILI7ロ yク大しま

17 10YR6/8 11)11前島色 JU!rJ[ブロソク(巾) しまり揺れ、

検出遺構と出土遺物
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第4章調査の記録
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焼土・炭化物を含まないしまり

炭化物・地ILIブロソク(大)多く含む 1監物
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SK62ĴB 12 
13 

SKP62:-lAB 1 

、
3 
4 
〉

第 107図 検 出 遺 構 (60)



SK640 1 10YR2/1黒色明資褐色プロッ7(径 5mm前後)少量含む
2 10YR2/1黒色明資褐色 γロック(径 lcm前佼)多く含む

3 10YR5/3にぶし、?を褐色黒色混じる
R2/1黒色黄褐色(地山 )7'0ック・粒含む炭化物(筏 G 

一一-43.000 

喜 一
吋 111111111111 三三

2 lOYR2/1黒色明黄褐色
(lOYR2/1)7ボロッヲ(径 5cm以

富川山川 T)持 に 含 む
I 11111111 3 10YR6/8明黄褐色 7"0ッ7

M '-寸日川口1 4 lOYR6/6明黄褐色黒色僅
1 ~叫J.L かに混じる

I υl 上 υj 丸 山夜話器
--43，000 7 lOYR6/6 1珂黄褐色 7'ロック

三二豆ミメ三 A S K削 R

」 43C?!?3-

SK640とSK641の中間にあるピット 1IOYR2/1黒色明黄褐色 7'ロック(怪 5mm前後)多く含む三三三三ゴト----r，1 ror=主主三云
2 10YR6/6明黄褐色 7"ロック 三三三三二 Jチr壬三三三三

SK636C' D 1 10YR4/3にぶい期目色明黄褐色プロッタ(径5mm前後)多三三三三ヨ) ;:>"大lE三三三三
く混じる 二--二し "_--';_Lι二二二二

2 lOYR2/3黒褐色 lこぶし 3黄褐色lOYR4/3混じる。明資骨髄7'017(1J: 1) -'Y'-'Y'*~ 16) ~ < 2;"tr 
S K P641 

S K P 731 E F 

第4章調査の記録

S K P 640 

:K63~ @ 

ヲ/

ち/

勺11

1 2 636A 

S K P642 

H 

SK641 1 lOYR2/1黒色黄褐色(池

43.000 
K43.0叩 L

三重民主三
三l11 

SK636C' D 3 lOYR4/3 (こぶし寸立褐色黒褐色 IOYR2/2混じる明黄褐色
7ず日付(径 T3mm)多く含む

4 10YR3/2泉渇色明黄褐色 7日J7(径 lcm未満)少し混じるや
やしまる

5 7.5YR4/3褐色賛褐色lOYR5/67ロソク状に多く含む
6 7.5YR4/3褐色樫色 7.5YR6/87，口ッ7(1cm前後)少最含む

7 10YR7/6明黄褐色黄褐色lOYR6/67"ロッケ(径 lcm前後)少量含
むかたくしまる

8 10YR2/1黒色しまる

9 10YR2/2黒褐色明賛褐色 7"口17
10 IOYR2/2黒色明黄褐色 7為ロック

SK636A 1 10YR2/1黒色黄褐色(地111) 
2 IOYR2/1黒色明裁褐色 7ロソク(径 T5mm)僅かに含むしまる

o 2m 

C
C
N
 

SK636A 3 lOYR2/2黒褐色黄褐色
7'ロァク(径3-5mm)まばらに混じ

る地山粒多長に含む炭化物

僅かに含む緩めてかたくし

まる

4 IOYR3/2黒褐色明資褐色
IOYR6/67"ロックまだらに多量
に含む炭化物少昆:含む極

めてかたくしまる

5 lOYR2/1 黒色しまる

6 lOYR2/1泉色明黄褐色
7ず口けまばらに含むしまる

SK636B 1 IOYR3/3 n計局色柄黄褐色
7"017(径 T3mm)少量:含む炭

化物(径 lcm米満)少量含む

2 IOYR3/2 黒褐色明言え筒色

7'日yケ(径 5mm::Jミf*lまばらに

炭化物(径 lcm以下)ま

に含むしま

3 10YR3/2黒 fRlf:i
7"日ヅク(I壬 l句2cml
炭化物(径 lcm
むかたくしまる

636B H 
1 10 9 

υ
 

B 

第 108図検出遺構 (61)

-148-



認

^ 43.100 D 

一土-=-- 1 2 -土二一

三三ヨいほ5三

で二二二4

SKP689 3 
SKP689B 1 

SKP701 1 

第 2節検出遺構と出土遺物

S K P694 

5 

6 

SK674 1 

をめ s烈 50

一-

ZE 

⑧ S K P 676 

ム@JL

1

2

3

4

 

仰7
 

nr 
y
A
 

Q
U
 

骨 SK P 701 

。主
三匙量三

骨 SK P 712 

ム Q_K_

骨 骨

ムοム

重吉E

5

6

1

2

3

 

9

5

 

0

3

 

7

7

 

p

a

p

-

K

K

 

Q

M

Q

U

 

SK713A 1 

S K P 709 

⑧ S口山……K肝叩川P円阿7列1

Aξコi

^ 43.500 

一二一 B 
B 

A 

一一一同町…一一佐伯戸ーす 喝 、 ζ>1 一 一一一一

三三二二二二ゴ 1 ¥ /f二二二二二二

三三三司-九λ1U弓三三
二二二二1こにλ 1A  庄二二二二二

ニエニニ4=2-~

SK713B 1 :~g O>~ 
SKP712 

、

3 

コ

SK75Y'760 1 
守

1 
4 

第 109図検出遺構 (62)

A
斗
ム



G五~@ぞ16sK P 789 

KP782qdil 

第4章調査の記録

ムー43.700
B 

1 

S K P775 

事
ιー
むコ

g 

ロIy

10主差。

ム43.700 B _f2_ 43.600 B 
ー

=云=tlr(-t_三三三

=こB寸ー JI十 6二二二

亨二3寸〉三寸ァ4-2二二

一二二二ニゴ 4f 七三二ご竺ご

S K P789 S K P782 

S;:1'7824 

人
叶カ少くー!万ーのm

 

F
hりつμ

7
4
r
 

-刀J
q
 

フく

一暑
く
l~

ン

一

川

色

カi
-

L

J

 

-

M

州

地

h

目

冷

血

目

e

の

h

w

問

一

1
・

oo

m

-

q

 

3

任

問
トレ

S K P779 

5;:1'789 1 

A 

~1O間!の地 Il iI

ト i王5~ 10聞のj也1Ji:1こ

A 
--43.000 

B 

B 

P87BJ 

9J⑨sよ26

S K P 905 

A_ OJ2 

A-4290012一

三三土?三

1'.:';ι 出 U:I:うt:土怖まりなし j}iりあまりなし j也

S;:X30 

第 110図検出遺構 (63)



検出遺構と出土遺物第2節

B 
S K P858 

主
一一-43.600 

y 

d::8::57 
、ず守。

時ο 

A 43.500 _ B 

三詰~~

。。B 。ム<CD
。

や

ま

り

少

粒

の

紡

一

合

込

泣

や

、

~

し

粘

物

土

問

中

円

五

裂

少い
判

凡

山

μ
疋

'

キ

ノ

込

位

ソ

多

川

し

り

汀

U

2

1

む

臣

、

J

J

し

ゃ

川

少

有

白

状

~

む

J

ワ

ム

白

州

当

日

[

少

ヤ

ム

山

つ

物

や

口

草

川

ω

ι

Z

U

長

む

封

入

り

り

M
化

や

多

加

壬

畳

一

ー

多

ム

日

む

沼

山

粘

粘

し

い

し

ょ

灰

り

5

H

i

少

つ

い

判

}

口

芝

日

し

目

~

ド

h

e

h

も

少

ミ

ま

L

~

卜

校

川

小

多

口

一

弘

、
F
コ
h
l
h
一
1
1
E
)
し

(

ワ

】

ン

1

1

i

t

i

け

り

l

り
り
日

μ多
し

~

宝

イ

叶

門

飢

川

寸

一

円

日

約

札

ま

ま

ー

す

に

コ

正

3

1

J

M

i

河

川

μ
市

川

土

抗

し

し

品

交

担

品

川

手

バ

抗

日

間

p
p
h唱

J

げ
物
土
暗
い
税
引
い
川
出

A
V
L
-
ン

滞

納

じ

い

J
る
地

ク

抱

一

化

色

山

山

ト

リ

川

ク

少

~

叫

使

パ

〈

p
p
e
、
Y
1
i
'
3

y

ム

E
u三
回
同
地
由
自
由

Y

)
土

ベ

笥

[

弐

巧

〈

主

〈

i
z

ロ

土

門

i
十
+
叶

J
叩
パ
ν

什
口
山
昨
山
山
る
針
る
べ
ょ
や
や
よ
ほ
よ
L
j

ブ
刊
恰
以
刊
阿
川
土
土
!
粒
i
q
e

土
ブ
ハ
色
れ
~
な
J

色

色

色

色
J

万
色
色
L

U
宇
H
M手
山
山
色
色
い
山
引
色
幻
刊
褐
ま
色
ら
色
褐
旧
向
渇
褐
け
，
褐
褐
色

i
!

出
比
一
山
口
九
地
…
車
内
定
枯
渇
し
地
，
川
崎
合
同
問
か
盟
暗
黒
田
市
笠
宮
田
正
…
黒

門
lγ

ン
3
Y
1
t
多
μ
1
1
1
2
t
強
ヨ
な
古
川
、
4
H
M
唱
峻
1

U

1

i

i

っ
E
t
-

-「

/

M

F

U
粒い
M
M
U
U
キ
凶
~
切
り

U
J
W中
芝
山
合

u
u
u
u
u
w
w
u
u

E

¥

d

w

古
川
口
山
市
川
H
M
H
W
3
h
日
中
川
け
ま
W
H
I
M
H
~
山
口
山
山
口
H
草
川
H
W
H
W
W
む
山
口
刊
行

4
1
1
1
一
ω
強
山
地
強
ω
ω
m
n
u
m
hり
叩
あ
叩

L
m
少
ω
地
ω
少
山
む
山
川
ω
ι
白
川
川
川

，F
一
、
、

I
B

ヲ
-1l

『

y-1-1i
司

F
-
1
l

ヲ
M
1
1

ヲ
W
1
i

ヲ
-
1
d
A
守
向
、

μ

ぷ
り
勺

JGO

i
-
-
E
E
S
F
o
b
 

、
、
〆
l
h
'
Q
O

:

7

5

2

1

2

 

:

5

5

9

9

8

 

4
F
〆
、
、
、
Q
U
Q
O
R
U

史

U

G

O

〆
r
l、
、

p

p

p

p

p

Jr
一、、

k

k

k

k

k

i

1

1

0

、

u

Q

U

P

3

P

3

n

b

nu 芯沼
B
一一二三三一一一

¥
J
日

2
斗

ME--一一一

4

E

l

h

¥

/

，

m
a
-
-

一一一一二

9
R
U
P
-
-↑
r
一一一一一一一一

8
づ
f
¥
』
〈
川
町
~
」
一
一
一
一
一
一
一
一

P

/
十
¥
]
日
「
1
Nドヂ一一一一一

K

B
一

S
札一『一一一一二三一一

:

一

一

A

A
二
三
三
一
一
一

向。。
S

A

一

9 
〈言

JL415002i 

三苛喜三

SK829A 

。…同
時

s
A

B 

S K P 829 @ 

か。予
A 43.500 B 

L会」司主
勺ム-43.0∞A B 

三三玄いζ~ιー
二二二--二九¥.，_4JIて一il在三二二二

二二二=5ニ 79三10::::三三?

S K P 889 

る
く
/
、
ま
/
、
く
ま
/
、
ノ
ヘ
1
4
く
ノ
ι

、

ま
上
よ
し
よ
よ
し
ょ
ょ
や
よ
よ

V

勺

J

L
色
色
色
μ

忠
弘
)
色
色
色
ベ
色
色

色
初
出
向
仰
向
山
阿
川
向
山
川
町
向
日
色
出
向
山
間

以
虫
問
一
虫
“
自
民
的
川
川
民

U
山問問山山一

/
 

1
2
2
1
6
3
4
2
7
4
2
2
 

/
/
j
i
-
-
/
/
/
/
/
 

2
2
2
2
5
2
3
2
1
4
2
2
 

DnnmuonnDAnknknkDAnknHUnkHnkH 

Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
 

ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ

nuv
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
り
ハ
リ

ハ
v
o
-
-
2
3
4
1
2

no 

臼

A
9

n
v
i
ω
1
0
。

守
旬
、
‘
J
υ
n

o
b
o
o
p
s
 

k

k

k

 

円
、
d
Q
d
P
3

ム(9_s_
骨 SK P 832 

ム¥[0_e_

検出遺構 (64)

SKPXX7 

SK自31
SKS32 

第 111図

B 
42.90o B 

三三Lδ在三三



S K P 1022 

B 

。
事SK P 1005 

ムQ)~

調査の記録第4章

十-037汗
一三弐う左三

0.000ム 2j B 

三塁三

SKP985・SI..::PリH65
6 

SI-.:I005 
1 

3 
4 
3 

oi 
ムÖS~ Pl023 

ifk pm23B 

三三三

S K P 1024 

1
2
1
2
1
2
3
4
 

6
 

R
 

円v
h
n
 

cd 

uo 
5

5

5

 

2

1

8

 

円

円

円

V

A

Y

A

V

A

 

5

5

5

 

3わ
ム@@

躍し豆一一一一一

事
ι

C
O
G
.
N叩

主左

5 

ヲ

3 
4 

SKP1056'I057 1 
一，

Sl¥.I023 

SKPl134 
SKP795 

S~P1139 

芸誌去二

ー
-

2

3

 

2
3
 

2
1
 

m
p
 

v
A
V
A
 

5
5
 

G 

G反
A 

h
I
5
c
g
 

B 

B 

S K 811 

A 

A 

ヤ
B 

S~Kll 

Sf)OJl 

B A
一

検出遺構 (65)

-152-

第 112図



S N05 

A B 

B 

@ もSNll

A 

ム 42.800
3 

SK05 1 7.5YR2/3極階褐色シルトや

や i似炭

2 7.5YR2/3怪H音↑局色シルト

やや硬 jえ

3 7.5YR2/1 ~色シルトやや
ip.I¥ 

SK11 1 7.5YR4/4褐色シルトやや硬

I天

2 10YR2/1黒色シルトやや軟

1叉

SN70 1 7.5YR3/3暗褐色シルトやや

]1次

SN68 1 7.5Y双2/1黒色シルトやや軟

焼土地山微量混入

第2節検出遺構と出土遺物

S N 13 

争 SN21 

窃も B 

B 

B 

ヨー←ν斗rT斗~
2 5YR4/6赤筒色シル卜やや

li吏焼土地山ブロック状の

もの混入

3 7.5YR3/4 11音褐色シルトや

や1夜炭:liJl山微量混入 dE SN68 

@ S N70 

A 

④山7

A B 
A 

C:O 

A B 

B 

@ 

4 7.5YR2/1黒色シルトやや

1現地山粘土 N層包含!雪

SN87 1 5YR4/6赤褐色シルトやや

1現力~土

2 lOYR2/3黒褐色シルトやや

1浸炭 Nb相当

SN83 1 10YR2/3黒褐色 IIJ習

2 5YR4/8赤褐色焼土

3 lOYR2/3黒褐色撹乱

4 10YR2/2黒褐色焼土混入

5 7.5YR2/2黒褐色付'1::1二混入

6 N a層混入

7 lOYR3/4階褐色 NbJ習

S N83 

。i議i

第 113国検出遺構 (66)

-153-

。



SN86 1 5YR4/6赤褐色シルトやや硬

2 5YR3/4時赤褐色シルトやや硬炭

3 IOYR2/3黒褐色 IVb相当

SN88 1 5YR4/6赤褐色シルトやや'1i'E焼土下慌に土器片出土

2 IOYR2/1黒色シルトやや軟根による影響か?

3 IOYR2/1黒色シル卜やや軟根による影響か?

4 7.5YR2/2黒沼色シルトやや!I次地111粘土 IVb層混入

SN267 1 lOYR3/3粘二!こ~シルトやや軟らかいがL土i見入

2 IOYR2/3シルト ll!kらかい炭混入

3 IOYR3/3粘土~シルトやや硬い地LLJ粘土混入

4 IOYR6/4粘土ややlirEぃ自色粘土塊

SNI99A'B la 5YR5/6明赤褐色シルトやや碩

lb IOYR1.7/1黒色シルトややJiiJ!IV c層対応

第4章調査の記録

@ G主
B A 

A
一

4(IV a) 

???c-l ___L 
¥ベJ 二A よ詰ζ二三島町ι

闘機鮒州総総

匂l

付

S N 199B 

A B 

さオーすぐコガ/も uュー~

@ 語
O~ 

89 
S N 210 

⑨ 
B B A 

B A B 

~ム主さ乙/主

。

@ 可ろj

C 
¥ブ〕

e 。o
¢フ

勺
G ~ D 

。

@ S N 1254 

S N 1252 

5うp 
53 

CT 

第 114図検出遺構 (67)

-154 



第2節検出遺構と出土遺物

OT 

ァ←可T勺TL← 酬。日

V 

-己A心

⑧ 
g 

B 

(f} 

D 

回、J

日σ〉

(必ー C 。
¥bo 

t

t

 

中

山

山

下

花

μ

山

、

る

r

h

土

じ

万

た

神

山

汁

つ

位

什

一

ド

レ

山

灰

年

1

1

混

木

M
M
U
U

に

の

』

叶

川

一

土

山

る

:
d

ド
ム

m

;

F

y

m

h

巴

1

1

3

4

史

凶

旧

向

日

比

市

川

M
M
t
i

由

明

・

円

以

中

る

RI

山

校

少

土

じ

校

ι八
十

L

F

、I
h

訂
花
川
疋

1

3

;

j

{

f

 

粉

焼

ご

し

口

紅

木

が

の

い

初

挑

山

少

の

土

問

也

被

粒

胴

上自

5

h

九
土
問
3

;

l

d

;

!

 

色

~

地

ぶ

山

移

~

間

3

の
く
地
漸
2

灰

は

は

縫

い

の

山

径

土
土
卜
ト
ト
叩
法
制
土
問
地
ト

1
f
u

レ
レ

f

l師
ザ
]
ト
u
]
ト
し
レ

中

n

b

T

R

Y

E支
五
円
ス
ヒ
生
t
之
ム
一

C
y

~

~

シ

シ

i
i川
!
~
F
f
M
忙
シ

ト
ト
ト
~
~
ト
ト
ベ
ト
ト
ト
色
~

卜

ν
ー

/

'

レ

ト

LLLLu''レ
3
司
レ
ー
レ
ー
レ
日
勾
ト

L

Y

H

Y

二
↑
一

y
l
ミ
1
1
y
R
一

シ
シ
シ
粘
粕
シ
シ
じ
シ
シ
シ
~
粘

色
色
色
色
色
色
色
混
色
色
色
色
色

I

渇

褐

褐

褐

回

向

田

向

泊

向

慰

問

問

問

問

問

問

問

掲

げ

暗
灰
暗
位
四
時
時
時
少
時
時
暗
賛
陪
喝

3

3

3

3

4

3

3

付…

3
2
2
6
3
ぺ

/
/
-
/
/
/
/
/
j
/
/
/
/
/
2
 

2
4
p
r
r
3
2
3
3
2
L
L
2
3
2
4
3
A
 

p
n
n
p
n
u
n
i♂

D

A

D
仇

p
u
n
P
A
P
A
卜

L
P
A
P
A
D
A
p
n
n
p
n
H

Y

Y
軟
Y

Y

Y

Y

Y
は
Y
Y
Y
Y
Y
る

m
mや
同
質

ω
m
m
m地
m
m
m
m
mじ

t
i

ヲ
町
、
3

4

崎戸、
J
r
O
同
/

0

0

0

ツ
n
υ
1
l
ヲ
-

Q
ノ、F

E

吋
F
-ハリミQU

 
B
 

『
F
-

吋
f
-N

 

n
b
 

SN228・SQ22913 

14 
15 
16 
17 

o
o
nヲ
ハ
U
'
E

1
1
2
2
 

yク;lj;1二{昆

@ 
A 

建F

SN630 1 10YR3/3 lllHE¥包しまる炭火粒多 Iすむ焼土小校ブロ y

ク多主干む

しまる j也 111'I'î;7. 'I'"，l 合む;jt r:l:J t;Lr-t:t Ji1~ 合

A 
一一-41.600 

B 

一・ー←一一一軸一-一ー一一一一町一欄一一

一 ーー ←一ー一ー一

第 115図検出遺構 (68)

155-



第4章調査の記録

④ 1m:] S N631 
dE、ミコー

g cコ

D C 

D _c_ 42.100 

ー“'・咽且幽恒国・岨且回融岡町園周軸・・ー一-司帽圃軸帽司岡田

一一一一一一一---

唱園田曲事由由開情陶向市電同司ーー-~-- ... 

-輔副司旬喧・岨旬』副句・ー・ーー事由旬同-ー-・・

⑨ 円 i
ぞfノ S 04 S 051 

司。 。
。ム ~q(1Q %l2_ 

q調
D 
一

仁.'むhB占~~争予 g 

芭由
。 σてっ炉 、句一 、

司竺、ゴー門

。
u¥ t くみ

W~ 
ム 43.000 f、

D 

αタ
S 076 再 S 078 

SN631 I 5YR4/7赤褐色かたくしまる地11.1大粒少最含む炭大

粒':1"1ま含む焼ゴニ Nb
2 7.5YR2/1黒色よくしまる地lLJ小粒少量含む炭大粒仁1"

iì~~含む焼土':j:'粒少量含む粘土!州立少 IV b 
3 IOYR2/2黒褐色よくしまる ll!ilJltl:'粒':j:'長含む炭小粒

仁l' 玉t~?むか'êこI:tl'*):多量含む粘二二大粒多 Nb
4 IOYR2/1黒色ょくしまる炭小校中長含む焼土小粒粒

1:1"最合む Nb
5 lOYR1.7/1 ~I.r，色ょくしまる地 LLJ小粒少Jft合?む炭小粒
少含む Nc

A
V
 

特色
B 岱 i

___6ふ」ー
B 

第 116図検出遺構 (69)



検出遺構と出土遺物第2節

向。

u
h

時G事 S 069 

企泰子AC rt 
B 

1m 

とミ

・.~...・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・.

SQ60 IOYR1.7/1黒色ややしまる

_A_ 42.800 

。

~ 

___.l内」一

___}t___jχxへー

J しクνこし一

芭{

52 

<¥ 

D 
ぷーモミョεヲ

@ @sω 
B 。B 

S 065 O ，_ 0 

dA 弓
06命。?

⑧ 

A 

<¥ 
c_ 33. 700 J2_ 

~ー_jL_ 
。。

ムー 43.900

。
D)?も
}も
0 

0 

。
S 0118 

骨S 0113 S 0124 

B ぐれり~~A 

。 oも

もム ζX三光三5JO1..1L 

B A 

B

一
一

o
h
L
L
W
 

O

¥

、R

i

1

 

t

f

 

q六
U

同

i

明

J
L

剛

A

一
一

。
。 B

___i_ご~一一

G 

一一-0寸ー

検出遺構 (70)第 117国



第4章調査の記録

@ 

。

@ 

AO、

。
A 

一一-42.900 

。
。

第 118臨検出遺構 (71)

-158-

S Q165 

_A_ 43.800 B 
一心00同一

_A_ 43. 100 _lL 

~ 

~~ @ 
ム。守立も

A 43.400 _lL 

~ 



S 0565 

A39.300 _lL 

D

一一:
 
:
 

:
 :
 

:
 
:
 
:
 

:
 
:
 
:
 

:
 

ω
(
/
Y
-
J
 

つJ
M

h

け

日
目

J'人
i

q

u

U

4

〆

c

一一

Gtr500 
へも旦

一ρ乃し

J し

第2節検出遺構と出土遺物

をか!S Ql 

ム品、守言
39.900 

ω
匂

⑨
 

43.800 
B 

~ 
9 

A43.5ω J2一
一一--<ζアci._一一

第 119図検出遺構 (72)

-159-



第4章調査の記録

ム
ο吋

A 
/6 39.300 _lL_ 

37.500 B 

j 戸し
エー 37.500 J2_ 

… …¥  一一
_c_ 39.300 

D 

-fAし SN10内部焼土 15YR4/6赤褐色焼ニ!二五!b相当の隠さ

ほど硬化していない

2 5YR4/3にぶい赤褐色焼二仁 Nb相当

!f.)隠さほど1硬化していない

3 IOYR3/1黒褐色根によるJ党首L?

G主
ρη c::::>Q 0 C:::J Qσ仁、

gσoC:S-- 司 SQ10Aρ。
-cコ

く20 b 

。 2m 

と3 c、
A 

。。、fH
σ
0
0
0

。
hu 

Auv 

b
 

ご~-~ぶJ47-dy主
JJ. 1 

勺
B 

E三F

b 

も 。。
S N 108 

D 、。
(l:>. 

。B A 

p 

v 〆 ρ 
百7

対

o cfiJ ~ 。
ロ

日
c::80 。亡。 、。

そ7

。。
p ρ φ 。

ρ 
o 。

B 43.000 

第 120図検出遺構 (73)

-160-



検出遺構と出土遺物第2節

B 
S 0271 。。A 

1m 。

B _A_ 41.0∞ 

G記
~~ 
も S0303 

D 

43.200 

寸∞
ω
Z
ω

@ 
B 

P 140 

⑬ 
時

___rO∞Q_ 

B A 42.600 

S 0305 
@~ 
場ぬ

6るB 
⑨ 

A 

B 

に)/ ~ 

ムー。 Buj 

fヘヘ

B 

S 0307 

時

む
も
の
J

，
、
作

V

G/ 

cy 

∞も~~JL

B
一

」
。、、戸

n
u
m
a
'
 

r
J
f
!匂

つd
m

h

l

:

 

t

f

 

A

一一

ムく769
SN684 1 IOYR3/2黒褐色焼こ!二 γロツj(径 lcm以下)含む

2 7.5YR5/6 r肉質褐色焼ゴニ H古褐色まばらに混じる
3 IOYR3/3 11寄褐色焼土にじむようにまばらに混じる
4 IOYR4/3にぶい黄褐色.T，i't二tにじむように少最混じる

Pl40 I IOYR4/4褐色ややしまる地山小粒多泣含む
2 IOYR6/6 flf]J'Iけii.lfuかたくしまる
3 2.5Y4/4オリーフ'褐色ょくしまる地LLi大枚多む

検出遺構 (74)第 121図



第4章調査の記録

1 p弘主
宰二。υ 巻 δ。

S 0306 

ム;._43.400 

S 0308 

モま<::f) 。B主々 g 
C三ヲ Cつ

c。
マヂ。

43.300 B 

@も

f
o
h
 

θ
C

〈

8
1
レ
勾

1
u

b
o
G
わ
亡

M
G

S 0306 

43.400 

E
一

S 0306 
F 

@~後sw?弘

第 122図検出遺構 (75)

-162-



@ 
巴。

S Q563 

。

第 123図検出遺構 (76)

-163-

第2節検出遺構と出土遺物

。予
C 

でさ当

件ョ

B 

D 



第4章調査の記録

管 SR93 

S R02 

@ ム。G本
q 

B 
B A 

A
 

一
二
一
平
小
一
一
一
九
人
・
・
合
合
移
旦
氾
J

ッ

り

ぽ

ι
二
一
円
十
一
-
一
-
一
一
・
土
土
漸
多
わ
ロ
入
つ

ど一一
T
一一J
J

・

-

-

-

焼

焼

山

ク

J

引

ブ

が

里

…

戸
仁

vuh三
人

ト

ー

一

地

y

土

土

土

じ

は

~

ベ

・

.

口

川

町

-

m

t

1

ト

自

主

J

ワ

ト

、

.
l
M
L
¥
.
、

I
b杭

ま

'

均

A
-
1

-
J
h
-一
対

対

応

E

U
の

の

か

よ

戸
市
一
一
一
一
・
に
に
い
対
フ
つ
色

4
r
a

』

J
1

一
-
一
-

b

b

な

に

土

よ

青

a
ん

b

¥
、
一
日
・
J

W

む
w
H

ま

V
層
焼
ち
灰
ク
一
込
一

0

4

1

一一-.・
J

J
・-

.

1

2

3

4

5

6

6

n
U

戸
、
ー
.

イ
士

4

』門戸・~・

0
0

一
、

.

.

.
 
句、
J

っ“

-
L
A
-
1
-
1
・・・・

1
1

4

ヨウゾ.・.・.・.・

R

山一二
l

・t

・J

・

qu

A
一一一一一……………

焼

色

山

色

い

色

色

色

色

色

↓

草

地

恒
匂
氾
褐
里
…
掲
褐
筒
甘
H

j

盟
…
権
時
相
ト
監
…
陪
壮
百
日
里
…
る
含

円

一

一

加

川

門

刀

β
円

M
A
β

ま
J

最

紅
白
昨

U
m
m
u
u
u
u
L
中

Y
W
H
Y
干

N

i

N色
町
司

Y
く
粒

ω
円

土

問

問

問

叩

叩

ω
よ

中

1
1

ヲ

旬

、
J

A

守伊、
J
f
O
ヴ
2
1
1

2

9

 

内

1

u

c

J

R

R

 

P

δ

σ

δ

 

ム 44.000 B 
B ム 43.800

題画ポカ盤国
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76-bと同じ色だ ¥ι_/ I I S R491 
が少し炭化物が入る
分黒く見える

8 2と同色で焼土・炭化
物含む

9 8よりやや白っぽく
見える

SR491 1 IOYR2/3 11音褐色径3 A 川山口 B 
-5mm程度の地山土 一…ー ω.1VV 5 
粒筏 3mm~主の木炭粒 盟国竺~ヘー 。;-->ム可ー

を含む粘土~シル二二ニニ3-'前 l~j 
ト土器内充填土 三三三Z=t~2 I/f..~ 

2 IOYR2/2 Aト黒褐色 ¥ _- 必レ，..-，F←
土粘質土混入物は ー 下ーグ
ほとんどなく均質
土器内光填二i二

S R 138 

A 42.700 B 

。
2m 

eぁ S R809 

B C .....:=::ご

B 

B B C 
一一- 43.200 43.200 

B 

SR491 3 IOYR3/2 ~I~褐色土筏 lmm 前後の地山土1立がごく少泣含まれる埋没=1二:詐取形内充棋士
4 IOYR3/3 IIfi-褐色土径 3-5mm Tìlîf去の地 LLJ :I二粒が多最に含まれる埋没こ1~*ifJj:1l 7r-;r);1 充填二i二
5 IOYR2/2 IIlT;褐色シルト筏 lmm の地山ごI:'!'i'[同径の木炭絞ごく少含まれる思設こllii被彼土

SR490 1 IOYR2/3黒褐色ょくしまる地山'l'粒多量含む炭小粒多含む
2 IOYR2/2黒褐色ややしまる地IIJ!J、校中長会「む
3 IOYR3/3時褐色ややしまるがけ二小1'jf.粒少:fic含む

SR809 1 I OYR3/2 ~I~褐色しまる地 11 1' 1:1粒多託含む炭小牧仁1'1;::含む
2 IOYR3/3 11計局包ややしまる JÚl LLJ小 1';): 1=1'最~ìむ
3 IOYR3/2黒褐色ょくしまる地山小粒rl:':filfr?む
4 IOYR2/1黒色地IJlrj'1'.;z少佐合む
5 IOYR3/3 11奇褐@.しまる地1I1小1~!: 少量1:ìむ

B 43.200 
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F 
E S X558A 

B 

S X558A 

B ム-41.6仰

検出遺構 (78)第 125関



第4章調査の記録

市

C 。

1> 
Sll 

。I S K20 

SK35 

111iJ-!.:'i:'ie I二/:強
("--ゴ，
i _t)_f九 A 乙u ノ

ιE色

fQιQE 宮崎 γ 。

l∞ 

A 

。

第 126図検出遺構 (79)

-166 

B 

D 

て〉

。



時

A 

511かまと 1 IOYR2/3 

2 IOYIU/2 

3 7.5YR4/4 

4 IOYRo/6 

5 7.5YR5/8 

6 5YR4/日

7 IOYR4/6 

8 5YR3/6 

9 IOYR5/6 

10 IOYRI.7/1 

(fJ 

A 

iむ

S K3:3 A 12日()

第2節検出遺構と出土遺物
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第2節検出遺構と出土遺物

掲載遺物一覧表(縄文時代土器)

挿図Nn i豊物Nn 遺憾番号 E塁 序 分類 施文技法 j妾 4口" 破 片 {臓 考

129 l SR 2 RP3 ill-2 RU地:文 'it線 S立2 RPO， 6， 7， S， 10， 11， 12， 13， 14， 15， 1(i 

129 ι】フ SR 6 IV ゼ J イ層 ill -4b ミガキバ尤絞

129 3 SK 1，1 1012 回 4b i尤線 SK14 1096， 1101 

129 4 SK 14 852 ill -4b it絞 SK14 877， 1010， 1076， 1087， 1088， 1307， 1312， 1326 

130 l SX 27 RP5 ill -4b i土 ij~þ' SX27 RP6， 15 

130 2 SX 27 皿，lb i土中i

130 3 SK 28 rt央下部 ill-'1 (，仁科!

130 4 SK 28 RP40 ill-'1 j尤キ字、

130 5 SI 31 RP36， 3-3 ill -4 i:t絞 S131C， J，担土

130 6 SI 31 RP37 自 5 Rj;t，糸

131 SK 28 RP45 ill -4a E占j;Jベ以車 ヤト朱

131 ワ SK 28 一括1間体，北側上音1; 回 5 ミガキ

131 3 51 31 RP38 凹 4b 沈線→LR縄文充填

131 SK 31 C区 田 沈線

132 I SK 28 RP40 ill itn世

132 ワ 51 31 立P28 血 5 ミガキ

133 l SK 29 RP8 国，1 it絞!

133 2 SI 31 RP36 ill-l 1尤線・LR縄文叶怠i自

13<1 SK 468 埋土 狙 5 L縄文 SK46 J1IHニ， SK'15-46 J虫士宮際'1'

134 ワ SK 46A 足立ニk 田 5 LR縄文 SK'16D JlIl土

134 3 SK 46 j旦土 凹 5 LR縄文

134 5R 59 ill-'1 iiヒポi

134 5 SR 61 田，lb iU世

134 6 SR 63 RP8 ill-5 i尤線

134 7 SK 77 .l!iL:I 国-，1

134 8 SR 81 シュウイ ill-2 縦L縄文ペ土線

135 1 SN 87 ショウト中シデブ 阻 5

135 つ“ 5毘 93 本 li~ ill 縦LR縄文ベ土産!R NK47 IV 

135 3 SK 104 RP5 凹どl 5占1サベ:t線

135 SK 106 員P12 回一5 ミガキ

135 。 SK 106 7ク土 回 4b i尤総ー1紘|犬工具 SK106 2層下部

136 l SX 116 RPlO ill-4 it~車! 

136 ワ SK 106 S5 ill-5 ミガキ SK1l6 1200， 1201， 1202， 1203， 1211， 1215守 1216

136 3 SK 130 ワクここ，上7 囚-4 網目状rJ!叱糸 SK130 NK73 RP 

136 SK 135 RP1l9 ill-'lb LR縄文→沈線，庭iilj

136 5 SK 135 94 皿-4b 内外朱

137 SK 136 RP85 剖どi i:t*皇→LR縄文充!J'J，-.，答ii1j

137 2 SK 136 163 皿-5 i尤線一'LR縄文光摂

137 3 SKP 141 :1ヒfi!IJ mιlb 内mi

137 4 SK 142 RP141 皿 4 t土手車

138 1 SK 142 RP35， 36 田 5 ミガキ

138 2 SK 142 RP5 回 4 it乱世

138 3 SK 1<12 RP2 図 iUl 

138 4 SK 142 RP8 羽 4 i主主事、

138 5 SK 142 立P31 皿-4" 民J;f.J ・i士総

139 l SK 142 RP27 凹 4 SK142 中ア部， RP141， 142 

139 2 SK 142 RP30 回一5 ミガキ

139 3 SR 159 NJ78， IV 国 4 LR縄文叶t*-!Rりき消

139 4 SX 166 RP16 回 網目状R燃糸

140 SK 2(}1 RPll 凹 2
縦 LR縄文→沈繰り岳消→

ililJ突

141 SK 204 RP21 田 5 ミガキ SK20'1 RP22， 31J 

141 ワ SK 272 ND70， Jlll土 回 5 LR縄文

141 3 SK 272 ND71J， !!ll土 田一5 (仁!IRL縄文， 111[oJI縦L縄文

1，12 l SR 17，1 t:f4: ill-'Ia t11;付ベ尤帝京

142 ワ SR 182 RP 凹 縦RUill文 ~itij:JR NK73 RP SR182 

142 3 SK 249 m-'la E占i']-'i:t絞
SK254 南側， 7ケjニ， :1ヒ!日1)， N079 凹 タテプミモリ土 f，J 7，1 RP3， 

NQ79 RP39，上部， N074 RP36 

142 4 SK 250 RPl 田 t屯ijUF. NJ71 RPl 外手伝

142 5 SK 252 RP3， JlIl::l: m -4 i:t*皇 SK252 RP15 

142 6 SK 272 ND71J， J虫土 凹 外'1ミ

I 143 SK 272 Ji!l:I二 lD-l 沈線ーLR;'IH文光Jf{
SK272 ¥TIlI'l RPI6， 18， 19， 21， 22， 23， 2，1， 25， 26， 27， 30， 31， 

32， 33， 3，1， 36 

H3 2 SK 279 RP16 図-4b RL縄文叶尤線・1義治 SK279 RP5， 15 

1113 3 SK 282 ベルト81司， 116 羽，1 i尤 ~:JJ!. SK282C， 8， 123， JK， SK404 JjlU: 区画A

1，14 l SK 282 1s -，1 ~，Ijl.j べ尤~:!j! NN73D IVb熔 950922

14<1 2 SK 282 7，1 1lI-4b t尤線

1，1，1 3 SK 282 73 凹 4a i治f.j'it"泉

144 SK 282 96 m -'Ib |節状T!~， SK282 39， lJハル 1" ベルト8"将 167 

1，1，1 5 SK 282 107 回 4 t土中JJ! SK282 73， SK279 RPI6， SK282 J.K 

145 SK 282 125 血-4b LR縄文 η尤キ;íR-..fiif~i~i

145 t“ y SK 282 J，K 116 田 5 L縄文

1，15 3 SK 282 lD -5 ミガキ

145 SK 282 
GHベルト ベルト1Ia ペルト

(l-bl府立P172
m ミガキ

]<15 3 SK 282 。~，ル! 郎 ιl 日占jj…勺:t，車

146 l SK 284 m -5 制止しR縄文

1，16 ワ SK 286 287， B m it*fjl_ SK286 RP1O， 1115， NC76 lv-J 

1，16 3 SK 286 RP5 111 ミガキ i人Hl~

1，16 SK 287 D 上l~í m t尤線

146 5 SK 288 A， RP6 m -'lb iι線 SK288 cl:f¥耳

146 6 SK 296 J!lLL 1. 1I 凹一，1 it*jj! 

1'16 / SK '1m) NC7U， RP76 m -5 

146 8 SK ，1m f， J1IU二78，79 回 4 IIMj-.;:j仁科i 内外朱

1'16 9 SK ，I(XJ NC70守 9 阻，Ia t尤i%t ヲト司ミ

1'17 l SK 4(X) f， JjIL1. m ii:;Nil. SK'1Il0 NC71 G Jm 1勺 14

1'17 ワ 汚K'l(k¥ RP2fi 1IIーl ィ t~~:--.. R L~'~!!l 士一千じ jj'I

1，17 3 SK '11J，1 139 m-l t土記A SK40'1 J~U: [.{jH4A， 8， RPl， ，1 

147 SK '11}1 13，} III 1 LRl屯丈
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持包Nn 遺物Nn i豊橋番号 層 序 分類 施ぇ技法 t基 4口" 破 片 {筒 考

1，17 5 SK 4Cーl RP34 自，1 i主将!

147 6 SK 404 121 凹 (土*!R---"LR縄文叶苔(ドj

148 SK ，104 RP30 凹 4b 沈*!JI

148 ‘) SK ，106 RI'6 田-4b i:tギ!p- |勾外米

J.l8 ο η SK ，140 Rl'lO lII-，lb LR縄文勺ノ仁平 NE7(iC Iv-J; 

148 SK ，1，16 RP1， A 羽-5 LR縄文

149 I SK ，104 JJli土 四 2 LR争1文円;仁科{

1'19 ワ SI( 459 tilfi 出正l ;;t粍!

149 3 5K ，169 RP8 1II-5 RJクA糸

1，19 5K ，169 F |皿 Jι線

149 5 SK ，170 RPS， C辺土 皿 I O ，~(.J--;ι線 SI(470 C， D SK，169 RP8 171外米

149 6 SK ，176 RI'9 1II-5 liaR縄文

I日) SI( 478 に RP17 1II-，1 i尤線 SI(47S RI'21 ， NK78 IV 

150 ') 51 >178 A5Rロ 回 5 RL縄文 SI.J7715R(2) 

151J 3、 SR ，191J 1II ミガキ

150 SK ，190 |田 b ミヵキ

150 5 5K ，I~H 立P6 I 1II 縦L司lli丈 SK4仁川B RP8 

151 l SR ，191 田-5 LR事立文

151 a】) 5K ，194 RP23 lII-，lb LR縄文ーi尤科!寸11J突 アス 7T J~ ト

152 I SK 494 JJI!ゴニ 凹 ιIb LR沈線→沈申ij! ー叶i~a~ 5K，19，1 B RI"I， 5 

152 ‘') SI( 506 
5K506 I(N，16 Rp，1 J現|二，

1II-'1 (，仁i京、
I(N，15 JlI[二t仁1)，RI'16 

152 3 SK日 Rp16 凹 ιl i尤線、

152 SK 508 RP29， 37， 41 1II--4 !1占1サベ尤線 SK51J8 KN'j.J 7クl二中 --1、{立 JlIと1-_1;佼

5 SK 514 RP60 皿 'Ib R1'48， 66 

153 5K 506 KN，16 RP1， JlR土 1II-4b 沈

153 リ SI( 50S RP35 1II-4 

153 3 SI( 510 KN，17， um [il-，I I(N，16 U， I(IVH5 U 

153 SK 5Jcl Rp63 回 ι! (，七五車 SK51，1 KL45 J1IL:l:中イ， R1'31. J1H七ツ二L KM45 RP15 

153 5 SK 516 KM'J.I， RP28 1II-4a i尤五!]! K~ν，1<1 4 RI'25 1， KIVH5 日

15tl SQ 517 L05S， RPl 凹，1 布11J日:lkRJク入手fミ バ尤~;Íjt

15-1 つω 5K 619A RP57 1II-，1 守|司 r~I:lj(RJ妙、糸 SK619 RP23， JJR二iニi二1m，J1ll:1ニ

154 3 SN 630 RPl 図 4 t尤可'lR 内外米

154 SK 632 RPll 阪どIb

15'1 5 SKp 665 RPl 凹どla i:tn可l
15f} 6 51(P 780 RPl 田-'Ib iUII 

15，1 i SK 784 凹 5 ミガキ

155 5K 636 RP25 型日 I~ 1II-1 11，';(.J 叶尤線 MT71 RI'565 文28-1と同

156 SK 636 RP25)1IU: 1II-1 !!，5(>J--i土料! MT71 RP565 文27-1の展Imlt!li匝]

156 】‘〉 51( 636 辺土 回一I 日占(.J--i:tポA 外米

157 P 36 RP2 血 4 i:tn寝1 ヤト米

157 2 P 33'1 1II RL縄文

157 3 SK 674 RPl 凹，Ib LR縄文ペ尤総!・I&iilj

157 51(P 871 lII-，la i土ij:Jjt

158 NB IVb 日 Ií，ËLR縄文→沈級一-..)&a~f

158 ') LM 55 RPl 日 LR縄文 η屯絞りヨ 内外米，切断土:m

151ち 3 NA 71B IVa_bじ 1II-3 ミガキ叶mI'i);糸 NA7lD lV，，_b_c 

159 i MR 69 IV， Rp，17 田-3 LR，;fr文 -LR-I'III五羽llY MR69 IV RP，18 

159 ワ NC IVb， RI'82 [il Wa縄文

159 3 NA 7'!. NA72/'''ルト ]¥'b RP531 田 2 LR縄文叶u¥jl_--可

159 凹 2 LE縄文・沈線 誌記ナン 内外手伝

160 l MT 72 ベルト IVb 6-2 RI'620 II1-2 LRキlu文:-i:t縦

i以) ') NN 73 RPlOO 凹 2 L縄文ベt;I:Jjt

lliU 3 NA 7:3 RPllli 国 2
ケスリペ，tRU屯丈 ..;tk:!jt

恥rr7:!D I¥(， 
ぺ11J突

161 M57:3 11'c lII-，la t土料

161 'J KL 4'1 E 田-']a #HI問手iミ 円土線/ミフヴキ I KLl-1 RI'7 1府

162 ト，1T72 RP130 lII-，la ミガキ..;;t;I!!jt

lり2 ') MT RI'568 凹ィla i:t線

lli2 d つ MQ 67 RI'21 II1-4a i主線

162 4 MS i3C ]¥'b府， RI'93 lII-，la i尤

162 5 MT 6iB I¥'bl(;)， RP93 凹--Ia !l，'j(cJ--iUlll.-!¥ilJ突 ヤト司ミ

162 6 MT 72 R1'5-12 [il-4a ミガキ "it;Í:Jî~ R1'513， 519， 5511 

16:3 NA 71 RPli5 1II l山(c) η:仁絞 NA71B ]¥-b， ]¥'b<l'， MT7lD I¥-b， NA72C ]¥'b 

163 ツ MS 73C IVb層 [il--Ia ミガキベ;t;I:!;r

163 ペコ SK 510 RPl:l 恕 la t土 SK510 RI'].I， KN，17 fl 丈

163 作IT RP561 [IJ--'Ia i:t絞

163 戸ひ N仁i'lA I¥-C mζla il，'j卜J-i:t根 N仁71 5ト[...jll-I:， 3AD III 彩丈

163 り MT 72 町hro，RP93 II1-'la [I，'jf'j---沈紋

163 i 5K 50品 KN，I'I， )!!l:Lrt' lII--la !;，';(，j ベtij~JF. KM-I-I.-15 fl， KN'15 U， KL，17 日

163 MT ]¥-b， RI'75 凹 κla ミカキ「土司

16，1 作1567仁 RP2i [il--Ia L縄文ベ土絞りた?j!i MT67 091-1， MT67c ]¥-"， MS67B ]¥"， MT67A ]¥'A 

161 1ノ 作IS7:! RI'56 m 沈司lf-

161 3 Ks ，18 1¥-1['1 [IJ---Ia ;t絞 KB'loi土11¥:1"_)也不lijj 'j:;丈

165 M記 66 R 1':37 ， 1I.II1 lII-，la 甘!1i:j犬仁・it;I(!jt

165 2 N̂  71)仁 I¥"h III il，ljf，j-;U:y_ 丈

166 KM '1，1 I ITI--Ia il，';(，j ・i尤線 KIVH-I RI'2山 26 文

161j ') ノ MT 71s れb !日 -Ia LRi1u文;勺:t線・11守山 MTiID l¥"b， Rl'i刊Jl II'J11米主白〉

161j つ" MT 72A I¥"b肘 III -，1 ι'1T7~C 7~/" ルト I¥-bl[，) RI'62 1 II'J1ト1ミ

166 SK -1:(3 N1I7'1. Jl!!lllIiii 問ィl 主 /1171 ]¥-， ]¥'b， NIITlD I¥i， 丈

166 。 NIl 72仁 ]¥-" [IJ-，I !1M) 勺:仁科! NB71 ["J I¥""附 彩文

166 Ij MS 73A ]¥'b ITIιla ;1じ MS73仁れ伊j

166 NA '-，ル 1，1¥'bl':1 ;i， RP5-17 [il ιl ミガキ勺:t有

166 品 トJA7IJA I¥i， II1-，1 [ii;(.j ベ尤*!~ NA70B 1¥"(' 

167 MB 68 RP2 1II !i，'jf，j-;:tfrir. 
167 ツ MT 71 RI'[[人 l¥"b III i主判!

](i7 “ " MT 71 RPli(刊} II1--1 ミガキベ巴子・ i仁

167 MT R1'5.17 田 4 t土手車

1(i8 NA 70 RI'119 1II-，1 ;t~:Jf. 内外



第2節検出遺構と出土遺物

挿図Nn 遺物Nn i豊橋番号 層 序 分類 施文技法 j妾 d口Eド 破 片 備 考

168 リ MS T!. iJ1:Sベルト lVb'1l-2 RP61LJ 回一 Ib ミ力ヰ勺:t線

168 3、 NG 80 RP522 阻，1 i尤玉泉

168 NA 70C 狙-4b i尤正!jL

168 5 MS 71 iミP91， lVb 組 ιi itij:!]! 

169 l SN 630 J!i[二!これIh I11-4a i:t手車ーLJ'i!i7f‘ MS72 RP5i， MTi1 RP2 IVb， MS72 毘P6，t， MS71 RP78 

170 l MP 67 RP~ 田
ミガキ叶Ui[--'RL縄文子C

MP67 lV トV/千今 s3-V_: 

170 つ MJ 70 B， lV/(守口 凹，lb i:仁終 :I:Y..仁IUo口

170 3 MT 71 RP121 回 ζIb iH!il 

170 MT 69 RP4 Ill-'Ib i:t絞 MT69A 1， MT69C lV a 

170 5 NN 73 RP126 Ill-'lb ミガキー1尤

171 NA 71 S173 Ill-，Ih 
ミガキ叶:t中!R---~LR縄文子C

J)'[ 'iplJうち

171 つ NN 73 RP124 出-4b ミガキベ:tij:!jt

171 3 NB 71 4父}v卜lVC RP503 Ill-'lb 仁司lj~ 外当ミ，切断土日"

171 4 MS 71 RP29 殴 'lb ミガキベ:仁科! MSilB lVb/i'i 

171 5 MT 71 RP600 国-，lb ミ力キ ~itij:JjL MT71 RP608， MT71 RP臥川町/['1 内外朱 fi_~i司;浮孔

171 6 NH 78 lVa 問 4b L縄文ベ:t線 I内ι'J二[:_1、

171 MT 68C IVb間， RP93 図 4b L縄文叶主総 MT68A l¥'b 

171 8 MT 70 RP88 悶 4b LR縄文勺尤純l-./i~iì'j

172 NA 70 員P80(CJ 阻 4b i尤*JR

172 2 MT 68A RP88 回-4b itij¥l]! MT68B lYイ

172 3 MB 73A lVa 回 'lb itij:;f.-~L縄文光Jn

172 4 MT 69B l¥'b 組 'lb 備状工具 MT72 立PllO， NOO 905 外米

172 5 NA 70 P80(AJ 田，Ib iUl 

6 MT 72 ベルトlVb，5-，1 狙 'lb 沈t車、 MT72 6-1 

172 i NB 70B lVベ}vト 田-4b ミガキベ尤線 NB70B lVb， NB69AB lV e 

172 8 NN 73 RP123 Ill--'Ib i:t淑

173 NA 70A lVb 田-4b I~仁線 'LR縄文充Jj'[ -'/}liiì\j

174 I MT 69 RP3 Ill-'lb HaR制立文ーitij¥fj! MT69 l¥'b 

m 2 NF 7，IA IV 日I-，Ih
(仁IJt!.¥;I1:仁!l-，(/州JRUili丈

NF74B ]¥' 
'i:t線・1苔ii'j.WIJ突

17，1 3 KN '16 RP9 I11-4b 沈ifJR

174 NA 72A IVa Ill-，Ib LR縄文 ~itij:!f. -..ff~i内

17'1 5 MS 72 fく}レトlVb 7-2 RP536 Ill-'lb li!W;工勺尤ポfR-..ìm~ドj MS72 ペルト l¥'b 7-2 RP527， 529， 530， 538， 542， 585 

175 I NG 7，1 RPl I11-4b 
(仁11惨状了ー!主，!lJ同JL縄文

NB7，1 RPl， NG73 lVb， NS7，1 RPl 
~ιij¥!]!-..，さii¥j

175 2 NA 71 lVb 田 5 ミガキ

175 3 MR 73 ベルト lVb府(砂府) RP51，1 田 5 ミガキ 岐部王手孔

175 4 KN '14 E 田-，Ib LR縄文勺tij¥Jjt

175 5 MS 67B lVb Ill-，Ib i尤出:J11

175 6 NE 68D lVa III ミガキ

175 7 MS 73 lVb III-5 ミガキ

176 l NB 71 RP96 田 5 相正RL事1文/ミガキ NB71A ]¥'b， N臼ilC l¥'bド音1;

176 2 MT 69 員P3 皿 ミガキ

176 3 NF 71 lVb 田 5 ミガキ NFi3，74 ]¥'b 

176 MT 71 RP123 凹 5 ミガキ

177 l MR 67 lV， RP3 I11-4 rj'J 日;II;RJ許可: MR68B ]¥' 

177 ワ MT 70D ]¥'b Ill-'I ケズリペtJ日;IJ;RJ'l!，苛‘
MTil RP615， NAil SI7，1， NA72 RP82， NAi2 RPSLJ， MT71s 

lVb'l' 

178 l NA 71 S17'1 [fl 
綿日 IkRJ妙、糸 'iUiVミガ

伊~γ 

178 ワ iv1T 72 ペル l'IVb 5-5 問 ιlb 沈ij¥!jt吋旬11材、R折、糸 MTi2 ベルト I¥ll (i -1 RP主18

179 1 MT 72 RP138 血-，Ib 綱 1=1↑kRJ1i，:X;勺尤キ!il MT7" I¥-b 

179 ワ MS 72 '-，JvトrVh 7-2 RP575 [fl --.Ih 
沈静・iftllcl;IJ;RJ旬、糸/ミガ iv1 S72 べ)~ト ]\'b RP5，18， 5，19， ;;7，1， 590， MR72 ペルト l¥'ll

キ JJI[土

180 l NQ i4 RPZO [fl -.Ib ミカキ勺~汗!R NQ7，1 1¥'， 1¥-1 

180 ') NA 68 RP52 凹 'lb ミガキ勺

181 l MS 72 I¥'b， RPl 凹-，Ib ミプlキベ:t帝京 iv1 S7~C: I¥'b 

181 ワ iv1S 73 ペJv1， U b [fl -，Ib 沈帝京イ節 1J;]~Jl MS(.! U b， l¥'b， RPll 

NA72ベルト ]¥'b 3-1 RP555， 556， 558， 560， NTi:! Nb， 

I白2 NA il日 I¥'b III -，Ib 1古Tl状 NA71 RP175， NR 品II¥-b iv1T7~ 1¥'， N A72 .え JvトI¥'b

3-，1 

182 ‘〉 恥IS72 I¥'b， RP凸 [fl-，Ib itk，jA(*i，i-"{(い/ミガヰ
MS72 I¥'l RP2i， iv1Si2B， C， iv1S72 I¥-b RPI3， MS72s 

ベルト 1¥' 

201 l SK 551 RP9 [fl -5 厚手了i-.;{;i

20-1 』‘〉 SK 55，1 RP;3 国 SK，>51 RP5 昭子二L6if

:W，I KO 47 1 /':~ [fl-5 原子 iゴ3~.

:!(ルl KP ，17 RP5 悶 f!r~手土 <1:~

20，1 ひ戸 KL ，18 日 回 5 /!i子仁 'Y~

2().1 6 9F E 泊 ;l fl正手上'.}".



第 4章調査の記録

掲載遺物一覧表(縄文時代土器破片)

持図No. i畳物刊α i章構番号 層 序 分類 {結 考 挿図Nα 遺物No. 遺構番号 層 F事 分類 {荷 考

183 l 1草↑た列石 A RP1，10 田-5 KJA 18日 22 51( J(J6 f¥i'=l二 狙 4

183 2 環状列お A RP133 随，lb KJA， j百311と|可ーっ 188 23 SI(I' 108 夜土 回一5

183 3 立;11e列15A RP，19 m KJA ISB 2，1 SK 116 南東部 m -，lb 

183 J:;i;IIU)lJli A RP133 田 KJA， 1'(i316と同ーワ 188 25 5K 116 f持l]ti'i!i 回一5

183 5 JA'l;lk'iリ A RP!08 凹，lb KJA 189 SK 125日 Tピット [s-4a 

183 6 潔;II(列石 A RP110 回一，1 KJA 189 つ SK 135 m -4b 

183 7 J~(;Ij(列石 A RP156 m-，1 KJC 189 ‘，) SI( 135 m-'I 

183 日 E民|犬71H:I RP165 羽-4 KJC 189 SK 135 [s-，] 

183 9 環11王子社石 A RP181 m -'lb KJC 189 5 5K 136 152 m 

183 10 環状列石 A RP160 田，lb KJC 189 6 SK 136 160 田 4

183 11 J~'!;11é7IJ石 B RP319 出 5 日 189 7 5K 136 MT69 !Vb m -'lb 

183 12 {C!:状亨IJ:(:iB RP319 m -4 1 B 189 8 SK 136 8層 田正la

183 13 環状列-6B RP319 m 1 B 189 9 SK 136 25 m 

183 14 環;1先手1]:6B RP319 回一5 1 B 189 10 51( 136 断田12 羽-4b

183 15 I剥p;リ石 B RP319 m 1 B 189 11 SK 136 i，lf土158 m-，1 

183 16 I主{;Ij(1j1HヨB RP32，1 m-，lb 1 B 189 12 SR 138 囚

18，1 L.I RP1. !Vb E 189 13 SI( 1']3 上部 凹 4

184 つ KK <li i也illiIIi 1 -1 貝殻f~紋長文 189 14 SX 166 ?を土"1'央部; 回一5

18，1 3 NN 79 2トレ 1 -2 表1}f縄文 189 15 SQ 176 iご部 限

18<1 MM 66 RP!V I 表裏縄文 190 l SK 142 良1'4i¥'1ゴー m-4 

185 SI 1 P6 RP2 田-4 I引) ワ SI( 142 RP9 m-，] 

185 Z 51 1 1'6 RP2 m 190 3 SI( 142 2Rl 田 4

185 SI 1 ，1ーヘサ吉1: 田-4 。IJliJiこ!こ-:iif'? 190 SK 142 RP27 狙 4

185 SR 17 司王{本 凹 5 190 5 SK 204 J!Jlj二 図 4

185 5 SR 17 本1本 皿 5 l引〕 6 SI( 204 埋土 回一4

185 6 5R 17 オミ{本 凹 1日) 7 SI( 2(}] 思1土 [s -4b 

185 / SX 27 NM79 RP8 190 8 SI( 213 S58 m 

185 8 5K 28 21百 m-5 190 9 SK 213 J占fJj!2!Vb-!Vc [s-4 

185 SK 28 ヒ1 皿 刊をご!こ 沼 190 10 SK 213 !!ll:l:iig m 

185 10 SK 28 :1じ1悶干剖; 国一5 190 11 SK 213 J.ffi土内 凹 'lb

185 11 SK 28 :1じi則下部 m 190 12 SK 215 Jlnこ!こrg m-，1 

185 12 SK 29 RPl m -4 190 13 5N 228 SQ229 m-4 

185 13 5K 29 RP11 m -4 190 14 SN 228 SQ229 図 '1

186 SI 31 AIベ 田一2 190 15 SK 236 夜土 m-4 

186 2 SI 31 D 回ィ1b 191 i SI( 240 北三|土ltrO!IJ下音1， 国 4

186 3 SI 31 RP27 m-4 191 2 SI( 240 北半京間1I下部 [s -4 

186 SI 31 C埋土 皿 4b 191 3 51( 252 設l土 m-4 

186 5 51 31 A'J，~~土 RP71 国-4a 191 SK 252 理土 皿 4

186 6 SI 31 AIZ 凹 4b 191 5 SK 252 j良二!こ 狙 4

186 7 51 31 C区 m -4b 191 6 SK 25'1 持J開11 m-4h 

186 自 51 31 ct壁土 皿 5 191 7 SK 255 上部 回 4

186 9 SI 31 D 町一4 191 8 SI( 272 MD70埋土 国 4

186 10 51 31 C区 回 4b 191 9 SK ND70覆土 m-4 

186 11 SI 31 Bs m -4b 191 10 5K 272 府{立5 [s -4 

186 12 SI 31 D m -4b 191 11 SI( ND70Jl.jLヒ m 

186 13 SI 31 As 凹どlb 191 12 SK 272 RP2 m-5 

187 1 5R 30 MQ67RP22 m-5 191 13 5K 272 VI司 m-，j 

187 ワ SK 3，1 Ai.ffi.:l: mζl 十日26と同一つ 192 SI( 273 ND70-71J1rr:t 田-2

187 3 SK 34 M型土 羽-4 1'625と|司 192 ワ 51( 273 ND41 m-2 

187 SI 38 1mニ!こ 回 4a 192 3 5K 275 ほffiITB.ill¥土 泊-4b f(j127と|司ーワ

187 5 51 38 埋二七 m-'la 192 SK 275 区画BJ虫:1: 自 'lb 拓126と同ーワ

187 6 SK 39 RP13 m Jli2llレ|可ーリ 192 5 SK 275 区I出ITAJ.ffi二上 国 4a

187 SK 39 JJI!土 m-'1 192 SI( 276 回，1

187 8 5K 39 RP19 回一，1 1Tiui::同ーワ 192 / SK 276 国-4

187 9 SK 40 BJ1!Uこ 阻，lb 192 H 5K 276 回

187 10 5K '10 RJ.ffi土 m-，lb 192 9 SK 277 m-，1 

187 11 SK 41 上古sn皇土
汁三十187 12 SK 42 f¥i土

192 10 5K 278 国一5

192 11 SI( 280 I RP30 m-4 

187 13 SI( 44 AB坦l土 m 192 12 SI( 281 [s -4 

187 1'1 5K 45 JJI!土 田-4a 193 i SI( 279 RP3 回 4b

187 15 51( ，16 BJ1!¥j: 田 193 “ ‘》 51( 279 [s 

187 16 SK <17 j史=1こ m 193 3 SI( 279 m 

[87 17 SI( .J7 1lR.:I二 m -4b 193 5K 279 凹，J

187 18 SK 47 空!H 田，1 193 5 51( 282 。 m -，lb 

187 19 SI( .J7 J11¥:1 凹，lb 193 6 SK 282 F 皿一，1

187 20 SK 58 空IU [s -4b 193 i SK 282 m -，lh 

188 1 SK 63 Jl!ll 窃 193 RP112 m -，lh 

188 ワ SI( li:l JIIl…| 医-'1 193 悶 4

188 、つJ 5K 63 Jm:1 m 193 10 SK 自立 90 回-4h

i白白 SD 6，1 Ailll:1 [s-，1 193 11 5K 282 立1'77…l 回 4b

188 5 SK 66 型1¥-1二 193 よ 51( 282 RP7i-l m-<] 

188 6 5K 66 J.ffi:L 193 13 SI( 282 [s -5 

188 i SKP 7をゴニ m-，1 193 14 51( 282 [s -2 

18品 8 SK f在ゴ: 凹 19，1 SI( 282 ヘ品ト(1-b)15'1 m 6.13 

188 9 SK 77 日 r(~ 刻; 19，1 6ノ 5K 286 RP30 血 'lh

188 10 SK 77 J.'IlI 111-，1" I'H 3 SK 286 日 羽-'lb

188 11 SN o3 SI5 m lfH 5K 281i ^ 1'1，'1 田-'1

188 12 SN 83 S15 1ll-，1 I'H ‘3 51( 286 DJ二1(，司 [s 

188 13 SK 9り …iニrI[fIliJ 1ll-，1 19，1 6 SK 286 件i:IヒベルトrJllr7 m-，1 

188 [，1 SK 90 1世l: 日1-.1 194 7 SI( 2紛 。 国-'1

188 SKP c)ι 1柱l: 初ーιl 19，1 品 SI( 286 1 SK287-DJ二!汚 m --'lb 

18月 16 51( 101 十?をl: 係十l 1(.)<] Q SI( 286 Rp169 回-'1

188 17 51( 102 m --，la 19，1 10 5K 286 RP35 m -'Ih 

18月 18 SK 102 1ll-5 19，1 11 51( 2お6 Il II1-，lh 

188 19 SK 1りl m --'lb 195 SI( 287 RPl III -，1 

188 20 SK l(J<1 981 田 5 WJ9 19'i 2 SI( 287 DU将 町一，1

188 21 SI( 106 21，凶 1ご m-，I 19;; 3 SI( 287 D_I二1，';1 泊 'lb
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第2節検出遺構と出土遺物

持aJNo. i畳物No. 遺構番号 層 序 分類 {鵡 考 挿図No. i豊物刊α i豊橋番号 庖 序 分類 備 考

195 5K 287 AJニ10 回-4b 199 16 SK 50S KN，I，IRP 囚 4

195 5 SK 287 B上!日 皿 2 199 17 SK 50S KN44Jこ層 悶，1

195 6 SK 287 。上府 副 200 l SK 508 KN，I，I立p21l III-，Ib 

195 7 5K 287.288 III-，I 200 4】y SK 512 KN'16JA:!:J二1立 回どIb

195 8 5K 287.288 回-4 20() 3 SI( 514 I(M45Rp15 III-，I 

195 9 5K 288 A-G III-4 200 4 51( 51，1 RP60 ITI -4b 

195 10 5K 288 A 国-，Ih 200 5 SK 514 RP46 田 4

195 11 5K 288 A-G III-，I 200 6 SK 514 RP25 凹 4b

195 12 5K 288 A'B III --4 200 / SI( 514 員1'48 III-4 

195 13 5K 288 A 回 4 2α) 8 SK 555 iillこi二 ITI --4b 

195 14 SK 289 B 出 ιi RP5 200 9 SQ 568 III-4 

195 15 5K 289 B III-'I RP9 201 l SK 601 III-5 

195 16 SK 289 日ベルト I府 III-，I ZOI 2 SK 602 AJjH土'1' 祖

195 17 5K 289 A'B 皿 5 201 3 SK 6(j.1 Rp[V-b ITI 

195 18 SK 289 B 田 4 201 4 SI(出)4 RPIV -b 国

195 19 SK 295 RP2 皿 2 201 5 SI(副)5 問 4

195 20 5K 296 羽一，1 201 6 SK 605 A担1こi二 国-4

195 SK 296 RPl III-，I 201 51( 607 m どi

195 5K 298 A 聞-4 201 8 5K 6119 Ill-，I 

195 23 SK 400 NC71 III -，Ia 

195 24 5K 402 NC70JAこ1: 回 4 ほト 5K 6α) 回，Ib

10 SK 610 illi土'1' 回一4

196 I SK 404 刻。 III -1 201 11 51( 610 思l::Iニ ITI-，I 

196 ワ SK 4(H l里闘A III-l 201 12 SK 613 A埋j二 血 5

196 3 5K 404 j型土区画A III 201 13 SK 614 日 狙 4b

196 4 SK 4IYI 問。 III 201 14 SI( 614 日 回一5

196 5 SK 40，1 121 III-，I 201 15 5K 616 III -4 

196 6 SK 4(}1 j虫土区間!JA III-4 201 16 SI( 619 CJill土 III-，I 

196 7 SK 405 田 rG173と|首l…ワ 201 17 SK 619 AJ_!j1土 Ill-，I 

196 8 SK 405 III-4 j'[:jmと同ーワ 201 18 SK 619 B埋土 凹 ιIb

196 9 SK 410 埋土 阻-，1 201 19 SK 619 A埋土 皿

196 10 5K ，110 RP17 阻 4 202 1 5N 631 五E土 III -4b 

196 11 5K ，112 RP3 回一 l 202 2 SN 631 埋二i二 皿-4

196 12 SK 414 !阻1 田正lb 202 3 5N 631 t'lL:I二 ITI-4 

196 13 SK 422 上IllJ 回 4 202 SK 639 A埋土 図 4

196 14 SK 424 上I前 田正la 202 5 5K 64，1 Jill土 ITI-，I 

196 15 SK 425 JニIl!I III-，I 202 6 SI( 646 埋土 III-4 

196 16 SK 425 上回l III-，I 202 7 5K 646 車E土 ITI-4 

196 17 SK 427 上[ill III -，Ib 202 8 SK 647 cJill土 田 4

196 18 SK 435 上lin III-5 202 9 5K 648 RP8 I11-4 

196 19 SK ，138 JjjL:l: III 202 10 SK 648 上回 III-5 

197 I SK 440 1]11こt 図 4 202 11 SK 648 Rp上!習 ITI-4 

197 2 SK 441 j笠土 回 4 202 12 SK 649 上回 III -4b 

197 3 SK 442 j史土 III -4 202 13 5K 649 上閲 盟 4

197 SK 4，12 j型土 国-4 202 14 5K 649 Jillニ|ニ 回" j'f:i280 とIi'J~'1

197 。 SK 442 j匁 III -4 202 15 5K 649 埋土 国 4 j'fj281と同

197 6 SK 442 j盟土 III -5 202 16 SK 660 Aljllニt III -4 拓283と問一つ

197 7 SK ，14，1 RP5 A III-'Ih 202 17 SK 660 DJill土 III-5 

197 日 SK 447 田 202 18 5K 660 AI_!jU: 田 Hi284と|司ーワ

197 9 SK 449 RP 町一4 203 A立1'3.13 凹"

197 10 SK 451 埋土 凹ィl 203 ワ SK 784 立p2JJJU: ITI-，I 

197 11 SK ，154 J]Hゴ: 皿 4 2α3 3 SK 78，1 埋土 凹ィl

197 12 SK 463 一|二liii III 203 5K 784 Jjlとlこ 回一ζi

197 13 SK ，163 lニTiii 田-，1 203 5 SK 813 凹どl

197 1，1 SK 463 ヒ1m 田 4 203 6 SK 9:35 田

197 15 SK ，169 RP2 III-5 203 7 5K 961 III -4 

197 16 SK 469 RP1，1 III -4b 

197 17 SK 469 RP13 羽

197 18 SK 469 RP23 III-，I 

198 l SK 469 RP2 四一5

198 2 SK 469 G 回-4

198 3 SK 469 E III-，I 

198 4 SK 470 CJ!Jl二i 回 5

198 5 SK 470 日 凹 5

]98 6 SK 473 j旦土 III 

198 / SK ，173 NC7j)jHこ!こ III-，Ib 

198 自 SK 473 (NC71)Jillニt 回-，1

198 SK 476 RP1.()()2 町一，1

198 10 SK 476 III-.I 

198 11 SK -178 III-'I 

198 12 SI( 478 XVTI III -，Ib 

198 l:J SI( 478 Rp 皿どl

198 H SK 478 ITI-5 

日19 SI( 4&1 日 lTI 

199 2 SK '185 Rp，1 皿，Ih

E丹} 3 SK 492 eつJ 羽，1

l日9 5N '192 4 Ill-，I 

199 b SI( 49，1 ト IU-，I 

199 6 SI 505 RP6 阻，1

199 / SK 506 RP7 ITI -，1 

199 8 SK 日6 RP15 III--'I 

199 9 SK 506 RP9 国，1

199 10 SK 507 KN，15 ITI-'I 

199 11 SK 507 KN，15 ITl-，1 RP:! 

199 12 SI( 507 KN，16 回

199 13 SK 507 KN45IITU: Ill-，I 

199 1，1 SI( 50呂 KN'I，I仁附 問-，1

199 15 5K 5日呂 I(N，I'IRP，3(1 Is-，I 
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第4章調査の記録

裳

1 表

。 15cm 

第 131~遺構内出土遺物土器 (3)
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第2節検出遺構と出土遺物

。 15cm 

第 132図遺構内出土遺物土器 (4)
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第2節検出遺構と出土遺物

第 134図遺構内出土遺物土器 (6)
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第2節検出遺構と出土遺物

/ぞ

工ご三

。

第 136図遺構内出土遺物土器 (8)
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第 2節検出遺構と出土遺物
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。 15cm 

第 138図遺構内出土遺物土器 (10)
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第4章調査の記録

。 15cm 
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第 139国遺構内出土遺物土器 (11)
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第4章調査の記録

。 15cm 

第 141図遺構内出土遺物土器(13) 
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第4章調査の記録
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第 143図遺構内出土遺物土器 (15)
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第2節検出遺構と出土遺物

第 144図遺構内出土遺物土器 (16)
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第4章調査の記録

。 15cm 

第 145図遺構内出土遺物土器(17) 
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第4章調査の記銭
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第 149図遺構内出土遺物土器 (21)
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第4章調査の記録
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第 151関遺構内出土遺物土器 (23)
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第2節検出遺構と出土遺物

。 15cm 

第 152図遺構内出土遺物土器 (24)



第4章調査の記録
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第 2節検出遺構と出土遺物
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第 154図遺構内出土遺物土器 (26)
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第4章調査の記録

o 15cm 

第 155図遺構内出土遺物土器 (27)
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